
〈
発
行
責
任
者
〉  

　
　
　
　
　 

議
　
　
長
　
宍
戸 

邦
夫

〈
議
会
広
報
特
別
委
員
会
〉

　
　
　
　 

　
委
員
長
　
新
田 

和
明

　
　
　
　
　 

副
委
員
長
　
南
澤 

克
彦

　
　
　
　
　 

委
　
員
　
田
邊 

介
三

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
山
本 

数
博 

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
武
岡 

隆
文

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
芦
田 

宏
治

　
改
選
か
ら
2
年
、
任
期
4
年
の

折
り
返
し
地
点
を
迎
え
て
い
ま
す
。

条
例
で
は
委
員
会
任
期
を
2
年
と

定
め
て
お
り
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
で

の
編
集
も
一
区
切
り
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
間
、
私
た
ち
広
報
委
員
は

議
会
基
本
条
例
第
６
条
４
項
に
基

づ
き
「
議
員
の
活
動
に
対
し
て
市

民
の
評
価
が
的
確
に
な
さ
れ
る
よ

う
情
報
の
提
供
に
努
め
」
て
参
り

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
通
常
の

紙
面
に
加
え
、
予
算
決
算
委
員
会

ペ
ー
ジ
の
Q
&
A
式
を
記
名
式
へ

変
更
、
賛
否
表
の
導
入
、
一
般
質

問
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
、
動
画
等

の
Q
R
コ
ー
ド
添
付
を
行
い
ま
し

た
。

　
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

議
会
が
住
民
福
祉
に
資
す
る
存
在

で
あ
る
よ
う
引
き
続
き
精
進
し
て

参
り
ま
す
。

（
南
澤
　
克
彦
）

２０
２２ （
令
和
４
）年
1
1
月
１５
日
発
行
　
発
行
者
/安
芸
高
田
市
議
会
編
集
/安
芸
高
田
市
議
会
広
報
特
別
委
員
会
〒
７
３１
-０
５
９
２
 広
島
県
安
芸
高
田
市
吉
田
町
吉
田
７
９
１
番
地
TEL（

0826
）42
-5621

　
　FA
X（
0826

）47
-0250  https ://w

w
w
.akitakata.jp/

第
75号

あ
き
た
か
た

議
会
だ
よ
り
人
が
つ
な
が
る
田
園
都
市

編

集

後

記
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営農法人による刈取り作業風景（吉田町丹比地区）

吉　田

八千代産直市（10月16日）

神楽門前湯治村にて（9月24日）

美土里 心を一つに 限界突破

高宮小学校運動会（9月25日）

高　宮

あのナシ採って～

家族で楽しむ梨狩りの様子

甲　田 新米巫女さん誕生！

国貞山神社大祭（9月18日）

向　原

収穫の秋　大型コンバインで刈取り

美土里神楽発表大会

八千代 ぷらっとマルシェ
特産品と地域活動の紹介

第75号 ２０２２（令和４）年１１月１５日発行

9月定例会
第2・3回臨時会
常任委員会報告
一問一答 
13人が市政を問う

地域懇談会について

賛否表
あんな  こんな

地域のかがやき 安芸高田市
市議会のページ

････  2～4、6～9
･･････････  5
･･･  10～12

　
･･･  13～19

･･･  20～21
･････････････････････  22

　
･･････････  24

人がつながる田園都市

あきたかた

第50回　高宮神楽まつり　県立吉田高校神楽部「厳島合戦」（令和4年10月8日）

今回の題字は、 さん（八千代小学校6年生）  です。

そ　が ゆ う な
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議会のうごき議会のうごき

７月

７月～９月の議会の主な活動状況７月～９月の議会の主な活動状況議会のうごき
８月
10日　議会運営委員会
17日　第3回臨時会
      　予算決算常任委員会
      　全員協議会
31日　議会運営委員会

９月
  7日　第3回定例会（開会）
      　議会広報特別委員会
  8日　予算決算常任委員会
12日　本会議（一般質問）
13日　本会議（一般質問）
15日　総務文教常任委員会
16日　産業厚生常任委員会
21日　予算決算常任委員会
      　（決算審査）
      　議会運営委員会
22日　全員協議会
26日　予算決算常任委員会
      　（決算審査）
28日　第3回定例会（閉会）

傍
聴
記

傍
聴
記

向
原
町

　増
田
美
栄
子
さ
ん

　
久
し
振
り
に
傍
聴
に
行
き

ま
し
た
。
今
回
の
一
般
質
問

は
質
問
者
も
多
く
や
っ
と
本

来
の
市
議
会
の
佇
ま
い
だ
と

思
い
な
が
ら
も
率
直
な
感
想

と
し
て
は
市
長
と
市
議
と
の

思
考
の
隔
た
り
に
改
め
て
驚

い
た
と
い
う
事
で
し
た
。
早

く
言
え
ば
同
じ
土
俵
に
上
が

り
切
れ
て
い
な
い
、
だ
か
ら

双
方
共
に
イ
ラ
つ
い
て
い
る
様

子
が
度
々
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
は
傍
聴
し
て
い
る

側
に
と
っ
て
も
不
快
に
思
え

る
事
で
し
た
。
何
か
一つ
で
も

建
設
的
な
質
疑
が
で
き
て
い

た
ら
と
少
し
残
念
な
思
い
で

議
会
を
後
に
し
ま
し
た
。

議会だより第 75 号へのリンク

●議会だよりは無料ビューアアプリ
　「Catalog Pocket（カタログポケット）」でも
　ご覧になれます。

※詳細は、お太助フォンや市のホームページでお知らせいたします。

■令和４年第４回定例会は
　　　　　　　１２月上旬から開会を予定しています

13日　議会運営委員会
      　議員研修会
14日　地域懇談会（八千代）
15日　地域懇談会（美土里）
      　議会広報特別委員会
16日　地域懇談会（甲田）
      　地域懇談会（向原）
17日　地域懇談会（高宮）
      　地域懇談会（吉田）
20日　第2回臨時会
      　全員協議会
28日　議会広報特別委員会

傍 聴 記傍 聴 記

安芸高田市議会だより 23 第75号　令和4年11月15日発行

9月定例会9月定例会 9月定例会9月定例会

●令和3年度決算審査●令和3年度決算審査
（1）認定第1号　令和３年度 安芸高田市一般会計決算の認定について

（2）認定第2号　令和３年度 安芸高田市国民健康保険特別会計決算の認定について
　　　　〜
　　認定第17号　令和３年度 安芸高田市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

●議案第50号　安芸高田市消防団員の定員、任免、給与、
　服務等に関する条例の一部を改正する条例
●議案第50号　安芸高田市消防団員の定員、任免、給与、
　服務等に関する条例の一部を改正する条例
（付託された議案は修正案が提出され委員会で可決）

●議案第54号　一般会計補正予算（第5号）●議案第54号　一般会計補正予算（第5号）

●諮問第1号　安芸高田市人権擁護委員の推薦について
　意見を求めるもの
●諮問第1号　安芸高田市人権擁護委員の推薦について
　意見を求めるもの

（新型コロナ感染症が長期化する中、ウクライナ侵攻等による原油価格高騰への支援施策等）

●議案第62号　財産の取得について●議案第62号　財産の取得について
（職員業務用パソコンとして、ノート型を336台購入するもの）

8～9ページ参照

　
９
月
定
例
会

　　
９
月
定
例
会
を
９
月
７
日
〜

28
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
本
会
議
に
上
程
さ
れ
た
議
案

に
つ
い
て
議
案
第
50
号
は
委
員

会
に
お
け
る
修
正
案
を
可
決
。

　
令
和
３
年
度
決
算
審
査
に
お

い
て
は
、
一
般
会
計
は
不
認
定
。

　
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
、

可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

　　
補
正
予
算
と
令
和
３
年
度
決

算
審
査
は
予
算
決
算
常
任
委
員

会
へ
付
託
し
ま
し
た
。

（
６
〜
９
ペ
ー
ジ
）

　　
２
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託

さ
れ
た
議
案
や
所
管
事
務
調
査

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
10
〜
12
ペ
ー
ジ
）

　　
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
賛
否

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
22
ペ
ー
ジ
）

　　
一
般
質
問
で
は
13
人
が
市
政

を
問
い
ま
し
た
。

（
13
〜
19
ペ
ー
ジ
）

■
令
和
３
年
度
決
算
審
査

　
認
定
第
１
号
令
和
３
年
度 

安
芸
高
田
市
一
般
会
計
決
算
の

認
定
つ
い
て委

員
長
報
告

（
詳
細
は
６
〜
７
ペ
ー
ジ
）

　■
質
疑
・
討
論
な
し

賛
成
６
　
反
対
９

否
決
に
よ
り
不
認
定

　　
認
定
第
２
号
令
和
３
年
度 

安
芸
高
田
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

〜
認
定
第
17
号
令
和
３
年
度
安

芸
高
田
市
水
道
事
業
会
計
利
益

の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
ま
で
の
16
件
に
つ
い
て

■
質
疑
・
討
論
な
し

賛
成
15
　
反
対
０

認
　
　
定

　　
　■諮
問 

第
１
号

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　小
路
順
子
さ
ん

向
原
町
坂

　

承
　
認

　
■
議
案
第
50
号

　　「
安
芸
高
田
市
消
防
団
員
の

定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
に
つ
い
て

　
執
行
部
提
出
の
改
正
案
の
要

点
は

　
①
定
員
数

　
②
年
額
報
酬

　
③
出
動
報
酬

の
３
点
。
こ
の
内
②
年
額
報
酬

に
つ
い
て
、
審
査
を
付
託
さ
れ

た
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に

て
、修
正
案
が
提
出
さ
れ
、可
決

さ
れ
た
。（
詳
細
は
10
ペ
ー
ジ
）

　
本
会
議
で
は
、
委
員
長
報
告

の
後
、
ま
ず
修
正
案
に
つ
い
て
、

質
疑
・
討
論
を
経
て
、
採
決
を

行
い
、
そ
の
後
、
修
正
案
以
外

の
部
分
（
①
と
③
）
に
つ
い
て

採
決
を
行
っ
た
。

　
■
委
員
長
報
告
へ
の
質
疑

※

委
員
長
は
質
疑
に
対
し
、
委
員
会

の
審
議
内
容
を
答
弁
す
る
。
個
人
的

見
解
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　田
邊
　
①「
国
か
ら
の
通
知
」

の
扱
い
を
、
ど
の
よ
う
に
審
議

さ
れ
た
の
か
。

②
合
併
協
議
会
で
決
め
た
報
酬

が
適
当
な
ら
ば
、
全
て
の
金
額

を
据
え
置
く
と
考
え
ら
れ
る
。

団
員
だ
け
変
更
す
る
根
拠
は
。

③
消
防
団
の
業
務
負
荷
の
調
査

方
法
は
。

④
消
防
団
総
意
に
つ
い
て
委
員

会
の
調
査
方
法
は
。

　　
■
答
弁

　山
根
委
員
長
　
①
②
委
員
長
報

告
の
と
お
り

③（
委
員
会
で
出
動
回
数
等
の

質
疑
は
な
く
）
執
行
部
か
ら
答

弁
は
い
た
だ
い
て
い
な
い
。

④
執
行
部
か
ら
消
防
団
の
幹
部

会
議
で
説
明
し
た
と
の
こ
と
、

委
員
会
と
し
て
は
聞
く
事
は
し

て
い
な
い
。

　　
■
質
疑

　田
邊
　
②
に
つ
い
て
、
委
員
長

報
告
で
は
、
団
員
の
報
酬
だ
け

上
げ
る
と
い
う
部
分
は
触
れ
て

い
な
い
。
ど
う
い
う
議
論
だ
っ

た
の
か
。

　
　

　
■
答
弁

　山
根
委
員
長
　
団
員
の
報
酬
は

国
が
示
し
た
標
準
額
。

　　
■
質
疑

熊
高
　
①
団
長
に
直
接
話
を
聞

い
た
。
委
員
会
の
協
議
と
は
違

う
受
け
止
め
方
で
は
。

②
県
内
で
市
長
が
評
価
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
委
員
会

で
共
有
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　　
■
答
弁

　山
根
委
員
長
　
①
委
員
会
と
し

て
意
見
は
聞
い
て
な
い
が
、
委

員
は
団
員
か
ら
意
見
を
聞
い
て

い
る
。

②
こ
れ
に
つ
い
て
は
受
け
答
え

の
問
題
で
、
委
員
長
と
し
て
は

整
理
し
て
い
な
い
。

　　
■
質
疑

熊
高
　
消
防
団
の
意
向
を
反
映

し
た
議
論
に
な
っ
た
の
か
。

　　
■
答
弁

　山
根
委
員
長
　
委
員
会
で
し
っ

か
り
慎
重
審
議
し
た
。

　
討
　
　
　
論

　■
原
案
賛
成
、
修
正
案
反
対

芦
田
　
安
芸
高
田
市
の
場
合
、

県
や
県
内
各
市
町
と
十
分
な
情

報
交
換
を
し
た
う
え
で
報
酬
額

（
案
）
を
示
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
階
級
に
よ
り
増
額
に
な

る
も
の
、
現
行
よ
り
減
額
に
な

る
も
の
が
あ
る
が
、
全
体
的
に

は
国
の
示
し
た
標
準
額
を
ベ
ー

ス
に
合
理
性
、
整
合
性
の
あ
る

も
の
に
な
っ
て
い
る
。
修
正
案

は
修
正
の
合
理
的
な
根
拠
が
な

く
、
標
準
額
と
の
均
衡
も
図
ら

れ
て
お
ら
ず
、
役
職
の
団
員
の

報
酬
額
を
高
額
に
据
え
置
く
も

の
で
、
修
正
理
由
と
整
合
性
が

取
れ
な
い
。

　秋
田
　
国
の
通
知
内
容
や
県
内

市
町
の
年
額
報
酬
状
況
を
踏
ま

え
、
大
半
が
交
付
税
単
価
の
額

を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
執
行

部
の
説
明
で
は
年
額
報
酬
の
改

正
、
改
定
案
に
つ
い
て
は
幹
部

会
議
等
で
消
防
団
に
説
明
さ
れ
、

提
案
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
は

議
会
と
し
て
重
要
視
す
る
必
要

が
あ
る
。
修
正
案
反
対
の
立
場

で
討
論
と
す
る
。

　

田
邊
　
こ
の
度
、
国
か
ら
消
防

団
の
報
酬
基
準
が
示
さ
れ
た
。

あ
く
ま
で
も
基
準
な
の
で
自
治

体
で
報
酬
金
額
を
決
め
る
こ
と

も
で
き
る
。
修
正
案
で
は
消
防

団
の
活
動
や
総
意
の
調
査
、
団

員
へ
の
説
明
を
し
て
い
な
い
状

態
で
あ
り
議
論
で
き
な
い
。
原

案
は
報
酬
の
根
拠
は
団
員
へ
説

明
・
聞
き
取
り
さ
れ
、
活
動
実

績
は
把
握
し
て
い
る
状
態
。
仕

方
な
い
と
い
う
形
で
も
一
定
の

理
解
を
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

消
防
団
と
し
て
の
総
意
と
考
え

る
。
以
上
の
こ
と
で
原
案
に
賛

成
す
る
。

　南
澤
　
団
の
体
制
強
化
、
士
気

高
揚
が
提
案
理
由
だ
が
、
団
員

は
「
報
酬
の
た
め
に
消
防
団
活

動
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
」
と
言
う
方
ば
か
り
で
あ
る
。

ま
た
「
合
併
時
定
め
た
額
が
最

適
」
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は

常
備
消
防
も
広
域
組
合
も
な

か
っ
た
向
原
町
の
報
酬
額
が
突

出
し
て
高
く
、
そ
の
他
５
町
と

の
報
酬
の
均
衡
を
図
る
た
め
の

額
で
あ
る
。
業
務
負
荷
や
職
責

を
勘
案
し
た
形
跡
は
見
受
け
ら

れ
な
い
。
ま
た
市
の
面
積
を
分

団
数
で
割
っ
た
値
も
県
内
で
は

平
均
的
で
あ
る
。
修
正
案
に
よ

り
県
内
一
高
い
報
酬
額
と
な
る

が
、
そ
の
正
当
な
理
由
が
な
い
。

加
え
て
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、

議
会
主
導
で
執
行
部
提
案
よ
り

年
額
約
1
4
2
万
の
負
担
増
を

強
い
る
修
正
案
で
あ
る
。
議
会

の
責
任
は
重
く
、
議
員
定
数
や

報
酬
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
申
し
伝
え
修
正
案

反
対
と
す
る
。

　熊
高
　
原
案
賛
成
修
正
案
反
対

の
討
論
を
さ
れ
た
お
二
人
は
消

防
団
員
で
消
防
団
精
神
を
鑑
み

て
発
言
さ
れ
た
と
思
う
。
旧
町

か
ら
消
防
団
は
指
揮
命
令
系
統

が
し
っ
か
り
と
し
、
意
識
が
高

い
。
さ
ら
に
合
併
後
も
そ
の
精

神
を
受
け
継
い
で
い
る
。
修
正

案
は
消
防
団
の
誇
り
を
傷
付
け

る
よ
う
な
内
容
で
あ
る
こ
と
を

私
は
感
じ
る
の
で
原
案
賛
成
修

正
案
反
対
で
あ
る
。

　■
修
正
案
に
賛
成

　大
下
　
消
防
団
は
生
命
・
財
産

を
守
り
、
市
民
の
た
め
の
消
防

団
で
あ
る
。
国
は
非
常
勤
消
防

団
員
報
酬
で
上
位
階
級
に
あ
る

者
等
は
「
市
町
村
で
業
務
の
負

担
や
職
責
等
勘
案
し
均
等
の
と

れ
た
額
を
定
め
る
」
と
し
、
現

在
部
長
以
上
の
報
酬
は
合
併
時

に
均
衡
の
原
則
に
基
づ
き
定
め

て
い
る
。
処
遇
改
善
の
趣
旨
、

均
衡
の
原
則
の
観
点
、
今
後
の

団
員
確
保
の
観
点
か
ら
修
正
案

に
賛
成
す
る
。

児
玉
　
各
市
町
に
よ
っ
て
は
国

の
交
付
金
に
沿
う
よ
う
見
直
さ

れ
て
い
る
が
、
対
象
と
な
る
地

域
の
面
積
、
隊
員
の
人
数
、
災

害
発
生
件
数
、
危
険
個
所
数
等

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
条
件
が
異
な

る
た
め
、
県
内
一
律
に
考
え
る

必
要
は
な
い
。
ま
た
、
幹
部
は

規
律
を
維
持
し
た
組
織
づ
く
り

に
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
月
額
1

万
円
も
満
た
な
い
報
酬
の
カ
ッ

ト
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下

が
危
惧
さ
れ
る
。
地
域
の
た
め

の
自
己
犠
牲
の
精
神
に
基
づ
く

活
動
は
誰
も
が
敬
意
を
示
し
報

い
る
社
会
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
そ
の
報
酬
は
市
民
の
感
謝
の

気
持
ち
の
表
れ
で
あ
り
、
減
額

の
必
要
は
な
い
。

　■
委
員
会
修
正
案

　賛
成
９
　
反
対
６

　■
修
正
案
除
く
原
案
賛
成

　賛
成
15
　
反
対
０

　

※

賛
成
・
反
対
の
議
員
名
は
賛
否
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。（
22
ペ
ー
ジ
）

主
な
審
査

修正案可決
（原案一部修正）

認定

可決

可決

承認

不認定
総務文教常任委員会　委員長報告（一部抜粋）
【原案に対する議論】※答弁は執行部
Q報酬額は合併時の協議で額を決定している。過去の経緯を踏まえて、この度報酬改定するのか。
A合併の際、旧6町が合意できる年額報酬を採用した、というのが過去の経緯。これまで報酬額の改定がなかっ
たが、この度、初めて消防庁が年額報酬の基準を示した。各自治体がそれに基づいて報酬改定をしており、
本市もその方針に従っていきたい。
Q年額報酬の標準額が示されたのは団員で、それ以外の役職は示されていない。報酬を下げるのはなぜか。
A 国が示した団員の報酬額は、交付税単価と同額である。団員以外の役職については「市町村において業務
の負荷や職責等を勘案して、標準額と均衡のとれた額を」という通知内容である。それに従って、この（交
付税単価に沿った）改正を行っている。

【修正案に対する議論】※答弁は修正案提出議員
Q 国の示した基準に沿って合理的な判断をした場合、執行部の原案になるのではないかと思うが、この（修
正案の）額にする合理的な理由は。
A報酬は合併時、旧6町の報酬の歴史などを吟味して決められており、当市に一番適当だという考えのもと、
今日まで改定されていない。国の基準が示されたから改定する、という独自性のない自治体運営ではいけ
ない。合併した経緯を考慮すれば、減額すべきではない。他市に合わせることなく、独自に考えて据え置
くべきである。
●審査の結果、「修正案」ならびに「修正案以外の原案」は賛成多数で可決すべきもの
と決した。

開会日▶

◀閉会日
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●令和3年度決算審査●令和3年度決算審査
（1）認定第1号　令和３年度 安芸高田市一般会計決算の認定について

（2）認定第2号　令和３年度 安芸高田市国民健康保険特別会計決算の認定について
　　　　〜
　　認定第17号　令和３年度 安芸高田市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

●議案第50号　安芸高田市消防団員の定員、任免、給与、
　服務等に関する条例の一部を改正する条例
●議案第50号　安芸高田市消防団員の定員、任免、給与、
　服務等に関する条例の一部を改正する条例
（付託された議案は修正案が提出され委員会で可決）

●議案第54号　一般会計補正予算（第5号）●議案第54号　一般会計補正予算（第5号）

●諮問第1号　安芸高田市人権擁護委員の推薦について
　意見を求めるもの
●諮問第1号　安芸高田市人権擁護委員の推薦について
　意見を求めるもの

（新型コロナ感染症が長期化する中、ウクライナ侵攻等による原油価格高騰への支援施策等）

●議案第62号　財産の取得について●議案第62号　財産の取得について
（職員業務用パソコンとして、ノート型を336台購入するもの）

8～9ページ参照

　
９
月
定
例
会

　　
９
月
定
例
会
を
９
月
７
日
〜

28
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
本
会
議
に
上
程
さ
れ
た
議
案

に
つ
い
て
議
案
第
50
号
は
委
員

会
に
お
け
る
修
正
案
を
可
決
。

　
令
和
３
年
度
決
算
審
査
に
お

い
て
は
、
一
般
会
計
は
不
認
定
。

　
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
、

可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

　　
補
正
予
算
と
令
和
３
年
度
決

算
審
査
は
予
算
決
算
常
任
委
員

会
へ
付
託
し
ま
し
た
。

（
６
〜
９
ペ
ー
ジ
）

　　
２
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託

さ
れ
た
議
案
や
所
管
事
務
調
査

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
10
〜
12
ペ
ー
ジ
）

　　
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
賛
否

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
22
ペ
ー
ジ
）

　　
一
般
質
問
で
は
13
人
が
市
政

を
問
い
ま
し
た
。

（
13
〜
19
ペ
ー
ジ
）

■
令
和
３
年
度
決
算
審
査

　
認
定
第
１
号
令
和
３
年
度 

安
芸
高
田
市
一
般
会
計
決
算
の

認
定
つ
い
て委

員
長
報
告

（
詳
細
は
６
〜
７
ペ
ー
ジ
）

　■
質
疑
・
討
論
な
し

賛
成
６
　
反
対
９

否
決
に
よ
り
不
認
定

　　
認
定
第
２
号
令
和
３
年
度 

安
芸
高
田
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

〜
認
定
第
17
号
令
和
３
年
度
安

芸
高
田
市
水
道
事
業
会
計
利
益

の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
ま
で
の
16
件
に
つ
い
て

■
質
疑
・
討
論
な
し

賛
成
15
　
反
対
０

認
　
　
定

　　
　■諮
問 

第
１
号

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　小
路
順
子
さ
ん

向
原
町
坂

　

承
　
認

　
■
議
案
第
50
号

　　「
安
芸
高
田
市
消
防
団
員
の

定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
に
つ
い
て

　
執
行
部
提
出
の
改
正
案
の
要

点
は

　
①
定
員
数

　
②
年
額
報
酬

　
③
出
動
報
酬

の
３
点
。
こ
の
内
②
年
額
報
酬

に
つ
い
て
、
審
査
を
付
託
さ
れ

た
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に

て
、修
正
案
が
提
出
さ
れ
、可
決

さ
れ
た
。（
詳
細
は
10
ペ
ー
ジ
）

　
本
会
議
で
は
、
委
員
長
報
告

の
後
、
ま
ず
修
正
案
に
つ
い
て
、

質
疑
・
討
論
を
経
て
、
採
決
を

行
い
、
そ
の
後
、
修
正
案
以
外

の
部
分
（
①
と
③
）
に
つ
い
て

採
決
を
行
っ
た
。

　
■
委
員
長
報
告
へ
の
質
疑

※

委
員
長
は
質
疑
に
対
し
、
委
員
会

の
審
議
内
容
を
答
弁
す
る
。
個
人
的

見
解
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　田
邊
　
①「
国
か
ら
の
通
知
」

の
扱
い
を
、
ど
の
よ
う
に
審
議

さ
れ
た
の
か
。

②
合
併
協
議
会
で
決
め
た
報
酬

が
適
当
な
ら
ば
、
全
て
の
金
額

を
据
え
置
く
と
考
え
ら
れ
る
。

団
員
だ
け
変
更
す
る
根
拠
は
。

③
消
防
団
の
業
務
負
荷
の
調
査

方
法
は
。

④
消
防
団
総
意
に
つ
い
て
委
員

会
の
調
査
方
法
は
。

　　
■
答
弁

　山
根
委
員
長
　
①
②
委
員
長
報

告
の
と
お
り

③（
委
員
会
で
出
動
回
数
等
の

質
疑
は
な
く
）
執
行
部
か
ら
答

弁
は
い
た
だ
い
て
い
な
い
。

④
執
行
部
か
ら
消
防
団
の
幹
部

会
議
で
説
明
し
た
と
の
こ
と
、

委
員
会
と
し
て
は
聞
く
事
は
し

て
い
な
い
。

　　
■
質
疑

　田
邊
　
②
に
つ
い
て
、
委
員
長

報
告
で
は
、
団
員
の
報
酬
だ
け

上
げ
る
と
い
う
部
分
は
触
れ
て

い
な
い
。
ど
う
い
う
議
論
だ
っ

た
の
か
。

　
　

　
■
答
弁

　山
根
委
員
長
　
団
員
の
報
酬
は

国
が
示
し
た
標
準
額
。

　　
■
質
疑

熊
高
　
①
団
長
に
直
接
話
を
聞

い
た
。
委
員
会
の
協
議
と
は
違

う
受
け
止
め
方
で
は
。

②
県
内
で
市
長
が
評
価
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
委
員
会

で
共
有
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　　
■
答
弁

　山
根
委
員
長
　
①
委
員
会
と
し

て
意
見
は
聞
い
て
な
い
が
、
委

員
は
団
員
か
ら
意
見
を
聞
い
て

い
る
。

②
こ
れ
に
つ
い
て
は
受
け
答
え

の
問
題
で
、
委
員
長
と
し
て
は

整
理
し
て
い
な
い
。

　　
■
質
疑

熊
高
　
消
防
団
の
意
向
を
反
映

し
た
議
論
に
な
っ
た
の
か
。

　　
■
答
弁

　山
根
委
員
長
　
委
員
会
で
し
っ

か
り
慎
重
審
議
し
た
。

　
討
　
　
　
論

　■
原
案
賛
成
、
修
正
案
反
対

芦
田
　
安
芸
高
田
市
の
場
合
、

県
や
県
内
各
市
町
と
十
分
な
情

報
交
換
を
し
た
う
え
で
報
酬
額

（
案
）
を
示
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
階
級
に
よ
り
増
額
に
な

る
も
の
、
現
行
よ
り
減
額
に
な

る
も
の
が
あ
る
が
、
全
体
的
に

は
国
の
示
し
た
標
準
額
を
ベ
ー

ス
に
合
理
性
、
整
合
性
の
あ
る

も
の
に
な
っ
て
い
る
。
修
正
案

は
修
正
の
合
理
的
な
根
拠
が
な

く
、
標
準
額
と
の
均
衡
も
図
ら

れ
て
お
ら
ず
、
役
職
の
団
員
の

報
酬
額
を
高
額
に
据
え
置
く
も

の
で
、
修
正
理
由
と
整
合
性
が

取
れ
な
い
。

　秋
田
　
国
の
通
知
内
容
や
県
内

市
町
の
年
額
報
酬
状
況
を
踏
ま

え
、
大
半
が
交
付
税
単
価
の
額

を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
執
行

部
の
説
明
で
は
年
額
報
酬
の
改

正
、
改
定
案
に
つ
い
て
は
幹
部

会
議
等
で
消
防
団
に
説
明
さ
れ
、

提
案
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
は

議
会
と
し
て
重
要
視
す
る
必
要

が
あ
る
。
修
正
案
反
対
の
立
場

で
討
論
と
す
る
。

　

田
邊
　
こ
の
度
、
国
か
ら
消
防

団
の
報
酬
基
準
が
示
さ
れ
た
。

あ
く
ま
で
も
基
準
な
の
で
自
治

体
で
報
酬
金
額
を
決
め
る
こ
と

も
で
き
る
。
修
正
案
で
は
消
防

団
の
活
動
や
総
意
の
調
査
、
団

員
へ
の
説
明
を
し
て
い
な
い
状

態
で
あ
り
議
論
で
き
な
い
。
原

案
は
報
酬
の
根
拠
は
団
員
へ
説

明
・
聞
き
取
り
さ
れ
、
活
動
実

績
は
把
握
し
て
い
る
状
態
。
仕

方
な
い
と
い
う
形
で
も
一
定
の

理
解
を
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

消
防
団
と
し
て
の
総
意
と
考
え

る
。
以
上
の
こ
と
で
原
案
に
賛

成
す
る
。

　南
澤
　
団
の
体
制
強
化
、
士
気

高
揚
が
提
案
理
由
だ
が
、
団
員

は
「
報
酬
の
た
め
に
消
防
団
活

動
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
」
と
言
う
方
ば
か
り
で
あ
る
。

ま
た
「
合
併
時
定
め
た
額
が
最

適
」
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は

常
備
消
防
も
広
域
組
合
も
な

か
っ
た
向
原
町
の
報
酬
額
が
突

出
し
て
高
く
、
そ
の
他
５
町
と

の
報
酬
の
均
衡
を
図
る
た
め
の

額
で
あ
る
。
業
務
負
荷
や
職
責

を
勘
案
し
た
形
跡
は
見
受
け
ら

れ
な
い
。
ま
た
市
の
面
積
を
分

団
数
で
割
っ
た
値
も
県
内
で
は

平
均
的
で
あ
る
。
修
正
案
に
よ

り
県
内
一
高
い
報
酬
額
と
な
る

が
、
そ
の
正
当
な
理
由
が
な
い
。

加
え
て
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、

議
会
主
導
で
執
行
部
提
案
よ
り

年
額
約
1
4
2
万
の
負
担
増
を

強
い
る
修
正
案
で
あ
る
。
議
会

の
責
任
は
重
く
、
議
員
定
数
や

報
酬
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
申
し
伝
え
修
正
案

反
対
と
す
る
。

　熊
高
　
原
案
賛
成
修
正
案
反
対

の
討
論
を
さ
れ
た
お
二
人
は
消

防
団
員
で
消
防
団
精
神
を
鑑
み

て
発
言
さ
れ
た
と
思
う
。
旧
町

か
ら
消
防
団
は
指
揮
命
令
系
統

が
し
っ
か
り
と
し
、
意
識
が
高

い
。
さ
ら
に
合
併
後
も
そ
の
精

神
を
受
け
継
い
で
い
る
。
修
正

案
は
消
防
団
の
誇
り
を
傷
付
け

る
よ
う
な
内
容
で
あ
る
こ
と
を

私
は
感
じ
る
の
で
原
案
賛
成
修

正
案
反
対
で
あ
る
。

　■
修
正
案
に
賛
成

　大
下
　
消
防
団
は
生
命
・
財
産

を
守
り
、
市
民
の
た
め
の
消
防

団
で
あ
る
。
国
は
非
常
勤
消
防

団
員
報
酬
で
上
位
階
級
に
あ
る

者
等
は
「
市
町
村
で
業
務
の
負

担
や
職
責
等
勘
案
し
均
等
の
と

れ
た
額
を
定
め
る
」
と
し
、
現

在
部
長
以
上
の
報
酬
は
合
併
時

に
均
衡
の
原
則
に
基
づ
き
定
め

て
い
る
。
処
遇
改
善
の
趣
旨
、

均
衡
の
原
則
の
観
点
、
今
後
の

団
員
確
保
の
観
点
か
ら
修
正
案

に
賛
成
す
る
。

児
玉
　
各
市
町
に
よ
っ
て
は
国

の
交
付
金
に
沿
う
よ
う
見
直
さ

れ
て
い
る
が
、
対
象
と
な
る
地

域
の
面
積
、
隊
員
の
人
数
、
災

害
発
生
件
数
、
危
険
個
所
数
等

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
条
件
が
異
な

る
た
め
、
県
内
一
律
に
考
え
る

必
要
は
な
い
。
ま
た
、
幹
部
は

規
律
を
維
持
し
た
組
織
づ
く
り

に
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
月
額
1

万
円
も
満
た
な
い
報
酬
の
カ
ッ

ト
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下

が
危
惧
さ
れ
る
。
地
域
の
た
め

の
自
己
犠
牲
の
精
神
に
基
づ
く

活
動
は
誰
も
が
敬
意
を
示
し
報

い
る
社
会
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
そ
の
報
酬
は
市
民
の
感
謝
の

気
持
ち
の
表
れ
で
あ
り
、
減
額

の
必
要
は
な
い
。

　■
委
員
会
修
正
案

　賛
成
９
　
反
対
６

　■
修
正
案
除
く
原
案
賛
成

　賛
成
15
　
反
対
０

　

※

賛
成
・
反
対
の
議
員
名
は
賛
否
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。（
22
ペ
ー
ジ
）

主
な
審
査

修正案可決
（原案一部修正）

認定

可決

可決

承認

不認定
総務文教常任委員会　委員長報告（一部抜粋）
【原案に対する議論】※答弁は執行部
Q報酬額は合併時の協議で額を決定している。過去の経緯を踏まえて、この度報酬改定するのか。
A合併の際、旧6町が合意できる年額報酬を採用した、というのが過去の経緯。これまで報酬額の改定がなかっ
たが、この度、初めて消防庁が年額報酬の基準を示した。各自治体がそれに基づいて報酬改定をしており、
本市もその方針に従っていきたい。
Q年額報酬の標準額が示されたのは団員で、それ以外の役職は示されていない。報酬を下げるのはなぜか。
A 国が示した団員の報酬額は、交付税単価と同額である。団員以外の役職については「市町村において業務
の負荷や職責等を勘案して、標準額と均衡のとれた額を」という通知内容である。それに従って、この（交
付税単価に沿った）改正を行っている。

【修正案に対する議論】※答弁は修正案提出議員
Q 国の示した基準に沿って合理的な判断をした場合、執行部の原案になるのではないかと思うが、この（修
正案の）額にする合理的な理由は。
A報酬は合併時、旧6町の報酬の歴史などを吟味して決められており、当市に一番適当だという考えのもと、
今日まで改定されていない。国の基準が示されたから改定する、という独自性のない自治体運営ではいけ
ない。合併した経緯を考慮すれば、減額すべきではない。他市に合わせることなく、独自に考えて据え置
くべきである。
●審査の結果、「修正案」ならびに「修正案以外の原案」は賛成多数で可決すべきもの
と決した。

開会日▶

◀閉会日
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可決
可決
可決
可決
可決
可決

9/15
可決 9/28
可決 9/15
可決 9/28
可決 9/15

9/28
9/16
9/28
9/16
9/28

可決
可決

9/8
9/12

可決
可決

9/8
9/12

可決
可決

9/8
9/12

可決
可決

9/8
9/12

可決
可決

9/8
9/12

可決
可決

9/8

9/8

9/8

9/26

9/12
可決
可決 9/12
可決
可決 9/12

可決 9/28

否決
否決 9/28

8/17可決
可決 8/17

○○○○○○○○＊○○○○○○
○
＊
＊○○○○○○○○○○○○○○

委員会
本会議

7/20可決
可決 7/20

賛 否 表賛 否 表

賛否表
※議会基本条例に基づき賛否表を掲載することになりました。
　第6条（4）議会は、重要な議案に対する各議員の態度を議会広報で公表する等、議員の活
動に対して市民の評価が的確になされるよう情報の提供に努めなければならない。

審

　査

　結

　果

議

　
　決

　
　日

山

　本

　
　
　優

宍

　戸

　邦

　夫

先

　川

　和

　幸

山

　根

　温

　子

新

　田

　和

　明

武

　岡

　隆

　文

山

　本

　数

　博

南

　澤

　克

　彦

石

　飛

　慶

　久

金

　行

　哲

　昭

秋

　田

　雅

　朝

熊

　高

　昌

　三

芦

　田

　宏

　治

大

　下

　正

　幸

児

　玉

　史

　則

田

　邊

　介

　三

議

　
　員

　
　名

議

　
　案

　
　名

番

　
　
　
　
　号

種

　
　
　
　
　類

委員会 産業厚生常任委員会

令和4年第3回　定例会（9月7～28日）

令和4年第3回　臨時会（8月17日）

令和4年第2回　臨時会（7月20日）

総務文教常任委員会

会　派

○○○○○○○

○●●●●○●

○○ ○○○○○
○＊ ○○○○○
○○ ○○○○○
○＊ ○○○○●
○

＊
○
＊
○
＊○ ○○○○●

○ ○＊ ○○○○●

○○○○○○

○

○

○○
○○○○○＊○○

○○○○○●○○○○○○○○○
○○○○○＊○○

○○○○○●○○○○○○○○○
○○○○○○○○＊○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○＊○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○＊○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○＊○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○＊○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○

＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊○○○○○○○＊○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○

清志会シセイ
クラブ

シセイ
クラブ無　所　属 清　志　会

委員会

委員会

委員会

本会議

委員会
本会議

委員会
本会議

本会議

本会議
委員会
本会議
委員会
本会議
委員会
本会議
委員会
本会議
委員会
本会議
委員会
本会議

○○○○○○○○＊○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○

委員会
本会議

○○○○○○○○＊○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○

委員会
本会議

○○○○○○○○○○○○○○○本会議

●●●●●●○●＊＊休○●●○
●●●●●●○●○○○○●●○

委員会
本会議

○●●○○○●○＊○○○○○●
○

＊
＊
＊
＊
＊

＊

＊
＊

9/26可決
可決 9/28

○○○○○○○○＊＊休○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○

委員会
本会議

＊
＊

可決 9/7○○○○○○○○○○○○○○○本会議 ＊

＊
＊●●○○○●○○○○○○○●

委員会
本会議

第50号

第51号

第52号

第53号

第54号

第55号

第56号

第57号

第58号

第59号

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

第60号議案

第61号議案

第62号議案

第1号認定

第49号議案

第48号議案

安芸高田市消防団員の定員、任免、給与、服務等に
関する条例の一部を改正する条例に対する修正案

修正議決した部分を除く原案について

安芸高田市職員の育児休業等に
関する条例の一部を改正する条例

安芸高田市子育て支援センター設置及び
管理条例の一部を改正する条例

広島県水道広域連合企業団の設立について

令和４年度 安芸高田市一般会計補正予算（第5号）

令和4年度 安芸高田市介護保険
特別会計補正予算（第1号）

令和4年度 安芸高田市国民健康保険
特別会計補正予算（第1号）

令和4年度 安芸高田市浄化槽整備事業
特別会計補正予算（第1号）

令和4年度 安芸高田市農業集落排水事業
特別会計補正予算（第1号）

令和4年度 安芸高田市コミュニティ・プラント
整備事業特別会計補正予算（第1号）

令和4年度 安芸高田市下水道事業
会計補正予算（第1号）

令和4年度 安芸高田市水道事業
会計補正予算（第1号）

第2～
17号認定

令和3年度安芸高田市国民健康保険
特別会計決算の認定について　等16件

第1号諮問
人権擁護委員の推薦につき
意見を求めることについて

財産の取得について

令和3年度安芸高田市一般会計決算の認定について

令和4年度 安芸高田市一般会計補正予算（第4号）

令和4年度 安芸高田市一般会計補正予算
（第3号）

＊…議長、委員長、監査委員（予算決算常任委員会）は採決に参加しません。　○…賛成　●…反対

議案は　
こちら▶
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吉田会場

災害時の避難所・体制・対応について
災害後の復旧対応について   
防災について   

日程等

ご意見・ご要望の内訳（全体） 合　計　　　吉　田　　　八千代　　　　　　　　　　　美土里　　　高　宮　　　甲　田　　　向　原

7 月 14 ～ 17 日にかけて、議会が各町を巡回し、地域懇談会を開催しました。
テーマ別の意見交換を行った後、テーマ以外の自由な意見もお聞きしました。
いただいたご意見は議会内で共有し、対応を検討してまいります。

八千代文化施設　フォルテ

日　時 会　場 参加人数時　間

美土里生涯学習センター　まなび

高宮支所

クリスタルアージョ

甲田文化センター　ミューズ

向原生涯学習センター　みらい

7 月 14 日 (木)

7 月 15 日 (金)

7 月 16 日 (土)

7 月 17 日 (日)

「安芸高田市議会による地域懇談会」
結 果 報 告

「安芸高田市議会による地域懇談会」
結 果 報 告

の貴重なご意見をいただきました。
ご参加いただき、ありがとうございました。674件

テーマ①：災害対応について

市長と議会の関係について
議会・議員について
市長について

テーマ②：議会運営について

市の施策について  
広報誌・情報発信について  
獣害被害について  
空き家対策について  
少子化対策について  
公共施設について  
その他  

テーマ③：市政に対する自由な意見
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16
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41 八千代会場

甲田会場

向原会場

美土里会場

高宮会場

地域懇談会地域懇談会 地域懇談会地域懇談会
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臨 時 会臨 時 会 9月定例会9月定例会

　
討
　
　
　
論

　■
原
案
賛
成
、
修
正
案
反
対

芦
田
　
安
芸
高
田
市
の
場
合
、

県
や
県
内
各
市
町
と
十
分
な
情

報
交
換
を
し
た
う
え
で
報
酬
額

（
案
）
を
示
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
階
級
に
よ
り
増
額
に
な

る
も
の
、
現
行
よ
り
減
額
に
な

る
も
の
が
あ
る
が
、
全
体
的
に

は
国
の
示
し
た
標
準
額
を
ベ
ー

ス
に
合
理
性
、
整
合
性
の
あ
る

も
の
に
な
っ
て
い
る
。
修
正
案

は
修
正
の
合
理
的
な
根
拠
が
な

く
、
標
準
額
と
の
均
衡
も
図
ら

れ
て
お
ら
ず
、
役
職
の
団
員
の

報
酬
額
を
高
額
に
据
え
置
く
も

の
で
、
修
正
理
由
と
整
合
性
が

取
れ
な
い
。

　秋
田
　
国
の
通
知
内
容
や
県
内

市
町
の
年
額
報
酬
状
況
を
踏
ま

え
、
大
半
が
交
付
税
単
価
の
額

を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
執
行

部
の
説
明
で
は
年
額
報
酬
の
改

正
、
改
定
案
に
つ
い
て
は
幹
部

会
議
等
で
消
防
団
に
説
明
さ
れ
、

提
案
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
は

議
会
と
し
て
重
要
視
す
る
必
要

が
あ
る
。
修
正
案
反
対
の
立
場

で
討
論
と
す
る
。

　

田
邊
　
こ
の
度
、
国
か
ら
消
防

団
の
報
酬
基
準
が
示
さ
れ
た
。

あ
く
ま
で
も
基
準
な
の
で
自
治

体
で
報
酬
金
額
を
決
め
る
こ
と

も
で
き
る
。
修
正
案
で
は
消
防

団
の
活
動
や
総
意
の
調
査
、
団

員
へ
の
説
明
を
し
て
い
な
い
状

態
で
あ
り
議
論
で
き
な
い
。
原

案
は
報
酬
の
根
拠
は
団
員
へ
説

明
・
聞
き
取
り
さ
れ
、
活
動
実

績
は
把
握
し
て
い
る
状
態
。
仕

方
な
い
と
い
う
形
で
も
一
定
の

理
解
を
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

消
防
団
と
し
て
の
総
意
と
考
え

る
。
以
上
の
こ
と
で
原
案
に
賛

成
す
る
。

　南
澤
　
団
の
体
制
強
化
、
士
気

高
揚
が
提
案
理
由
だ
が
、
団
員

は
「
報
酬
の
た
め
に
消
防
団
活

動
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
」
と
言
う
方
ば
か
り
で
あ
る
。

ま
た
「
合
併
時
定
め
た
額
が
最

適
」
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は

常
備
消
防
も
広
域
組
合
も
な

か
っ
た
向
原
町
の
報
酬
額
が
突

出
し
て
高
く
、
そ
の
他
５
町
と

の
報
酬
の
均
衡
を
図
る
た
め
の

額
で
あ
る
。
業
務
負
荷
や
職
責

を
勘
案
し
た
形
跡
は
見
受
け
ら

れ
な
い
。
ま
た
市
の
面
積
を
分

団
数
で
割
っ
た
値
も
県
内
で
は

平
均
的
で
あ
る
。
修
正
案
に
よ

り
県
内
一
高
い
報
酬
額
と
な
る

が
、
そ
の
正
当
な
理
由
が
な
い
。

加
え
て
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、

議
会
主
導
で
執
行
部
提
案
よ
り

年
額
約
1
4
2
万
の
負
担
増
を

強
い
る
修
正
案
で
あ
る
。
議
会

の
責
任
は
重
く
、
議
員
定
数
や

報
酬
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
申
し
伝
え
修
正
案

反
対
と
す
る
。

　熊
高
　
原
案
賛
成
修
正
案
反
対

の
討
論
を
さ
れ
た
お
二
人
は
消

防
団
員
で
消
防
団
精
神
を
鑑
み

て
発
言
さ
れ
た
と
思
う
。
旧
町

か
ら
消
防
団
は
指
揮
命
令
系
統

が
し
っ
か
り
と
し
、
意
識
が
高

い
。
さ
ら
に
合
併
後
も
そ
の
精

神
を
受
け
継
い
で
い
る
。
修
正

案
は
消
防
団
の
誇
り
を
傷
付
け

る
よ
う
な
内
容
で
あ
る
こ
と
を

私
は
感
じ
る
の
で
原
案
賛
成
修

正
案
反
対
で
あ
る
。

　■
修
正
案
に
賛
成

　大
下
　
消
防
団
は
生
命
・
財
産

を
守
り
、
市
民
の
た
め
の
消
防

団
で
あ
る
。
国
は
非
常
勤
消
防

団
員
報
酬
で
上
位
階
級
に
あ
る

者
等
は
「
市
町
村
で
業
務
の
負

担
や
職
責
等
勘
案
し
均
等
の
と

れ
た
額
を
定
め
る
」
と
し
、
現

在
部
長
以
上
の
報
酬
は
合
併
時

に
均
衡
の
原
則
に
基
づ
き
定
め

て
い
る
。
処
遇
改
善
の
趣
旨
、

均
衡
の
原
則
の
観
点
、
今
後
の

団
員
確
保
の
観
点
か
ら
修
正
案

に
賛
成
す
る
。

児
玉
　
各
市
町
に
よ
っ
て
は
国

の
交
付
金
に
沿
う
よ
う
見
直
さ

れ
て
い
る
が
、
対
象
と
な
る
地

域
の
面
積
、
隊
員
の
人
数
、
災

害
発
生
件
数
、
危
険
個
所
数
等

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
条
件
が
異
な

る
た
め
、
県
内
一
律
に
考
え
る

必
要
は
な
い
。
ま
た
、
幹
部
は

規
律
を
維
持
し
た
組
織
づ
く
り

に
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
月
額
1

万
円
も
満
た
な
い
報
酬
の
カ
ッ

ト
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下

が
危
惧
さ
れ
る
。
地
域
の
た
め

の
自
己
犠
牲
の
精
神
に
基
づ
く

活
動
は
誰
も
が
敬
意
を
示
し
報

い
る
社
会
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
そ
の
報
酬
は
市
民
の
感
謝
の

気
持
ち
の
表
れ
で
あ
り
、
減
額

の
必
要
は
な
い
。

　■
委
員
会
修
正
案

　賛
成
９
　
反
対
６

　■
修
正
案
除
く
原
案
賛
成

　賛
成
15
　
反
対
０

　

※

賛
成
・
反
対
の
議
員
名
は
賛
否
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。（
22
ペ
ー
ジ
）

■
議
案
第
62
号

　財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　　　
■
概
要

　　
職
員
業
務
用
パ
ソ
コ
ン
３

３
６
台
を
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型

か
ら
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
に

更
新
す
る
も
の
。

※

令
和
４
年
７
月
20
日
　
臨
時
会
に
お

い
て
予
算
は
議
決
済
。
詳
細
は
５
ペ
ー

ジ
へ

　■
質
疑

　田
邊
　
こ
の
額
面
よ
り
安
価
に

取
得
で
き
た
の
で
は
。

　■
答
弁

　行
森
総
務
部
長
　
デ
ス
ク
ト
ッ

プ
型
よ
り
６
割
程
度
の
金
額
で
、

９
社
の
指
名
競
争
で
一
番
安
い

業
者
か
ら
購
入
し
た
。

　■
質
疑

　南
澤
　
Ｈ
Ｄ
M
Ｉ
変
換
ア
ダ
プ

タ
ー
が
パ
ソ
コ
ン
と
同
じ
数
必

要
な
理
由
は
。

　■
答
弁

　行
森
総
務
部
長
　
既
存
の
デ
ス

ク
ト
ッ
プ
の
モ
ニ
タ
ー
と
接
続

し
２
画
面
で
使
用
す
る
た
め
。

　　
賛
成
15
　
反
対
０

可
　
決

（消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の
一部を改正する条例の修正案の議決風景）

令和4年度　一般会計補正予算（第5号）令和4年度　一般会計補正予算（第5号）
補正額　7216万5千円追加し、予算総額を

204億3954万7千円204億3954万7千円
◇新型コロナ感染症が長期化する中、

ウクライナ侵攻等による原油価格高騰への
支援施策等

第2回
臨時会
7月20日

一般会計2億5748万1千円追加一般会計2億5748万1千円追加
（パソコン購入費 光ネットワーク管理費他）

予算総額203億1221万1千円予算総額203億1221万1千円
（一般会計補正予算第3号）

補
正
予
算
の
主
な
内
容

　　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て
、

住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯

等
に
１
世
帯
当
た
り
５
万
円
を

支
給
す
る
生
活
給
付
金
と
、
令

和
４
年
第
２
回
臨
時
会
で
補
正

の
あ
っ
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
等
導
入
補
助
金
を
追

加
計
上
す
る
も
の
。

　再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
等
導
入
補
助
金
に

つ
い
て

　　
■
概
要

予
算
編
成
時
は
１
１
０
０
万

円
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
市

内
の
複
数
業
者
に
対
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
想
定
以
上
の
ニ
ー

ズ
が
見
込
ま
れ
た
た
め
追
加

で
３
０
０
万
円
を
増
額
す
る

も
の
。
申
請
期
間
は
令
和
４

年
９
月
１
日
か
ら
令
和
５
年

２
月
28
日
ま
で
。

　質
疑
　
申
請
期
間
に
つ
い
て
、

７
月
20
日
の
時
点
で
は
４
月
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
と
答
弁
が
あ
っ

た
が
、
実
際
に
７
月
20
日
か
ら

現
在
ま
で
に
購
入
さ
れ
た
方
が

い
た
場
合
の
対
応
は
ど
う
す
る

の
か
。

　答
弁
　
９
月
１
日
以
降
に
申
請

さ
れ
た
方
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
す
る
も
の
で
遡
及
は
し
な

い
。

　反
対
討
論

　先
川
　
７
月
20
日
の
臨
時
会
で

施
行
を
４
月
１
日
に
さ
か
の
ぼ

る
こ
と
で
議
決
し
て
お
り
、
今

回
９
月
１
日
以
降
が
対
象
に
な

る
と
い
う
の
は
市
民
を
だ
ま
す

こ
と
に
な
り
議
会
も
議
決
権
を

無
視
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
反
対

す
る
。

　山
根
　
７
月
20
日
に
い
っ
た
ん

議
会
が
議
決
し
た
こ
と
を
な
い

が
し
ろ
に
す
る
よ
う
な
こ
と
は

認
め
ら
れ
な
い
。

　賛
成
討
論

　熊
高
　
７
月
20
日
の
臨
時
議
会

で
の
や
り
取
り
が
課
題
に
な
っ

て
い
る
。
４
月
１
日
に
さ
か
の

ぼ
る
と
い
う
や
り
取
り
も
あ
っ

た
が
、
今
回
の
補
正
予
算
に
つ

い
て
は
充
分
議
論
し
た
う
え
で

確
認
で
き
た
の
で
賛
成
す
る
。

　賛
成
11
　
反
対
4

可
　
　
決

補
正
予
算
の
主
な
内
容

　①
通
常
分
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
関
係
手
続
支
援
業
務
委
託

料
、
毛
利
元
就
郡
山
城
入
城
５
０
０

年
記
念
事
業
に
係
る
パ
ネ
ル
作
成

業
務
委
託
料
な
ど
の
増
額

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

原
油
価
格
、
物
価
高
騰
対
応
分
と

し
て
、
原
油
価
格
高
騰
緊
急
経
済

対
策
事
業
補
助
金
な
ど
の
増
額

　主
な
質
疑
と
答
弁

　質
疑
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
補
助
金
の
受
付
な
ど
の
説
明
を

求
め
る
。

　答
弁
　
令
和
4
年
4
月
1
日
以
降
に

契
約
し
た
も
の
に
つ
い
て
対
象
と
し
、

9
月
1
日
か
ら
申
請
の
受
付
を
行
う
。

　質
疑
　
電
算
シ
ス
テ
ム
事
業
費
の
、

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
3
3
6
台
の
導
入

に
つ
い
て
伺
う
。

　答
弁
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
無
線
L
A
N

環
境
を
整
備
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
分
散
業
務
を

可
能
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　賛
成
15
　
反
対
0可

　
　
決

第3回
臨時会
8月17日

一般会計5517万1千円追加一般会計5517万1千円追加
（コロナ禍における物価高騰対応分など）

予算総額203億6738万2千円予算総額203億6738万2千円
（一般会計補正予算第4号）
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吉田会場

災害時の避難所・体制・対応について
災害後の復旧対応について   
防災について   

日程等

ご意見・ご要望の内訳（全体） 合　計　　　吉　田　　　八千代　　　　　　　　　　　美土里　　　高　宮　　　甲　田　　　向　原

7 月 14 ～ 17 日にかけて、議会が各町を巡回し、地域懇談会を開催しました。
テーマ別の意見交換を行った後、テーマ以外の自由な意見もお聞きしました。
いただいたご意見は議会内で共有し、対応を検討してまいります。

八千代文化施設　フォルテ

日　時 会　場 参加人数時　間

美土里生涯学習センター　まなび

高宮支所

クリスタルアージョ

甲田文化センター　ミューズ

向原生涯学習センター　みらい

7 月 14 日 (木)

7 月 15 日 (金)

7 月 16 日 (土)

7 月 17 日 (日)

「安芸高田市議会による地域懇談会」
結 果 報 告

「安芸高田市議会による地域懇談会」
結 果 報 告

の貴重なご意見をいただきました。
ご参加いただき、ありがとうございました。674件

テーマ①：災害対応について

市長と議会の関係について
議会・議員について
市長について

テーマ②：議会運営について

市の施策について  
広報誌・情報発信について  
獣害被害について  
空き家対策について  
少子化対策について  
公共施設について  
その他  

テーマ③：市政に対する自由な意見
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美土里会場

高宮会場

地域懇談会地域懇談会 地域懇談会地域懇談会

安芸高田市議会だより 45 第75号　令和4年11月15日発行

臨 時 会臨 時 会 9月定例会9月定例会

　
討
　
　
　
論

　■
原
案
賛
成
、
修
正
案
反
対

芦
田
　
安
芸
高
田
市
の
場
合
、

県
や
県
内
各
市
町
と
十
分
な
情

報
交
換
を
し
た
う
え
で
報
酬
額

（
案
）
を
示
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
階
級
に
よ
り
増
額
に
な

る
も
の
、
現
行
よ
り
減
額
に
な

る
も
の
が
あ
る
が
、
全
体
的
に

は
国
の
示
し
た
標
準
額
を
ベ
ー

ス
に
合
理
性
、
整
合
性
の
あ
る

も
の
に
な
っ
て
い
る
。
修
正
案

は
修
正
の
合
理
的
な
根
拠
が
な

く
、
標
準
額
と
の
均
衡
も
図
ら

れ
て
お
ら
ず
、
役
職
の
団
員
の

報
酬
額
を
高
額
に
据
え
置
く
も

の
で
、
修
正
理
由
と
整
合
性
が

取
れ
な
い
。

　秋
田
　
国
の
通
知
内
容
や
県
内

市
町
の
年
額
報
酬
状
況
を
踏
ま

え
、
大
半
が
交
付
税
単
価
の
額

を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
執
行

部
の
説
明
で
は
年
額
報
酬
の
改

正
、
改
定
案
に
つ
い
て
は
幹
部

会
議
等
で
消
防
団
に
説
明
さ
れ
、

提
案
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
は

議
会
と
し
て
重
要
視
す
る
必
要

が
あ
る
。
修
正
案
反
対
の
立
場

で
討
論
と
す
る
。

　

田
邊
　
こ
の
度
、
国
か
ら
消
防

団
の
報
酬
基
準
が
示
さ
れ
た
。

あ
く
ま
で
も
基
準
な
の
で
自
治

体
で
報
酬
金
額
を
決
め
る
こ
と

も
で
き
る
。
修
正
案
で
は
消
防

団
の
活
動
や
総
意
の
調
査
、
団

員
へ
の
説
明
を
し
て
い
な
い
状

態
で
あ
り
議
論
で
き
な
い
。
原

案
は
報
酬
の
根
拠
は
団
員
へ
説

明
・
聞
き
取
り
さ
れ
、
活
動
実

績
は
把
握
し
て
い
る
状
態
。
仕

方
な
い
と
い
う
形
で
も
一
定
の

理
解
を
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

消
防
団
と
し
て
の
総
意
と
考
え

る
。
以
上
の
こ
と
で
原
案
に
賛

成
す
る
。

　南
澤
　
団
の
体
制
強
化
、
士
気

高
揚
が
提
案
理
由
だ
が
、
団
員

は
「
報
酬
の
た
め
に
消
防
団
活

動
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
」
と
言
う
方
ば
か
り
で
あ
る
。

ま
た
「
合
併
時
定
め
た
額
が
最

適
」
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は

常
備
消
防
も
広
域
組
合
も
な

か
っ
た
向
原
町
の
報
酬
額
が
突

出
し
て
高
く
、
そ
の
他
５
町
と

の
報
酬
の
均
衡
を
図
る
た
め
の

額
で
あ
る
。
業
務
負
荷
や
職
責

を
勘
案
し
た
形
跡
は
見
受
け
ら

れ
な
い
。
ま
た
市
の
面
積
を
分

団
数
で
割
っ
た
値
も
県
内
で
は

平
均
的
で
あ
る
。
修
正
案
に
よ

り
県
内
一
高
い
報
酬
額
と
な
る

が
、
そ
の
正
当
な
理
由
が
な
い
。

加
え
て
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、

議
会
主
導
で
執
行
部
提
案
よ
り

年
額
約
1
4
2
万
の
負
担
増
を

強
い
る
修
正
案
で
あ
る
。
議
会

の
責
任
は
重
く
、
議
員
定
数
や

報
酬
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
申
し
伝
え
修
正
案

反
対
と
す
る
。

　熊
高
　
原
案
賛
成
修
正
案
反
対

の
討
論
を
さ
れ
た
お
二
人
は
消

防
団
員
で
消
防
団
精
神
を
鑑
み

て
発
言
さ
れ
た
と
思
う
。
旧
町

か
ら
消
防
団
は
指
揮
命
令
系
統

が
し
っ
か
り
と
し
、
意
識
が
高

い
。
さ
ら
に
合
併
後
も
そ
の
精

神
を
受
け
継
い
で
い
る
。
修
正

案
は
消
防
団
の
誇
り
を
傷
付
け

る
よ
う
な
内
容
で
あ
る
こ
と
を

私
は
感
じ
る
の
で
原
案
賛
成
修

正
案
反
対
で
あ
る
。

　■
修
正
案
に
賛
成

　大
下
　
消
防
団
は
生
命
・
財
産

を
守
り
、
市
民
の
た
め
の
消
防

団
で
あ
る
。
国
は
非
常
勤
消
防

団
員
報
酬
で
上
位
階
級
に
あ
る

者
等
は
「
市
町
村
で
業
務
の
負

担
や
職
責
等
勘
案
し
均
等
の
と

れ
た
額
を
定
め
る
」
と
し
、
現

在
部
長
以
上
の
報
酬
は
合
併
時

に
均
衡
の
原
則
に
基
づ
き
定
め

て
い
る
。
処
遇
改
善
の
趣
旨
、

均
衡
の
原
則
の
観
点
、
今
後
の

団
員
確
保
の
観
点
か
ら
修
正
案

に
賛
成
す
る
。

児
玉
　
各
市
町
に
よ
っ
て
は
国

の
交
付
金
に
沿
う
よ
う
見
直
さ

れ
て
い
る
が
、
対
象
と
な
る
地

域
の
面
積
、
隊
員
の
人
数
、
災

害
発
生
件
数
、
危
険
個
所
数
等

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
条
件
が
異
な

る
た
め
、
県
内
一
律
に
考
え
る

必
要
は
な
い
。
ま
た
、
幹
部
は

規
律
を
維
持
し
た
組
織
づ
く
り

に
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
月
額
1

万
円
も
満
た
な
い
報
酬
の
カ
ッ

ト
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下

が
危
惧
さ
れ
る
。
地
域
の
た
め

の
自
己
犠
牲
の
精
神
に
基
づ
く

活
動
は
誰
も
が
敬
意
を
示
し
報

い
る
社
会
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
そ
の
報
酬
は
市
民
の
感
謝
の

気
持
ち
の
表
れ
で
あ
り
、
減
額

の
必
要
は
な
い
。

　■
委
員
会
修
正
案

　賛
成
９
　
反
対
６

　■
修
正
案
除
く
原
案
賛
成

　賛
成
15
　
反
対
０

　

※

賛
成
・
反
対
の
議
員
名
は
賛
否
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。（
22
ペ
ー
ジ
）

■
議
案
第
62
号

　財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　　　
■
概
要

　　
職
員
業
務
用
パ
ソ
コ
ン
３

３
６
台
を
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型

か
ら
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
に

更
新
す
る
も
の
。

※

令
和
４
年
７
月
20
日
　
臨
時
会
に
お

い
て
予
算
は
議
決
済
。
詳
細
は
５
ペ
ー

ジ
へ

　■
質
疑

　田
邊
　
こ
の
額
面
よ
り
安
価
に

取
得
で
き
た
の
で
は
。

　■
答
弁

　行
森
総
務
部
長
　
デ
ス
ク
ト
ッ

プ
型
よ
り
６
割
程
度
の
金
額
で
、

９
社
の
指
名
競
争
で
一
番
安
い

業
者
か
ら
購
入
し
た
。

　■
質
疑

　南
澤
　
Ｈ
Ｄ
M
Ｉ
変
換
ア
ダ
プ

タ
ー
が
パ
ソ
コ
ン
と
同
じ
数
必

要
な
理
由
は
。

　■
答
弁

　行
森
総
務
部
長
　
既
存
の
デ
ス

ク
ト
ッ
プ
の
モ
ニ
タ
ー
と
接
続

し
２
画
面
で
使
用
す
る
た
め
。

　　
賛
成
15
　
反
対
０

可
　
決

（消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の
一部を改正する条例の修正案の議決風景）

令和4年度　一般会計補正予算（第5号）令和4年度　一般会計補正予算（第5号）
補正額　7216万5千円追加し、予算総額を

204億3954万7千円204億3954万7千円
◇新型コロナ感染症が長期化する中、

ウクライナ侵攻等による原油価格高騰への
支援施策等

第2回
臨時会
7月20日

一般会計2億5748万1千円追加一般会計2億5748万1千円追加
（パソコン購入費 光ネットワーク管理費他）

予算総額203億1221万1千円予算総額203億1221万1千円
（一般会計補正予算第3号）

補
正
予
算
の
主
な
内
容

　　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て
、

住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯

等
に
１
世
帯
当
た
り
５
万
円
を

支
給
す
る
生
活
給
付
金
と
、
令

和
４
年
第
２
回
臨
時
会
で
補
正

の
あ
っ
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
等
導
入
補
助
金
を
追

加
計
上
す
る
も
の
。

　再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
等
導
入
補
助
金
に

つ
い
て

　　
■
概
要

予
算
編
成
時
は
１
１
０
０
万

円
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
市

内
の
複
数
業
者
に
対
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
想
定
以
上
の
ニ
ー

ズ
が
見
込
ま
れ
た
た
め
追
加

で
３
０
０
万
円
を
増
額
す
る

も
の
。
申
請
期
間
は
令
和
４

年
９
月
１
日
か
ら
令
和
５
年

２
月
28
日
ま
で
。

　質
疑
　
申
請
期
間
に
つ
い
て
、

７
月
20
日
の
時
点
で
は
４
月
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
と
答
弁
が
あ
っ

た
が
、
実
際
に
７
月
20
日
か
ら

現
在
ま
で
に
購
入
さ
れ
た
方
が

い
た
場
合
の
対
応
は
ど
う
す
る

の
か
。

　答
弁
　
９
月
１
日
以
降
に
申
請

さ
れ
た
方
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
す
る
も
の
で
遡
及
は
し
な

い
。

　反
対
討
論

　先
川
　
７
月
20
日
の
臨
時
会
で

施
行
を
４
月
１
日
に
さ
か
の
ぼ

る
こ
と
で
議
決
し
て
お
り
、
今

回
９
月
１
日
以
降
が
対
象
に
な

る
と
い
う
の
は
市
民
を
だ
ま
す

こ
と
に
な
り
議
会
も
議
決
権
を

無
視
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
反
対

す
る
。

　山
根
　
７
月
20
日
に
い
っ
た
ん

議
会
が
議
決
し
た
こ
と
を
な
い

が
し
ろ
に
す
る
よ
う
な
こ
と
は

認
め
ら
れ
な
い
。

　賛
成
討
論

　熊
高
　
７
月
20
日
の
臨
時
議
会

で
の
や
り
取
り
が
課
題
に
な
っ

て
い
る
。
４
月
１
日
に
さ
か
の

ぼ
る
と
い
う
や
り
取
り
も
あ
っ

た
が
、
今
回
の
補
正
予
算
に
つ

い
て
は
充
分
議
論
し
た
う
え
で

確
認
で
き
た
の
で
賛
成
す
る
。

　賛
成
11
　
反
対
4

可
　
　
決

補
正
予
算
の
主
な
内
容

　①
通
常
分
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
関
係
手
続
支
援
業
務
委
託

料
、
毛
利
元
就
郡
山
城
入
城
５
０
０

年
記
念
事
業
に
係
る
パ
ネ
ル
作
成

業
務
委
託
料
な
ど
の
増
額

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

原
油
価
格
、
物
価
高
騰
対
応
分
と

し
て
、
原
油
価
格
高
騰
緊
急
経
済

対
策
事
業
補
助
金
な
ど
の
増
額

　主
な
質
疑
と
答
弁

　質
疑
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
補
助
金
の
受
付
な
ど
の
説
明
を

求
め
る
。

　答
弁
　
令
和
4
年
4
月
1
日
以
降
に

契
約
し
た
も
の
に
つ
い
て
対
象
と
し
、

9
月
1
日
か
ら
申
請
の
受
付
を
行
う
。

　質
疑
　
電
算
シ
ス
テ
ム
事
業
費
の
、

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
3
3
6
台
の
導
入

に
つ
い
て
伺
う
。

　答
弁
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
無
線
L
A
N

環
境
を
整
備
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
分
散
業
務
を

可
能
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　賛
成
15
　
反
対
0可

　
　
決

第3回
臨時会
8月17日

一般会計5517万1千円追加一般会計5517万1千円追加
（コロナ禍における物価高騰対応分など）

予算総額203億6738万2千円予算総額203億6738万2千円
（一般会計補正予算第4号）



委
員
長
　
金
行
哲
昭

副
委
員
長
　
新
田
和
明

委
員
　
議
長
・
監
査
委
員
を
除

く
全
委
員

　　　
主
な
質
疑

　■
一
般
会
計

　《
総
務
部
》

　【
総
務
課
】
　

南
澤
委
員
　
人
事
管
理
事
業
に

つ
い
て
令
和
３
年
度
当
初
予
算

の
施
政
方
針
の
中
で
「
人
事

評
価
の
見
直
し
を
含
め
た
人
材

育
成
に
注
力
す
る
」
と
あ
っ
た
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
た
の

か
。

新
谷
課
長
　
被
評
価
者
が
目
標

設
定
を
し
、
管
理
職
が
評
価
を

す
る
が
、
さ
ら
に
上
の
調
整
者

と
な
る
仕
組
み
を
運
用
さ
せ
た
。

ま
た
評
価
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
仕
組
み
を
確
立
し
運
用
し

て
い
る
。
人
材
育
成
に
つ
い
て

は
研
修
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

　

山
本
（
数
）
委
員
　
一
般
管
理

事
業
の
弁
護
士
委
託
料
に
つ
い

て
内
容
を
伺
う
。

新
谷
課
長
　
弁
護
土
へ
の
着
手

金
２
件
。
係
争
中
で
あ
り
、
個

人
情
報
の
関
係
も
あ
り
、
内
容

に
つ
い
て
は
控
え
る
。

　《福
祉
保
健
部
》

　南
澤
委
員
　
保
育
園
の
待
機
児

童
6
人
の
要
因
に
つ
い
て
伺
う
。

佐
藤
課
長
　
１
つ
の
保
育
園
の

み
を
希
望
さ
れ
、
そ
こ
が
だ
め

だ
っ
た
ら
自
宅
で
保
育
す
る
と

い
う
人
た
ち
の
人
数
で
あ
る
。

保
育
園
に
入
り
た
く
て
も
入
れ

な
か
っ
た
待
機
で
は
な
い
。

　《産
業
部
》

　【農
林
水
産
課
】

山
本
（
優
）
委
員
　
水
産
業
総

務
管
理
事
業
に
つ
い
て
、
八
千

代
の
養
魚
場
は
、
昨
年
の
災
害

で
水
路
が
決
壊
し
た
こ
と
に
よ

り
休
業
し
て
い
る
。
今
後
は
ど

う
す
る
の
か
。

森
田
課
長
　
土
地
は
、
国
土
交

通
省
が
管
理
し
て
お
り
、
現
在

は
、
市
が
占
用
し
て
い
る
。
今

後
は
個
人
に
は
認
め
な
い
が
、

地
域
で
あ
れ
ば
占
用
を
認
め
る

こ
と
も
で
き
る
と
聞
い
て
い
る

の
で
、
地
元
に
協
議
を
お
願
い

し
て
い
る
。
地
元
が
引
き
継
い

で
運
営
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
譲

渡
を
す
る
方
針
で
あ
る
。

　【商
工
観
光
課
】

山
本
（
数
）
委
員
　
外
郭
団
体

等
運
営
指
導
事
業
に
つ
い
て
神

楽
門
前
湯
治
村
と
た
か
み
や
湯

の
森
の
利
用
者
計
画
値
と
実
績

値
が
逆
転
し
て
い
る
が
、
何
が

原
因
か
分
析
し
て
い
る
の
か
。

松
田
課
長
　
客
層
の
違
い
で
あ

る
。
た
か
み
や
湯
の
森
は
、
安

芸
高
田
市
内
や
、
近
隣
市
町
を

中
心
に
来
て
も
ら
っ
て
い
る
。

神
楽
門
前
湯
治
村
で
は
、
広
島

市
や
県
外
か
ら
が
多
い
。
神
楽

門
前
湯
治
村
は
、
金
土
日
の
神

楽
公
演
も
中
止
し
て
い
た
た
め
、

今
回
の
実
績
値
に
な
っ
た
と
考

え
て
い
る
。

　《
教
育
委
員
会
》

　【学
校
教
育
課
】

南
澤
委
員
　
検
定
公
費
負
担
事

業
の
利
用
率
は
？
検
定
内
容
を

広
げ
る
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

内
藤
課
長
　
対
象
生
徒
6
1
6

人
中
3
6
5
人
が
利
用
し
、
実

施
率
は
59
％
だ
っ
た
。
学
校
が

取
り
ま
と
め
、
団
体
受
検
が
可

能
な
も
の
に
つ
い
て
は
今
年
度

対
象
と
し
た
い
。

　■
討
論

　反
対
討
論

山
本
（
数
）
委
員
　
総
務
費
の

給
料
3
4
1
万
8
1
7
8
円
の

不
用
額
は
、
1
月
か
ら
3
月
ま

で
の
二
人
目
の
副
市
長
給
与
が

主
な
も
の
と
説
明
が
あ
っ
た
。

1
月
に
予
算
調
整
を
お
こ
な
っ

た
時
点
で
、
予
算
執
行
の
予
定

は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
減

額
せ
ず
に
不
用
額
と
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。

　
予
算
の
財
源
は
、
一
般
財
源

で
あ
り
、
減
額
し
他
の
業
務
に

有
効
利
用
を
は
か
る
べ
き
で

あ
っ
た
。

　
ま
た
、
市
が
被
告
と
な
る
裁

判
費
用
に
つ
い
て
、
議
会
人
と

し
て
、
支
出
の
正
当
性
を
知
る

た
め
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
２
件

の
事
案
と
回
答
が
あ
り
、
概
要

に
つ
い
て
は
、
裁
判
へ
の
影
響

や
、
個
人
情
報
を
理
由
に
、
概

要
の
説
明
が
な
か
っ
た
た
め
、

支
出
に
正
当
性
が
あ
る
か
、
適

切
な
執
行
で
あ
る
か
の
判
断
は

で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
決
算
を

認
め
ら
れ
な
い
。

　山
根
委
員
　「
広
報
あ
き
た
か

た
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
市

政
の
動
き
」
は
、
市
政
の
見
え

る
化
・
わ
か
る
化
を
進
め
る
と

し
て
い
た
が
、
当
初
か
ら
、
議

会
や
議
員
さ
ら
に
は
報
道
機
関

に
向
け
た
、
一
方
的
な
解
釈
に

よ
る
批
判
や
主
張
に
紙
面
が
使

わ
れ
て
い
る
。
為
政
者
の
思
惑

で
恣
意
的
に
広
報
誌
が
扱
わ
れ

る
こ
と
は
、
広
報
の
役
割
に
大

き
な
影
響
を
与
え
、
地
域
住
民

に
正
し
い
情
報
を
伝
え
る
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
立

地
適
正
化
計
画
ア
ン
ケ
ー
ト
の

調
査
方
法
は
、
市
長
の
気
持
ち

の
問
題
が
大
き
い
と
の
理
由
で
、

プ
ラ
ン
策
定
の
周
知
と
皆
さ
ん

の
思
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
と

い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

重
視
し
て
標
本
調
査
か
ら
、
全

戸
調
査
に
変
更
し
、
追
加
補
正

を
行
っ
た
。
市
長
は
、
重
視
し

た
市
民
の
思
い
、
自
由
記
述
の

意
見
に
無
用
な
コ
ス
ト
を
か
け

る
つ
も
り
は
な
い
と
答
弁
。
何

の
た
め
の
調
査
変
更
だ
っ
た
の

か
。

　
恣
意
的
な
判
断
に
よ
り
、
予

算
の
適
切
な
執
行
が
さ
れ
ず
、

時
間
、
労
力
、
コ
ス
ト
を
か
け

た
上
に
十
分
な
成
果
は
出
せ
て

い
な
い
の
で
反
対
。

　　
賛
成
3
　
反
対
９

不
認
定

委員長報告（抜粋）
令和3年度普通会計の決算規模は、歳入歳出ともに
前年度を下回るものとなった。 ポイントは以下の通り

安芸高田市議会だより 6第75号　令和4年11月15日発行

予算決算常任委員会予算決算常任委員会 予算決算常任委員会予算決算常任委員会

令和3年度決算審査　普通会計令和3年度決算審査　普通会計
歳入：230億2743万円
歳出：217億9264万2千円
歳入：230億2743万円
歳出：217億9264万2千円

決算審査 動画配信 Youtube決算審査 動画配信 Youtube

実 質 収 支
単年度収支

実質単年度収支

929,034
395,974

167,387

533,060
281,162

－73,647

395,974
114,812

241,034

改　善
改　善

改善（6年ぶりの黒字）

令和３年度 令和2年度 前年度比較 傾　向
歳入歳出差引額－翌年度繰越額
実質収支－前年度実質収支
単年度収支＋財政調整基金積立金＋
地方債繰上償還額－財政調整基金取崩額

解　説
（単位：千円）【収支】

経常収支比率
実質公債費比率
将来負担比率

88.6%
12.3%
83.9%

92.8%
12.9%
94.7%

－4.2%
－0.6%

－10.8%

改　善
改　善
改　善

令和3年度 令和2年度 前年対比 傾　向
経常的な収入のうち経常的な支出に充てられている割合
財政規模に対する公債費の割合　早期健全化基準は25％以上
財政規模に対する負債の割合　早期健全化基準350％

解　説
（単位：千円）【指標】

第1日目
9月21日

第2日目
9月26日

危機管理監、総務部、会計課、行政委員会、
企画部、消防本部、市民部、福祉保健部

産業部、農業委員会、建設部、公営企業部、
教育委員会、議会事務局

7

議案が市のホームページで、
閲覧できます。

児
玉
　
DX
を
推
進
の
た

め
の
外
部
企
業
と
連
携

し
た
組
織
が
必
要
で
は
。

市
長
　
外
部
、
民
間
も

含
め
て
相
談
室
と
い
う

規
模
で
用
意
し
た
い
。

児
玉
　
DX
の
定
量
的
目

的
は
職
員
人
件
費
の
削

減
で
は
。

市
長

　生
産
性
を
向
上

さ
せ
た
結
果
と
し
て
省

人
化
し
コ
ス
ト
抑
え
た

い
。
実
現
す
べ
き
課
題

と
思
っ
て
い
る
。

　向
原
高
校
の
存
続
に

つ
い
て

　児
玉
　
来
年
も
引
き
続

き
全
校
生
徒
数
が
80
名

以
下
に
な
る
と
統
廃
合

の
対
象
と
な
る
。
存
続

を
県
教
委
に
働
き
か
け

る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

国
や
県
に
要
望
・
陳
情

を
言
っ
て
も
財
政
に
は

限
り
が
あ
る
。
高
校
の

存
続
は
県
が
決
め
た
方

針
で
あ
り
、
発
言
す
る

立
場
に
な
い
と
い
う
認

識
で
あ
る
。

　市
内
小
中
学
校
の

周
辺
環
境
整
備

児
玉
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
衰
退
や
生
徒
数

の
減
少
に
よ
り
草
刈
り

等
、
美
化
活
動
へ
の
学

校
の
負
担
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
。
支
援
が
必

要
で
は
。

教
育
長
　
来
年
度
予
算

編
成
に
向
け
必
要
経
費

を
要
求
し
て
い
く
。

PTAによるボランティア活動

相互理解に資する「産後白書４」

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
DX
(デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
)の
推
進
に
つ
い
て

❷
広
島
県
立
向
原
高
校
の
存
続
に
つ
い
て

❸
市
内
小
中
学
校
の
周
辺
環
境
整
備

に
つ
い
て

児玉　史則
（清志会）

南
澤
　
産
後
の
母
体
の

変
化
、
赤
ち
ゃ
ん
中
心

の
生
活
に
よ
る
ス
ト
レ

ス
、
夫
婦
間
の
す
れ
違

い
な
ど
、
産
後
に
起
こ

り
得
る
変
化
を
パ
ー
ト

ナ
ー
が
知
る
機
会
が
な

い
。
こ
れ
に
つ
い
て
の

啓
発
書「
産
後
白
書
４
」

が
出
て
い
る
。
妊
娠
期

の
カ
ッ
プ
ル
に
配
布
し

て
は
。

市
長
　
健
診
時
に
紹
介

は
で
き
そ
う
だ
。

南
澤
　
白
書
に
よ
れ
ば

産
後
に
離
婚
を
考
え
た

方
は
30
％
を
超
え
、
厚

労
省
の
デ
ー
タ
で
も
子

の
い
る
家
庭
の
方
が
離

婚
率
が
高
い
。

市
長

　家
族
観
に
つ
い

て
行
政
が
口
を
挟
む
べ

き
で
な
い
。
ど
の
選
択

肢
を
取
っ
て
も
幸
せ
に

な
れ
る
環
境
づ
く
り
が

必
要
だ
。

南
澤
　
選
択
は
自
由
だ
。

た
だ
産
後
の
わ
か
り
あ

え
な
さ
が
起
点
と
な
っ

て
、
す
れ
違
い
が
大
き

く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

相
互
理
解
の
一
助
に
な

る
と
思
う
。

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

①
市
長
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ

い
て

❷
産
後
ケ
ア
に
つ
い
て

南澤　克彦
（シセイクラブ）

市
長
　
相
互
理
解
は
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
大
事

だ
。
そ
の
た
め
に
は
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
。

白
書
は
一
助
に
な
る
か

も
。
ま
ず
は
現
場
の
声

を
聞
い
て
み
る
。

安芸高田市議会だより 第75号　令和4年11月15日発行 1819

一般
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山
本
(優
)　
　
田
園
パ

ラ
ッ
ツ
ォ
、
八
千
代

フ
ォ
ル
テ
修
繕
計
画
に

つ
い
て
。

市
長
　
必
要
最
小
限
の

修
繕
を
行
い
使
用
に
支

障
が
な
い
よ
う
運
営
。

山
本
(優
)　
修
繕
が
中

止
と
な
っ
た
理
由
は
設

計
変
更
が
有
っ
た
の
で

は
。

宮
本
教
育
次
長
　
コ
ロ

ナ
対
策
を
含
め
て
設
計

し
、
高
額
と
な
っ
た
た

め
。

山
本
(優
)　
フ
ォ
ル
テ

の
修
繕
計
画
に
つ
い
て

は
。

宮
本
教
育
次
長
　
施
設

設
備
に
寿
命
が
き
て
い

る
の
で
調
査
、
検
討
を

始
め
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る

情
報
提
供

　山
本
(優
)　
メ
デ
ィ
ア

へ
の「
情
報
提
供
な
し
」

が
続
い
て
い
る
が
。

市
長
　
中
国
新
聞
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
に
問
題
が
有

る
と
認
め
た
た
め
、
情

報
提
供
を
遠
慮
し
て
い

る
。

山
本
(優
)　
市
民
の
大

多
数
が
購
読
者
で
あ
り
、

新
聞
社
に
も
情
報
提
供

を
望
む
。

市
長
　
市
と
し
て
は
必

要
な
情
報
は
発
信
し
て

い
る
。

　コ
ロ
ナ
対
策
補
助
金

　山
本
(優
)　
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
導

入
補
助
金
の
申
請
期
日

変
更
に
つ
い
て

内
藤
市
民
部
長
　
効
果

が
高
ま
る
よ
う
検
討
し

た
結
果
で
あ
る
。

いつまで続くこの状況！

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
市
文
化
施
設
に
つ
い
て

❷
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
情
報
提
供

に
つ
い
て

❸
コ
ロ
ナ
対
策
補
助
金
に
つ
い
て

山本　優
（清志会）

先
川
　
引
き
続
き
政
治

改
革
に
取
り
組
む
と
さ

れ
て
い
る
が
、
市
長
も

一
市
民
で
あ
り
、
平
成

25
年
に
制
定
さ
れ
た
安

芸
高
田
市
民
憲
章
を
ど

う
認
識
し
て
い
る
か
。

市
長
　
政
治
改
革
と
市

民
憲
章
の
関
係
が
よ
く

解
ら
な
い
が
、
あ
え
て

言
う
な
ら
、
良
い
も
の

悪
い
も
の
を
今
改
め
て

問
い
、世
に
示
す
こ
と
。

先
川
　
新
聞
報
道
に
よ

る
と
「
変
え
る
た
め
に

は
騒
ぐ
し
か
な
い
等
々
」

と
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
実
態
を
見
る
と
ま
さ

に
市
長
が
火
を
つ
け
て

い
る
よ
う
に
し
か
見
え

な
い
が
。

市
長
　
改
革
に
は
市
民

の
意
識
改
革
が
必
要
で

あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
も
っ
て
提
起
す
る
。

　陳
情
要
望
に
つ
い
て

　先
川
　
国
・
県
の
動
向

を
い
ち
早
く
得
る
に
は
、

日
頃
の
活
動
が
必
要
で

あ
る
が
そ
の
実
態
は
。

市
長
　
そ
れ
な
り
に
や

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

む
や
み
に
や
っ
て
も
意

味
が
な
く
、
適
宜
適
切

に
行
っ
て
い
る
。安芸高田市民憲章の石碑

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
安
芸
高
田
市
民
憲
章
の
認
識
に
つ

い
て

❷
国
・
県
へ
の
陳
情
要
望
活
動
に
つ

い
て

③
広
島
県
内
陸
協
の
認
識
に
つ
い
て

先川　和幸
（清志会）

一般
質問



委
員
長
　
金
行
哲
昭

副
委
員
長
　
新
田
和
明

委
員
　
議
長
・
監
査
委
員
を
除

く
全
委
員

　　　
主
な
質
疑

　■
一
般
会
計

　《
総
務
部
》

　【
総
務
課
】
　

南
澤
委
員
　
人
事
管
理
事
業
に

つ
い
て
令
和
３
年
度
当
初
予
算

の
施
政
方
針
の
中
で
「
人
事

評
価
の
見
直
し
を
含
め
た
人
材

育
成
に
注
力
す
る
」
と
あ
っ
た
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
た
の

か
。

新
谷
課
長
　
被
評
価
者
が
目
標

設
定
を
し
、
管
理
職
が
評
価
を

す
る
が
、
さ
ら
に
上
の
調
整
者

と
な
る
仕
組
み
を
運
用
さ
せ
た
。

ま
た
評
価
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
仕
組
み
を
確
立
し
運
用
し

て
い
る
。
人
材
育
成
に
つ
い
て

は
研
修
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

　

山
本
（
数
）
委
員
　
一
般
管
理

事
業
の
弁
護
士
委
託
料
に
つ
い

て
内
容
を
伺
う
。

新
谷
課
長
　
弁
護
土
へ
の
着
手

金
２
件
。
係
争
中
で
あ
り
、
個

人
情
報
の
関
係
も
あ
り
、
内
容

に
つ
い
て
は
控
え
る
。

　《福
祉
保
健
部
》

　南
澤
委
員
　
保
育
園
の
待
機
児

童
6
人
の
要
因
に
つ
い
て
伺
う
。

佐
藤
課
長
　
１
つ
の
保
育
園
の

み
を
希
望
さ
れ
、
そ
こ
が
だ
め

だ
っ
た
ら
自
宅
で
保
育
す
る
と

い
う
人
た
ち
の
人
数
で
あ
る
。

保
育
園
に
入
り
た
く
て
も
入
れ

な
か
っ
た
待
機
で
は
な
い
。

　《産
業
部
》

　【農
林
水
産
課
】

山
本
（
優
）
委
員
　
水
産
業
総

務
管
理
事
業
に
つ
い
て
、
八
千

代
の
養
魚
場
は
、
昨
年
の
災
害

で
水
路
が
決
壊
し
た
こ
と
に
よ

り
休
業
し
て
い
る
。
今
後
は
ど

う
す
る
の
か
。

森
田
課
長
　
土
地
は
、
国
土
交

通
省
が
管
理
し
て
お
り
、
現
在

は
、
市
が
占
用
し
て
い
る
。
今

後
は
個
人
に
は
認
め
な
い
が
、

地
域
で
あ
れ
ば
占
用
を
認
め
る

こ
と
も
で
き
る
と
聞
い
て
い
る

の
で
、
地
元
に
協
議
を
お
願
い

し
て
い
る
。
地
元
が
引
き
継
い

で
運
営
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
譲

渡
を
す
る
方
針
で
あ
る
。

　【商
工
観
光
課
】

山
本
（
数
）
委
員
　
外
郭
団
体

等
運
営
指
導
事
業
に
つ
い
て
神

楽
門
前
湯
治
村
と
た
か
み
や
湯

の
森
の
利
用
者
計
画
値
と
実
績

値
が
逆
転
し
て
い
る
が
、
何
が

原
因
か
分
析
し
て
い
る
の
か
。

松
田
課
長
　
客
層
の
違
い
で
あ

る
。
た
か
み
や
湯
の
森
は
、
安

芸
高
田
市
内
や
、
近
隣
市
町
を

中
心
に
来
て
も
ら
っ
て
い
る
。

神
楽
門
前
湯
治
村
で
は
、
広
島

市
や
県
外
か
ら
が
多
い
。
神
楽

門
前
湯
治
村
は
、
金
土
日
の
神

楽
公
演
も
中
止
し
て
い
た
た
め
、

今
回
の
実
績
値
に
な
っ
た
と
考

え
て
い
る
。

　《
教
育
委
員
会
》

　【学
校
教
育
課
】

南
澤
委
員
　
検
定
公
費
負
担
事

業
の
利
用
率
は
？
検
定
内
容
を

広
げ
る
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

内
藤
課
長
　
対
象
生
徒
6
1
6

人
中
3
6
5
人
が
利
用
し
、
実

施
率
は
59
％
だ
っ
た
。
学
校
が

取
り
ま
と
め
、
団
体
受
検
が
可

能
な
も
の
に
つ
い
て
は
今
年
度

対
象
と
し
た
い
。

　■
討
論

　反
対
討
論

山
本
（
数
）
委
員
　
総
務
費
の

給
料
3
4
1
万
8
1
7
8
円
の

不
用
額
は
、
1
月
か
ら
3
月
ま

で
の
二
人
目
の
副
市
長
給
与
が

主
な
も
の
と
説
明
が
あ
っ
た
。

1
月
に
予
算
調
整
を
お
こ
な
っ

た
時
点
で
、
予
算
執
行
の
予
定

は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
減

額
せ
ず
に
不
用
額
と
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。

　
予
算
の
財
源
は
、
一
般
財
源

で
あ
り
、
減
額
し
他
の
業
務
に

有
効
利
用
を
は
か
る
べ
き
で

あ
っ
た
。

　
ま
た
、
市
が
被
告
と
な
る
裁

判
費
用
に
つ
い
て
、
議
会
人
と

し
て
、
支
出
の
正
当
性
を
知
る

た
め
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
２
件

の
事
案
と
回
答
が
あ
り
、
概
要

に
つ
い
て
は
、
裁
判
へ
の
影
響

や
、
個
人
情
報
を
理
由
に
、
概

要
の
説
明
が
な
か
っ
た
た
め
、

支
出
に
正
当
性
が
あ
る
か
、
適

切
な
執
行
で
あ
る
か
の
判
断
は

で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
決
算
を

認
め
ら
れ
な
い
。

　山
根
委
員
　「
広
報
あ
き
た
か

た
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
市

政
の
動
き
」
は
、
市
政
の
見
え

る
化
・
わ
か
る
化
を
進
め
る
と

し
て
い
た
が
、
当
初
か
ら
、
議

会
や
議
員
さ
ら
に
は
報
道
機
関

に
向
け
た
、
一
方
的
な
解
釈
に

よ
る
批
判
や
主
張
に
紙
面
が
使

わ
れ
て
い
る
。
為
政
者
の
思
惑

で
恣
意
的
に
広
報
誌
が
扱
わ
れ

る
こ
と
は
、
広
報
の
役
割
に
大

き
な
影
響
を
与
え
、
地
域
住
民

に
正
し
い
情
報
を
伝
え
る
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
立

地
適
正
化
計
画
ア
ン
ケ
ー
ト
の

調
査
方
法
は
、
市
長
の
気
持
ち

の
問
題
が
大
き
い
と
の
理
由
で
、

プ
ラ
ン
策
定
の
周
知
と
皆
さ
ん

の
思
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
と

い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

重
視
し
て
標
本
調
査
か
ら
、
全

戸
調
査
に
変
更
し
、
追
加
補
正

を
行
っ
た
。
市
長
は
、
重
視
し

た
市
民
の
思
い
、
自
由
記
述
の

意
見
に
無
用
な
コ
ス
ト
を
か
け

る
つ
も
り
は
な
い
と
答
弁
。
何

の
た
め
の
調
査
変
更
だ
っ
た
の

か
。

　
恣
意
的
な
判
断
に
よ
り
、
予

算
の
適
切
な
執
行
が
さ
れ
ず
、

時
間
、
労
力
、
コ
ス
ト
を
か
け

た
上
に
十
分
な
成
果
は
出
せ
て

い
な
い
の
で
反
対
。

　　
賛
成
3
　
反
対
９

不
認
定

委員長報告（抜粋）
令和3年度普通会計の決算規模は、歳入歳出ともに
前年度を下回るものとなった。 ポイントは以下の通り

安芸高田市議会だより 6第75号　令和4年11月15日発行

予算決算常任委員会予算決算常任委員会 予算決算常任委員会予算決算常任委員会

令和3年度決算審査　普通会計令和3年度決算審査　普通会計
歳入：230億2743万円
歳出：217億9264万2千円
歳入：230億2743万円
歳出：217億9264万2千円

決算審査 動画配信 Youtube決算審査 動画配信 Youtube

実 質 収 支
単年度収支

実質単年度収支

929,034
395,974

167,387

533,060
281,162

－73,647

395,974
114,812

241,034

改　善
改　善

改善（6年ぶりの黒字）

令和３年度 令和2年度 前年度比較 傾　向
歳入歳出差引額－翌年度繰越額
実質収支－前年度実質収支
単年度収支＋財政調整基金積立金＋
地方債繰上償還額－財政調整基金取崩額

解　説
（単位：千円）【収支】

経常収支比率
実質公債費比率
将来負担比率

88.6%
12.3%
83.9%

92.8%
12.9%
94.7%

－4.2%
－0.6%

－10.8%

改　善
改　善
改　善

令和3年度 令和2年度 前年対比 傾　向
経常的な収入のうち経常的な支出に充てられている割合
財政規模に対する公債費の割合　早期健全化基準は25％以上
財政規模に対する負債の割合　早期健全化基準350％

解　説
（単位：千円）【指標】

第1日目
9月21日

第2日目
9月26日

危機管理監、総務部、会計課、行政委員会、
企画部、消防本部、市民部、福祉保健部

産業部、農業委員会、建設部、公営企業部、
教育委員会、議会事務局

7

議案が市のホームページで、
閲覧できます。

児
玉
　
DX
を
推
進
の
た

め
の
外
部
企
業
と
連
携

し
た
組
織
が
必
要
で
は
。

市
長
　
外
部
、
民
間
も

含
め
て
相
談
室
と
い
う

規
模
で
用
意
し
た
い
。

児
玉
　
DX
の
定
量
的
目

的
は
職
員
人
件
費
の
削

減
で
は
。

市
長

　生
産
性
を
向
上

さ
せ
た
結
果
と
し
て
省

人
化
し
コ
ス
ト
抑
え
た

い
。
実
現
す
べ
き
課
題

と
思
っ
て
い
る
。

　向
原
高
校
の
存
続
に

つ
い
て

　児
玉
　
来
年
も
引
き
続

き
全
校
生
徒
数
が
80
名

以
下
に
な
る
と
統
廃
合

の
対
象
と
な
る
。
存
続

を
県
教
委
に
働
き
か
け

る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

国
や
県
に
要
望
・
陳
情

を
言
っ
て
も
財
政
に
は

限
り
が
あ
る
。
高
校
の

存
続
は
県
が
決
め
た
方

針
で
あ
り
、
発
言
す
る

立
場
に
な
い
と
い
う
認

識
で
あ
る
。

　市
内
小
中
学
校
の

周
辺
環
境
整
備

児
玉
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
衰
退
や
生
徒
数

の
減
少
に
よ
り
草
刈
り

等
、
美
化
活
動
へ
の
学

校
の
負
担
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
。
支
援
が
必

要
で
は
。

教
育
長
　
来
年
度
予
算

編
成
に
向
け
必
要
経
費

を
要
求
し
て
い
く
。

PTAによるボランティア活動

相互理解に資する「産後白書４」

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
DX
(デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
)の
推
進
に
つ
い
て

❷
広
島
県
立
向
原
高
校
の
存
続
に
つ
い
て

❸
市
内
小
中
学
校
の
周
辺
環
境
整
備

に
つ
い
て

児玉　史則
（清志会）

南
澤
　
産
後
の
母
体
の

変
化
、
赤
ち
ゃ
ん
中
心

の
生
活
に
よ
る
ス
ト
レ

ス
、
夫
婦
間
の
す
れ
違

い
な
ど
、
産
後
に
起
こ

り
得
る
変
化
を
パ
ー
ト

ナ
ー
が
知
る
機
会
が
な

い
。
こ
れ
に
つ
い
て
の

啓
発
書「
産
後
白
書
４
」

が
出
て
い
る
。
妊
娠
期

の
カ
ッ
プ
ル
に
配
布
し

て
は
。

市
長
　
健
診
時
に
紹
介

は
で
き
そ
う
だ
。

南
澤
　
白
書
に
よ
れ
ば

産
後
に
離
婚
を
考
え
た

方
は
30
％
を
超
え
、
厚

労
省
の
デ
ー
タ
で
も
子

の
い
る
家
庭
の
方
が
離

婚
率
が
高
い
。

市
長

　家
族
観
に
つ
い

て
行
政
が
口
を
挟
む
べ

き
で
な
い
。
ど
の
選
択

肢
を
取
っ
て
も
幸
せ
に

な
れ
る
環
境
づ
く
り
が

必
要
だ
。

南
澤
　
選
択
は
自
由
だ
。

た
だ
産
後
の
わ
か
り
あ

え
な
さ
が
起
点
と
な
っ

て
、
す
れ
違
い
が
大
き

く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

相
互
理
解
の
一
助
に
な

る
と
思
う
。

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

①
市
長
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ

い
て

❷
産
後
ケ
ア
に
つ
い
て

南澤　克彦
（シセイクラブ）

市
長
　
相
互
理
解
は
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
大
事

だ
。
そ
の
た
め
に
は
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
。

白
書
は
一
助
に
な
る
か

も
。
ま
ず
は
現
場
の
声

を
聞
い
て
み
る
。
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山
本
(優
)　
　
田
園
パ

ラ
ッ
ツ
ォ
、
八
千
代

フ
ォ
ル
テ
修
繕
計
画
に

つ
い
て
。

市
長
　
必
要
最
小
限
の

修
繕
を
行
い
使
用
に
支

障
が
な
い
よ
う
運
営
。

山
本
(優
)　
修
繕
が
中

止
と
な
っ
た
理
由
は
設

計
変
更
が
有
っ
た
の
で

は
。

宮
本
教
育
次
長
　
コ
ロ

ナ
対
策
を
含
め
て
設
計

し
、
高
額
と
な
っ
た
た

め
。

山
本
(優
)　
フ
ォ
ル
テ

の
修
繕
計
画
に
つ
い
て

は
。

宮
本
教
育
次
長
　
施
設

設
備
に
寿
命
が
き
て
い

る
の
で
調
査
、
検
討
を

始
め
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る

情
報
提
供

　山
本
(優
)　
メ
デ
ィ
ア

へ
の「
情
報
提
供
な
し
」

が
続
い
て
い
る
が
。

市
長
　
中
国
新
聞
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
に
問
題
が
有

る
と
認
め
た
た
め
、
情

報
提
供
を
遠
慮
し
て
い

る
。

山
本
(優
)　
市
民
の
大

多
数
が
購
読
者
で
あ
り
、

新
聞
社
に
も
情
報
提
供

を
望
む
。

市
長
　
市
と
し
て
は
必

要
な
情
報
は
発
信
し
て

い
る
。

　コ
ロ
ナ
対
策
補
助
金

　山
本
(優
)　
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
導

入
補
助
金
の
申
請
期
日

変
更
に
つ
い
て

内
藤
市
民
部
長
　
効
果

が
高
ま
る
よ
う
検
討
し

た
結
果
で
あ
る
。

いつまで続くこの状況！

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
市
文
化
施
設
に
つ
い
て

❷
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
情
報
提
供

に
つ
い
て

❸
コ
ロ
ナ
対
策
補
助
金
に
つ
い
て

山本　優
（清志会）

先
川
　
引
き
続
き
政
治

改
革
に
取
り
組
む
と
さ

れ
て
い
る
が
、
市
長
も

一
市
民
で
あ
り
、
平
成

25
年
に
制
定
さ
れ
た
安

芸
高
田
市
民
憲
章
を
ど

う
認
識
し
て
い
る
か
。

市
長
　
政
治
改
革
と
市

民
憲
章
の
関
係
が
よ
く

解
ら
な
い
が
、
あ
え
て

言
う
な
ら
、
良
い
も
の

悪
い
も
の
を
今
改
め
て

問
い
、世
に
示
す
こ
と
。

先
川
　
新
聞
報
道
に
よ

る
と
「
変
え
る
た
め
に

は
騒
ぐ
し
か
な
い
等
々
」

と
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
実
態
を
見
る
と
ま
さ

に
市
長
が
火
を
つ
け
て

い
る
よ
う
に
し
か
見
え

な
い
が
。

市
長
　
改
革
に
は
市
民

の
意
識
改
革
が
必
要
で

あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
も
っ
て
提
起
す
る
。

　陳
情
要
望
に
つ
い
て

　先
川
　
国
・
県
の
動
向

を
い
ち
早
く
得
る
に
は
、

日
頃
の
活
動
が
必
要
で

あ
る
が
そ
の
実
態
は
。

市
長
　
そ
れ
な
り
に
や

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

む
や
み
に
や
っ
て
も
意

味
が
な
く
、
適
宜
適
切

に
行
っ
て
い
る
。安芸高田市民憲章の石碑

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
安
芸
高
田
市
民
憲
章
の
認
識
に
つ

い
て

❷
国
・
県
へ
の
陳
情
要
望
活
動
に
つ

い
て

③
広
島
県
内
陸
協
の
認
識
に
つ
い
て

先川　和幸
（清志会）

一般
質問
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補正予算補正予算 補正予算補正予算
所　属 補正額計 補正額 説　　　　明

⑩教育委員会事務局

歳出合計（1）

44,448 17,400

1,822

（小学校管理費）
光熱水費
（小学校施設・設備等管理整備事業費）
修繕料　備品購入費

11,100 （中学校管理費）
光熱水費

4,687 （中学校施設・設備等管理整備事業費）
修繕料　工事請負費　等

9,959 （給食センター運営事業費）
消耗品費　光熱水費　等

△4,858 （学校支援体制整備事業費）
会計年度任用職員報酬（月額報酬）　職員手当等　等

△2,086 （社会教育総務管理費）
会計年度任用職員報酬（月額報酬）　職員手当等

△12,270 （社会教育施設維持管理費）
光熱水費　維持修繕工事　等

1,102 （文化財保護事業費）
謝礼金　史跡管理作業委託料

18,326

（体育施設維持管理費）
光熱水費　吉田運動公園指定管理　温水プール指定管理
八千代Ｂ＆Ｇ海洋センター指定管理
美土里Ｂ＆Ｇ海洋センター指定管理
高宮Ｂ＆Ｇ海洋センター指定管理

△734 （その他）
個別最適な学び推進事業費　子どもの学び充実事業費　等

38,28038,280

（単位：千円）
所　属 補正額計 補正額 説　　　　明

2．歳出（新型コロナウイルス感染症対策）

①総務部

④教育委員会事務局
歳出合計（2）

385

200
33,885

385

528

200
33,885

（庁舎管理費）
消耗品費

②福祉保健部 2,166 2,166 （新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費）
会計年度任用職員報酬（月額報酬）　職員手当等　等

③産業部 31,134

13,986 （畜産振興事業費）
飼料価格高騰緊急対策事業補助金

16,620

（外郭団体等運営指導事業費）
たかみや湯の森指定管理　神楽門前湯治村指定管理
エコミュージアム川根指定管理
道の駅「北の関宿安芸高田」指定管理
土師ダム周辺環境整備施設指定管理
（商工業振興施設管理運営費）
八千代商工施設フォルテ指定管理
（幼稚園管理運営事業費） 消耗品費

歳出合計（1）+（2） 72,165 72,165

（単位：千円）
所　属 補正額 説　　　　明

3．歳入

歳入合計
⑥諸収入
⑤繰入金
④寄附金
③県支出金
②国庫支出金
①分担金及び負担金

72,165
13,135
△20,703

300
38,904
34,509
6,020

救急支弁金　子育て支援関係雑入
財政調整基金繰入金　地域振興基金繰入金　ふるさと応援基金繰入金
消防費指定寄附金
強い農業づくり事業交付金　ひろしまサンドボックス実装支援補助金　等
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　等
人事交流負担金　未熟児養育医療費負担金

一般会計補正予算（第5号）
7216万5千円を追加
一般会計補正予算（第5号）
7216万5千円を追加

4
年
度
補
正

可
決

令和4年度安芸高田市一般会計補正予算（第5号）
　規定の歳入歳出予算の総額に、7216万5千円を追加し、歳入歳出予算の総額を
　204億3954万7千円とするものです。    

（単位：千円）
所　属 補正額計 補正額 説　　　　明

1．歳出（通常）

①危機管理監

②総務部

③企画部

④市民部

⑤福祉保健部

⑥産業部

⑦農業委員会事務局

⑧建設部

⑨消防本部

950

△98,277

11,580

4,910

△10,919

47,821

4,255

29,999

3,513

950

△123,052

24,747
28

11,874

△294

3,305

1,951

△346

3,721

1,001

781

△16,972

550

656

3,850

34,962

2,440

2,140

4,461

△688

4,255

1,140

19,533

9,474

△148

2,341
1,172

（災害対策費）　職員手当等
（人件費　人事管理事業費）
給料　職員手当等　県等派遣職員負担金　等
（庁舎管理費）　光熱水費
（その他）　総務一般管理費　地域活動拠点施設費
（光ネットワーク管理運営費）　維持修繕工事
（その他）
定住促進事業費　ふるさと応援寄附推進事業費
（人権推進事業費）
修繕料　多文化共生拠点施設指定管理　等
（葬斎場運営費）　葬斎場指定管理
（その他）
人権福祉センター管理運営費　税務管理費　等
（公立保育所管理運営費）
修繕料　維持修繕工事　等
（子育て世帯への臨時特別給付事業費）
国県支出金等精算返還金
（診療所運営費）　調査設計委託料
（特別会計繰出金）
国民健康保険特別会計繰出金　介護保険特別会計繰出金
（その他）
指定管理保育所委託費　母子保健事業費　等
（地籍調査事業費）
法務局地図修正業務委託料
（小規模崩壊地復旧事業費）　調査業務委託料
（担い手育成事業費)
研修会等参加負担金　産地パワーアップ事業補助金
（外郭団体等運営指導事業費）
道の駅「三矢の里あきたかた」指定管理　維持修繕工事　等
（企業立地推進事業費）
起業支援事業助成金　職員手当等　等
（観光振興施設管理運営費）
修繕料　サッカー公園指定管理　等
（その他）
商工業振興施設管理運営費　観光振興事業費　等
（農業委員会運営費）
耕作放棄地画像診断アプリ導入業務委託料　等
（道路橋梁総務管理費）　光熱水費
（特別会計繰出金　事業会計補助金）
農業集落排水事業特別会計繰出金
水道事業会計事業費　下水道事業会計事業費　等
（清流園管理運営事業費）
会計年度任用職員報酬（月額報酬）　光熱水費　等
（その他）
住宅建設費　県委託県道改良事業費
（消防総務管理費）　職員手当等　光熱水費　等
（消防活動管理費）　修繕料　備品購入費

武
岡
　
市
長
は
「
世
界

で
一
番
住
み
た
い
と
思

え
る
ま
ち
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
新
市
長

に
当
選
さ
れ
た
。
市
長

選
で
掲
げ
た
３
つ
の
大

き
な
公
約
に
つ
い
て
、

こ
の
２
年
間
で
ど
う
取

り
組
ん
で
き
た
の
か
市

長
主
催
の
市
政
懇
談
会

を
開
催
し
、
住
民
に
説

明
し
理
解
を
得
る
こ
と

が
重
要
と
思
う
が
。

市
長
　
二
元
代
表
制
に

お
い
て
は
、
執
行
部
は

議
会
と
相
対
す
る
。
市

民
が
ま
ず
当
た
る
の
は

議
員
だ
。
そ
れ
が
本
来

の
形
だ
。

　市
長
の
災
害
対
応
に

つ
い
て

　武
岡
　
市
長
は
昨
年
8

月
豪
雨
災
害
の
際
、「
現

場
の
被
災
状
況
は
職
員

が
私
の
目
や
耳
と
な
り

確
認
し
、
私
は
そ
の
報

告
を
受
け
て
対
応
す
れ

ば
良
い
。」
と
言
わ
れ
た

と
記
憶
し
て
い
る
が
、

あ
る
程
度
危
機
を
脱
し
、

被
災
者
も
復
旧
作
業
に

着
手
し
た
段
階
で
は
、

市
長
も
大
き
な
被
災
現

場
に
は
足
を
運
び
、
自

ら
の
目
で
確
認
し
、
住

民
等
か
ら
も
要
望
等
を

聞
く
な
ど
被
災
者
に
寄

り
添
っ
た
対
応
も
必
要

と
思
う
が
。

市
長
　
現
場
を
職
員
に

任
せ
る
こ
と
は
組
織
と

し
て
当
り
前
、
行
政
に

な
じ
み
の
な
い
方
だ
と

理
解
が
難
し
い
か
も
し

れ
な
い
が
常
識
だ
。

「百聞は一見にしかず！」
昨年８月豪雨で甚大な土石流被害を受けた人家

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
市
政
懇
談
会
に
つ
い
て

②
市
長
へ
の
住
民
等
の
個
人
面
会

に
つ
い
て

❸
市
長
の
災
害
対
応
に
つ
い
て

武岡　隆文
（清志会）

山
根
　
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に「
全
戸
調
査
」

を
選
ん
だ
理
由
は
。

猪
掛
企
画
部
長

　全
戸

調
査
は
、
サ
ン
プ
ル
調

査
と
比
べ
精
度
は
上
が

る
。
気
持
ち
の
問
題
、

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
周

知
と
市
民
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ

と
が
大
き
な
理
由
。

山
根
　
全
戸
調
査
は
国

勢
調
査
み
た
い
な
も
の

で
精
度
は
上
が
る
と
言

わ
れ
た
が
、
有
効
回
収

率
の
掲
載
が
な
い
の
は
。

市
長

　今
回
行
っ
た
も

の
は
全
数
調
査
。
回
収

率
云
々
は
結
果
論
。
紙

面
の
紙
幅
に
限
り
あ
り
。

有
効
回
収
率
は
29.1
%
。

山
根
　
市
長
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
、
皆
さ
ん
の
意
見

を
聞
く
こ
と
の
た
め
に

全
戸
調
査
を
さ
れ
た
。

自
由
記
述
欄
の
意
見
を

全
く
載
せ
な
い
こ
と
は

な
い
と
思
う
が
如
何
か
。

市
長

　こ
れ
以
上
無
用

な
コ
ス
ト
を
か
け
る
つ
も

り
は
な
い
。
1
，3
0
0

ぐ
ら
い
コ
メ
ン
ト
が
あ

り
膨
大
な
手
間
が
か
か

り
取
捨
選
択
で
き
な
い
。

全数調査の代表例は国勢調査、令和2年国勢調査回収状況

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

①
結
婚
相
談
事
業
に
つ
い
て

❷
安
芸
高
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ

　
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

山根　温子
（清志会）

令和2年国勢調査回収状況
1. インターネット及び郵送回答の状況

※前回調査の世帯数を基に算出した回答率（参考値）
出典：総務省ホームページ
 　　（https://www.soumu.go.jp｠〉 menu_news 〉 s-news）
令和2年10月 21日報道資料より

合計
インターネット
郵送

最終
71.0%
36.9%
34.1%

10/20 時点
70.7%
36.7%
34.0%

平成 27 年 令和 2年
10/20 時点※

81.3%
39.5%
41.8%

熊
高
　
山
林
は
活
か
せ

ば
資
源
と
な
り
、
放
置

す
れ
ば
環
境
悪
化
し
、

獣
な
ど
の
棲
家
と
な
る
。

総
合
的
な
対
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

市
長
　
特
定
の
産
業
に

限
ら
ず
全
て
の
産
業
の

最
適
解
を
図
る
の
が
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
趣
旨

で
あ
る
。
課
題
意
識
を

持
っ
て
森
林
・
獣
害
対

策
の
最
適
解
を
考
え
て

行
き
た
い
。

　政
治
再
建
に
つ
い
て

　熊
高
　
橋
下
徹
氏
や
成

田
祐
輔
氏
と
の
対
談
番

組
を
、
市
民
に
観
て
頂

く
事
で
、
市
長
の
政
治

再
建
の
意
図
が
よ
り
伝

わ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
橋
下
氏
、
成
田

氏
、
二
つ
の
対
談
番
組

を
通
じ
、
お
二
人
が
高

い
視
座
、
広
い
視
野
、

そ
し
て
鋭
い
視
点
を
お

持
ち
だ
と
感
じ
た
。
実

際
お
話
し
し
て
私
も
刺

激
を
受
け
た
。
願
わ
く

ば
こ
れ
か
ら
の
世
代
の

人
達
に
観
て
欲
し
い
し
、

子
ど
も
達
に
と
っ
て
も

参
考
に
な
る
番
組
だ
と

思
う
。
許
さ
れ
る
範
囲

で
紹
介
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。

AbemaTVの対談番組　橋下徹と石丸伸二

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
山
林
環
境
保
全
と
整
備
に
よ
る

獣
害
対
策
に
つ
い
て

②
安
芸
高
田
市
政
治
再
建
に
つ
い
て

熊高　昌三
（無所属）

安芸高田市議会だより 第75号　令和4年11月15日発行 1617

一般
質問

一般
質問

田
邊
　
収
入
保
険
へ
の

加
入
を
推
進
す
る
考
え

が
あ
る
か
。

森
岡
産
業
部
長
　
経
営

リ
ス
ク
を
踏
ま
え
て
加

入
を
検
討
す
る
よ
う
、

引
き
続
き
紹
介
し
て
い

く
。

　農
業
施
策
に
つ
い
て

　田
邊
　
支
援
策
と
し
て
、

堆
肥
の
補
助
金
額
を
元

に
戻
せ
な
い
か
。

市
長

　戻
せ
な
い
。
民

間
と
の
競
争
力
の
差
を

無
く
す
の
が
、
こ
の
助

成
廃
止
の
経
緯
。

田
邊
　「
水
田
活
用
の

直
接
支
払
交
付
金
」
の

交
付
対
象
が
厳
格
化
さ

れ
た
が
、
国
に
対
し
て

中
止
を
求
め
る
考
え
が

あ
る
か
。

市
長
　
国
か
ら
意
見
聴

取
が
あ
っ
た
際
、
課
題

を
提
起
し
て
い
る
。

田
邊
　
循
環
型
農
業
へ

取
り
組
む
考
え
が
あ
る

か
。

市
長

　農
家
に
と
っ
て

は
選
択
肢
の
1
つ
だ
と

捉
え
て
い
る
が
、
あ
ま

り
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

市
の
農
業
政
策
と
し
て

推
進
す
る
の
は
難
し
い

と
い
う
認
識
で
い
る
。

収入保険制度は、収入全体を対象とした
総合的なセーフティネット

田邊　介三
（シセイクラブ）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
収
入
保
険
に
つ
い
て

❷
農
業
施
策
に
つ
い
て
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補正予算補正予算 補正予算補正予算
所　属 補正額計 補正額 説　　　　明

⑩教育委員会事務局

歳出合計（1）

44,448 17,400

1,822

（小学校管理費）
光熱水費
（小学校施設・設備等管理整備事業費）
修繕料　備品購入費

11,100 （中学校管理費）
光熱水費

4,687 （中学校施設・設備等管理整備事業費）
修繕料　工事請負費　等

9,959 （給食センター運営事業費）
消耗品費　光熱水費　等

△4,858 （学校支援体制整備事業費）
会計年度任用職員報酬（月額報酬）　職員手当等　等

△2,086 （社会教育総務管理費）
会計年度任用職員報酬（月額報酬）　職員手当等

△12,270 （社会教育施設維持管理費）
光熱水費　維持修繕工事　等

1,102 （文化財保護事業費）
謝礼金　史跡管理作業委託料

18,326

（体育施設維持管理費）
光熱水費　吉田運動公園指定管理　温水プール指定管理
八千代Ｂ＆Ｇ海洋センター指定管理
美土里Ｂ＆Ｇ海洋センター指定管理
高宮Ｂ＆Ｇ海洋センター指定管理

△734 （その他）
個別最適な学び推進事業費　子どもの学び充実事業費　等

38,28038,280

（単位：千円）
所　属 補正額計 補正額 説　　　　明

2．歳出（新型コロナウイルス感染症対策）

①総務部

④教育委員会事務局
歳出合計（2）

385

200
33,885

385

528

200
33,885

（庁舎管理費）
消耗品費

②福祉保健部 2,166 2,166 （新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費）
会計年度任用職員報酬（月額報酬）　職員手当等　等

③産業部 31,134

13,986 （畜産振興事業費）
飼料価格高騰緊急対策事業補助金

16,620

（外郭団体等運営指導事業費）
たかみや湯の森指定管理　神楽門前湯治村指定管理
エコミュージアム川根指定管理
道の駅「北の関宿安芸高田」指定管理
土師ダム周辺環境整備施設指定管理
（商工業振興施設管理運営費）
八千代商工施設フォルテ指定管理
（幼稚園管理運営事業費） 消耗品費

歳出合計（1）+（2） 72,165 72,165

（単位：千円）
所　属 補正額 説　　　　明

3．歳入

歳入合計
⑥諸収入
⑤繰入金
④寄附金
③県支出金
②国庫支出金
①分担金及び負担金

72,165
13,135
△20,703

300
38,904
34,509
6,020

救急支弁金　子育て支援関係雑入
財政調整基金繰入金　地域振興基金繰入金　ふるさと応援基金繰入金
消防費指定寄附金
強い農業づくり事業交付金　ひろしまサンドボックス実装支援補助金　等
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　等
人事交流負担金　未熟児養育医療費負担金

一般会計補正予算（第5号）
7216万5千円を追加
一般会計補正予算（第5号）
7216万5千円を追加

4
年
度
補
正

可
決

令和4年度安芸高田市一般会計補正予算（第5号）
　規定の歳入歳出予算の総額に、7216万5千円を追加し、歳入歳出予算の総額を
　204億3954万7千円とするものです。    

（単位：千円）
所　属 補正額計 補正額 説　　　　明

1．歳出（通常）

①危機管理監

②総務部

③企画部

④市民部

⑤福祉保健部

⑥産業部

⑦農業委員会事務局

⑧建設部

⑨消防本部

950

△98,277

11,580

4,910

△10,919

47,821

4,255

29,999

3,513

950

△123,052

24,747
28

11,874

△294

3,305

1,951

△346

3,721

1,001

781

△16,972

550

656

3,850

34,962

2,440

2,140

4,461

△688

4,255

1,140

19,533

9,474

△148

2,341
1,172

（災害対策費）　職員手当等
（人件費　人事管理事業費）
給料　職員手当等　県等派遣職員負担金　等
（庁舎管理費）　光熱水費
（その他）　総務一般管理費　地域活動拠点施設費
（光ネットワーク管理運営費）　維持修繕工事
（その他）
定住促進事業費　ふるさと応援寄附推進事業費
（人権推進事業費）
修繕料　多文化共生拠点施設指定管理　等
（葬斎場運営費）　葬斎場指定管理
（その他）
人権福祉センター管理運営費　税務管理費　等
（公立保育所管理運営費）
修繕料　維持修繕工事　等
（子育て世帯への臨時特別給付事業費）
国県支出金等精算返還金
（診療所運営費）　調査設計委託料
（特別会計繰出金）
国民健康保険特別会計繰出金　介護保険特別会計繰出金
（その他）
指定管理保育所委託費　母子保健事業費　等
（地籍調査事業費）
法務局地図修正業務委託料
（小規模崩壊地復旧事業費）　調査業務委託料
（担い手育成事業費)
研修会等参加負担金　産地パワーアップ事業補助金
（外郭団体等運営指導事業費）
道の駅「三矢の里あきたかた」指定管理　維持修繕工事　等
（企業立地推進事業費）
起業支援事業助成金　職員手当等　等
（観光振興施設管理運営費）
修繕料　サッカー公園指定管理　等
（その他）
商工業振興施設管理運営費　観光振興事業費　等
（農業委員会運営費）
耕作放棄地画像診断アプリ導入業務委託料　等
（道路橋梁総務管理費）　光熱水費
（特別会計繰出金　事業会計補助金）
農業集落排水事業特別会計繰出金
水道事業会計事業費　下水道事業会計事業費　等
（清流園管理運営事業費）
会計年度任用職員報酬（月額報酬）　光熱水費　等
（その他）
住宅建設費　県委託県道改良事業費
（消防総務管理費）　職員手当等　光熱水費　等
（消防活動管理費）　修繕料　備品購入費

武
岡
　
市
長
は
「
世
界

で
一
番
住
み
た
い
と
思

え
る
ま
ち
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
新
市
長

に
当
選
さ
れ
た
。
市
長

選
で
掲
げ
た
３
つ
の
大

き
な
公
約
に
つ
い
て
、

こ
の
２
年
間
で
ど
う
取

り
組
ん
で
き
た
の
か
市

長
主
催
の
市
政
懇
談
会

を
開
催
し
、
住
民
に
説

明
し
理
解
を
得
る
こ
と

が
重
要
と
思
う
が
。

市
長
　
二
元
代
表
制
に

お
い
て
は
、
執
行
部
は

議
会
と
相
対
す
る
。
市

民
が
ま
ず
当
た
る
の
は

議
員
だ
。
そ
れ
が
本
来

の
形
だ
。

　市
長
の
災
害
対
応
に

つ
い
て

　武
岡
　
市
長
は
昨
年
8

月
豪
雨
災
害
の
際
、「
現

場
の
被
災
状
況
は
職
員

が
私
の
目
や
耳
と
な
り

確
認
し
、
私
は
そ
の
報

告
を
受
け
て
対
応
す
れ

ば
良
い
。」
と
言
わ
れ
た

と
記
憶
し
て
い
る
が
、

あ
る
程
度
危
機
を
脱
し
、

被
災
者
も
復
旧
作
業
に

着
手
し
た
段
階
で
は
、

市
長
も
大
き
な
被
災
現

場
に
は
足
を
運
び
、
自

ら
の
目
で
確
認
し
、
住

民
等
か
ら
も
要
望
等
を

聞
く
な
ど
被
災
者
に
寄

り
添
っ
た
対
応
も
必
要

と
思
う
が
。

市
長
　
現
場
を
職
員
に

任
せ
る
こ
と
は
組
織
と

し
て
当
り
前
、
行
政
に

な
じ
み
の
な
い
方
だ
と

理
解
が
難
し
い
か
も
し

れ
な
い
が
常
識
だ
。

「百聞は一見にしかず！」
昨年８月豪雨で甚大な土石流被害を受けた人家

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
市
政
懇
談
会
に
つ
い
て

②
市
長
へ
の
住
民
等
の
個
人
面
会

に
つ
い
て

❸
市
長
の
災
害
対
応
に
つ
い
て

武岡　隆文
（清志会）

山
根
　
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に「
全
戸
調
査
」

を
選
ん
だ
理
由
は
。

猪
掛
企
画
部
長

　全
戸

調
査
は
、
サ
ン
プ
ル
調

査
と
比
べ
精
度
は
上
が

る
。
気
持
ち
の
問
題
、

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
周

知
と
市
民
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ

と
が
大
き
な
理
由
。

山
根
　
全
戸
調
査
は
国

勢
調
査
み
た
い
な
も
の

で
精
度
は
上
が
る
と
言

わ
れ
た
が
、
有
効
回
収

率
の
掲
載
が
な
い
の
は
。

市
長

　今
回
行
っ
た
も

の
は
全
数
調
査
。
回
収

率
云
々
は
結
果
論
。
紙

面
の
紙
幅
に
限
り
あ
り
。

有
効
回
収
率
は
29.1
%
。

山
根
　
市
長
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
、
皆
さ
ん
の
意
見

を
聞
く
こ
と
の
た
め
に

全
戸
調
査
を
さ
れ
た
。

自
由
記
述
欄
の
意
見
を

全
く
載
せ
な
い
こ
と
は

な
い
と
思
う
が
如
何
か
。

市
長

　こ
れ
以
上
無
用

な
コ
ス
ト
を
か
け
る
つ
も

り
は
な
い
。
1
，3
0
0

ぐ
ら
い
コ
メ
ン
ト
が
あ

り
膨
大
な
手
間
が
か
か

り
取
捨
選
択
で
き
な
い
。

全数調査の代表例は国勢調査、令和2年国勢調査回収状況

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

①
結
婚
相
談
事
業
に
つ
い
て

❷
安
芸
高
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ

　
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

山根　温子
（清志会）

令和2年国勢調査回収状況
1. インターネット及び郵送回答の状況

※前回調査の世帯数を基に算出した回答率（参考値）
出典：総務省ホームページ
 　　（https://www.soumu.go.jp｠〉 menu_news 〉 s-news）
令和2年10月 21日報道資料より

合計
インターネット
郵送

最終
71.0%
36.9%
34.1%

10/20 時点
70.7%
36.7%
34.0%

平成 27 年 令和 2年
10/20 時点※

81.3%
39.5%
41.8%

熊
高
　
山
林
は
活
か
せ

ば
資
源
と
な
り
、
放
置

す
れ
ば
環
境
悪
化
し
、

獣
な
ど
の
棲
家
と
な
る
。

総
合
的
な
対
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

市
長
　
特
定
の
産
業
に

限
ら
ず
全
て
の
産
業
の

最
適
解
を
図
る
の
が
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
趣
旨

で
あ
る
。
課
題
意
識
を

持
っ
て
森
林
・
獣
害
対

策
の
最
適
解
を
考
え
て

行
き
た
い
。

　政
治
再
建
に
つ
い
て

　熊
高
　
橋
下
徹
氏
や
成

田
祐
輔
氏
と
の
対
談
番

組
を
、
市
民
に
観
て
頂

く
事
で
、
市
長
の
政
治

再
建
の
意
図
が
よ
り
伝

わ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
橋
下
氏
、
成
田

氏
、
二
つ
の
対
談
番
組

を
通
じ
、
お
二
人
が
高

い
視
座
、
広
い
視
野
、

そ
し
て
鋭
い
視
点
を
お

持
ち
だ
と
感
じ
た
。
実

際
お
話
し
し
て
私
も
刺

激
を
受
け
た
。
願
わ
く

ば
こ
れ
か
ら
の
世
代
の

人
達
に
観
て
欲
し
い
し
、

子
ど
も
達
に
と
っ
て
も

参
考
に
な
る
番
組
だ
と

思
う
。
許
さ
れ
る
範
囲

で
紹
介
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。

AbemaTVの対談番組　橋下徹と石丸伸二

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
山
林
環
境
保
全
と
整
備
に
よ
る

獣
害
対
策
に
つ
い
て

②
安
芸
高
田
市
政
治
再
建
に
つ
い
て

熊高　昌三
（無所属）

安芸高田市議会だより 第75号　令和4年11月15日発行 1617

一般
質問

一般
質問

田
邊
　
収
入
保
険
へ
の

加
入
を
推
進
す
る
考
え

が
あ
る
か
。

森
岡
産
業
部
長
　
経
営

リ
ス
ク
を
踏
ま
え
て
加

入
を
検
討
す
る
よ
う
、

引
き
続
き
紹
介
し
て
い

く
。

　農
業
施
策
に
つ
い
て

　田
邊
　
支
援
策
と
し
て
、

堆
肥
の
補
助
金
額
を
元

に
戻
せ
な
い
か
。

市
長

　戻
せ
な
い
。
民

間
と
の
競
争
力
の
差
を

無
く
す
の
が
、
こ
の
助

成
廃
止
の
経
緯
。

田
邊
　「
水
田
活
用
の

直
接
支
払
交
付
金
」
の

交
付
対
象
が
厳
格
化
さ

れ
た
が
、
国
に
対
し
て

中
止
を
求
め
る
考
え
が

あ
る
か
。

市
長
　
国
か
ら
意
見
聴

取
が
あ
っ
た
際
、
課
題

を
提
起
し
て
い
る
。

田
邊
　
循
環
型
農
業
へ

取
り
組
む
考
え
が
あ
る

か
。

市
長

　農
家
に
と
っ
て

は
選
択
肢
の
1
つ
だ
と

捉
え
て
い
る
が
、
あ
ま

り
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

市
の
農
業
政
策
と
し
て

推
進
す
る
の
は
難
し
い

と
い
う
認
識
で
い
る
。

収入保険制度は、収入全体を対象とした
総合的なセーフティネット

田邊　介三
（シセイクラブ）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
収
入
保
険
に
つ
い
て

❷
農
業
施
策
に
つ
い
て
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【
年
額
報
酬
に
係
る
議
論
】

　執
行
部
提
出
の
改
正
案

　　
消
防
庁
が
、
消
防
「
団

員
」
の
年
額
報
酬
に
つ

い
て
、
３
６
，
５
０
０

円
と
基
準
を
定
め
た
こ

と
に
伴
い
、
県
内
市
町

の
動
向
を
踏
ま
え
、
行

政
改
革
に
伴
う
見
直
し

で
は
な
く
、
年
額
報
酬

の
見
直
し
を
行
う
も
の
。

「
上
位
階
級
に
あ
る
者

に
つ
い
て
は
、
業
務
の

負
荷
や
職
責
等
を
勘
案

し
、
標
準
額
と
均
衡
の

と
れ
た
額
と
な
る
よ

う
」
通
知
が
あ
り
、
通

知
に
沿
う
よ
う
改
正
す

る
も
の
。

　議
員
提
出
の
修
正
案

　
　

山
本
（
数
）　近
年
頻
発
す

る
豪
雨
災
害
等
の
中
で
、

自
ら
の
危
険
と
隣
り
合

わ
せ
の
中
、
市
民
の
生

命
財
産
を
守
る
た
め
、

消
防
団
の
果
た
す
役

割
・
重
要
度
は
以
前
に

増
し
て
高
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
消

防
団
組
織
の
体
制
強
化

と
士
気
高
揚
の
た
め
に

も
年
額
報
酬
は
修
正
案

と
す
べ
き
。

　　
■
討
論

　原
案
賛
成
、修
正
案
反
対

　
　

南
澤
　
国
が
示
し
た
基

準
に
沿
っ
て
合
理
的
な

判
断
を
し
た
場
合
は
、

執
行
部
が
提
案
し
た
改

正
案
が
妥
当
。
当
事
者

の
幹
部
団
員
に
聞
い
て

も
反
対
は
な
い
。

　修
正
案
に
賛
成

　
　

先
川
　
近
年
の
自
然
災

害
の
頻
発
や
高
齢
化
が

進
む
中
で
、頼
れ
る
の
は
、

命
令
、
指
揮
系
統
が
整

っ
て
い
る
消
防
団
に
他

な
い
。
合
併
以
来
継
続

し
て
い
る
幹
部
の
報
酬

を
下
げ
る
根
本
的
な
理

由
が
な
い
。

　　
■
採
決

　
修
正
案

　
賛
成
６
　
反
対
１

可
　
　
決

　

修
正
案
を
除
く
原
案

（
定
数
減
、出
動
報
酬
）

賛
成
６
　
反
対
１

可
　
　
決

　出
動
報
酬
の
改
正

消
防
団
員
の
定
員
、
任

免
、
給
与
、
服
務
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
■
概
要

　①
団
員
定
数
の
削
減

　
８
６
５
人
を
７
７
０

人
と
す
る
も
の
。
退
職

金
・
公
務
災
害
掛
け
金

を
実
数
に
合
わ
せ
過
剰

負
担
金
を
軽
減
す
る
た

め
。

　②
消
防
庁
長
官
通
知
に

よ
る
「
団
員
」
階
級
の

年
額
報
酬
標
準
額
の
明

示
に
伴
う
改
正
。

　「
団
員
」
階
級
を
、
標

準
額
の
３
６
，
５
０
０

円
に
引
き
上
げ
、
上
位

階
級
に
あ
る
者
を
引
き

下
げ
る
。

　③
消
防
庁
長
官
通
知
に

よ
る
「
出
動
報
酬
」
標

準
額
の
明
示
に
伴
う
改

正
。

　
出
動
報
酬
区
分
を
見

直
し
、
８
千
円
を
上
限

に
支
出
区
分
を
３
区
分

に
変
更
す
る
も
の
。

学
校
規
模
適
正
化
推
進

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て

　
　
■
概
要

　
６
月
22
日
〜
７
月
１

日
に
か
け
て
中
学
校
統

合
に
つ
い
て
保
護
者
、

児
童
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
り
、
そ
の
結
果

に
つ
い
て
報
告
す
る
も

の
。

　①
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
率

　
82
・
９
％
。

②
校
数
に
つ
い
て 

２
校

の
選
択
が
一
番
多
く
、

次
に
１
校
、
３
校
が
同

数
で
あ
る
。

③
統
合
時
期
に
つ
い
て

は
、
５
年
〜
10
年
が
一

番
多
く
49
・
９
％
、
続

い
て
で
き
る
だ
け
早
く

が
５
年
以
内
で
34
・
２

％
で
あ
る
。

④
統
合
す
る
こ
と
で
気

に
な
る
こ
と
は
、
通
学

手
段
や
通
学
時
間
が

24
・
４
％
で
一
番
多
く
、

次
に
学
校
の
位
置
が

22
・
６
％
と
な
っ
て
い

る
。

⑤
新
し
い
中
学
校
で
心

配
な
こ
と
は
、
６
町
と

も
通
学
・
下
校
時
間
が

一
番
多
く
、
次
い
で
教

職
員
や
友
人
と
の
人
間

関
係
が
24
・
７
％
に
な

っ
て
い
る
。

⑥
児
童
生
徒
に
向
け
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

は
、
３
校
統
合
の
割
合

が
一
番
高
く
、
統
合
時

期
に
つ
い
て
は
５
年
以

内
が
40
・
４
％
、
５
年

〜
10
年
が
44
・
４
％
の

状
況
。

　　　　　　

※

統
合
を
進
め
る
上
で

気
に
な
る
こ
と
は
、
学

校
の
位
置
、通
学
方
法
、

通
学
時
間
に
つ
い
て
割

合
が
高
い
。
ま
た
、
新

し
い
中
学
校
は
友
人
が

増
え
る
と
期
待
の
声
が

一
番
多
い
結
果
と
な
っ

た
。

議
案
第
51
号
　
職
員
の

育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
　
■
概
要

　
育
児
休
業
等
の
取
得

要
件
の
緩
和
に
伴
い
、

育
児
を
行
う
職
員
の
仕

事
と
家
庭
の
両
立
を
一

層
容
易
に
す
る
た
め
、

育
児
休
業
の
分
割
取
得

や
取
得
回
数
制
限
の
緩

和
を
盛
り
込
む
改
正
を

行
う
も
の
。

　　
■
質
疑

南
澤
　
育
児
休
業
の
取

得
率
は
ど
う
い
う
状
況

な
の
か
。

　新
谷
総
務
課
長
　
男
性

の
取
得
率
は
令
和
２
年

度
で
50
％
、
令
和
３
年

度
60
％
と
な
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
女
性
職
員
は
、

１
０
０
％
で
あ
る
。

　

報
告
事
項

　閉
校
と
な
っ
た
学
校
施

設
等
の
利
活
用
に
係
る

事
業
提
案
の
審
査
結
果

に
つ
い
て

　　
■
概
要

　
本
市
で
は
、
閉
校
と

な
っ
た
学
校
施
設
等
の

利
活
用
に
係
る
事
業
提

案
の
募
集
を
行
っ
て
い

る
。

　
目
的
と
し
て
市
有
財

産
の
有
効
活
用
を
図
る
。

　　
■
審
査
会
に
つ
い
て

・
令
和
４
年
７
月
15
日

・
審
査
件
数
３
件

・
審
査
委
員
会
の
構
成

は
左
の
通
り

■
今
後
の
予
定

・
令
和
４
年
度
９
月
〜

12
月
（
詳
細
協
議
）

・
令
和
４
年
度
１
月
〜

３
月
　
事
業
開
始
準

備
、
契
約
締
結
（
賃

貸
も
し
く
は
売
買
契

約
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
９
月
15
日
に
委
員
会

を
開
き
、
議
案
２
件
を

慎
重
に
審
査
し
、
報
告

を
３
件
受
け
ま
し
た
。

　　
（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
消
防
団

員
の
定
員
、任
免
、給

与
、
服
務
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
安
芸
高
田
市
職
員
の

育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

（
報
告
事
項
）

○
閉
校
と
な
っ
た
学
校

施
設
等
の
利
活
用
に

係
る
事
業
提
案
の
審

査
結
果
に
つ
い
て

　
　
他
２
件

委
員
長
　
山
根
　
温
子

副
委
員
長
　
武
岡
　
隆
文

委
　
　
員
　
南
澤
　
克
彦

　
　
　
　
　
山
本
　
数
博

　
　
　
　
　
新
田
　
和
明

　
　
　
　
　
先
川
　
和
幸

　
　
　
　
　
山
本
　
　
優

　
　
　
　
　
宍
戸
　
邦
夫

団　員 班　長 部　長 副分団長  分団長 副団長 団　長
32,000

36,500

36,500
（改正案と同額）

37,000

37,000

37,000
（改正案と同額）

44,000

38,500

44,000

53,000

45,500

53,000

65,000

50,500

65,000

82,000

69,000

82,000

116,000

82,500

116,000

単位：円

役　職
改正前

執行部提出の
改正案
議員提出の
修正案

副市長
総務部長、企画部長
教育次長
総務部　財産管理課
教育委員会
教育総務課

委員長

委　員

オブザーバー

事務局

支出項目
出動報酬改正前

支給額
４時間未満
４時間以上

災害及び
捜索出動
警戒出動
訓練出動

2,500円
5,000円
2,000円
5,500円

支出項目 支給額
改正後

2時間未満 2,000円災害、捜索
及び警戒出動
並びに
訓練出動

2時間以上
5時間未満 4,000円

5時間以上 8,000円

■
審
査
結
果

【
採
用
２
件
】

・
旧
刈
田
小
学
校

・
旧
小
田
東
小
学
校

　
こ
の
度
不
採
用
と
な

っ
た
提
案
及
び
応
募
の

無
か
っ
た
施
設
に
つ
い

て
は
「
安
芸
高
田
市
民

間
提
案
制
度
」
で
再
度

事
業
提
案
を
募
集
す
る
。

　　
採
用
さ
れ
た
提
案
は
、

事
業
開
始
に
向
け
て
協

定
を
締
結
し
、
詳
細
協

議
を
実
施
し
て
い
く
予

定
。

　　
今
回
の
審
査
は
提
案

者
と
市
で
今
後
、
協
定

の
締
結
や
詳
細
協
議
を

す
る
対
象
を
決
め
た
も

の
で
、
現
時
点
で
事
業

化
や
契
約
締
結
な
ど
を

保
証
す
る
も
の
で
は
な

い
。

利活用が期待される閉校となった小学校

〇アニメデザインをメイン学科とした
専修学校を開校する

〇教育訓練センターとして教育訓練・
研究開発に係る事業推進

旧刈田小学校旧小田東小学校

▲委員会
動画

▲アンケートの
詳細

金
行
　
た
め
池
の
調
査

の
中
で
ど
の
く
ら
い
問

題
の
た
め
池
が
あ
る
の

か
。

森
岡
産
業
部
長
　
人
的

被
害
を
与
え
る
恐
れ
の

あ
る
防
災
重
点
た
め
池

は
４
０
８
箇
所
あ
る
。

金
行
　
廃
止
た
め
池
の

工
事
状
況
は
。

森
岡
産
業
部
長
　
平
成

30
年
度
か
ら
令
和
4
年

度
ま
で
64
カ
所
の
要
望

を
受
け
、
現
在
32
箇
所

完
成
し
て
い
る
。
申
請

が
出
て
き
て
い
な
い
所

は
調
査
中
で
あ
る
。

金
行
　
市
に
お
け
る
た

め
池
の
管
理
状
況
は
。

市
長
　
市
と
し
て
可
能

な
限
り
適
正
管
理
し
、

た
め
池
の
管
理
を
県
と

一
緒
に
や
っ
て
い
く
。

　イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

金
行
　
学
生
を
主
体
に

就
業
体
験
を
通
し
て
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

市
長
の
思
い
と
学
生
の

反
応
は
。

市
長
　
全
国
か
ら
53
名

の
応
募
で
、
実
際
12
名

受
け
入
れ
て
、
学
生
の

反
応
は
全
て
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
対
し
て
積
極
的

で
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
観

戦
や
神
楽
を
鑑
賞
し
安

芸
高
田
市
を
理
解
し
て

も
ら
い
関
係
人
口
の
創

出
に
繋
が
っ
た
。

ため池での説明会

金行　哲昭
（無所属）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
た
め
池
管
理
法
に
つ
い
て

❷
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て

秋
田
　
在
宅
生
活
支
援

に
は
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
住
環
境
の
整
備
が
必

要
と
認
識
す
る
が
、
独

居
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
世
帯
の
増
加
に
よ
り

既
存
の
制
度
で
は
充
足

で
き
な
い
生
活
課
題
が

あ
る
と
思
う
が
対
策
は
。

市
長
　
高
齢
者
の
日
常

生
活
状
況
や
健
康
状
態

在
宅
介
護
状
況
等
を
調

査
し
、
既
存
の
制
度
を

見
直
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
市
長
に
就
任
後

の
企
業
と
民
間
で
結
ん

で
き
た
協
定
を
活
用
し

地
域
共
生
社
会
の
構
築

を
考
え
て
い
る
。

秋
田
　
後
期
基
本
計
画

で
は
、「
世
界
で
一
番
住

み
た
い
と
思
え
る
ま
ち

を
目
指
し
て
」
と
し
て
、

地
域
住
民
や
関
係
者
が

つ
な
が
り
支
え
合
い
、

地
域
を
共
に
創
っ
て
い

く
体
制
づ
く
り
を
今
後

の
展
開
と
さ
れ
て
い
る

が
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
既
存
の
制
度
は

部
分
の
寄
せ
集
め
で
見

直
し
が
さ
れ
な
か
っ
た

面
が
あ
り
、
改
め
て
市

全
体
と
し
て
相
対
的
に

対
応
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

まちづくりの道標　後期基本計画のリーディングプロジェクト
（令和2年度～6年度まで）

秋田　雅朝
（無所属）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

①
集
落
機
能
の
維
持
に
つ
い
て

❷
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
に
つ

い
て
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一般
質問

一般
質問

山
本
(数
)　
市
長
の
任

期
中
に
市
営
住
宅
の
建

設
に
向
け
た
取
り
組
み

は
。

市
長
　
新
規
の
建
設
は

考
え
て
い
な
い
。

　開
庁
時
間
の
変
更
に

伴
う
市
の
策
は

　山
本
(数
)　
開
庁
時
間

の
変
更
に
伴
う
市
の
策

は
。

市
長
　
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
電
子

申
請
や
コ
ン
ビ
ニ
交
付

な
ど
を
活
用
し
、
市
役

所
に
行
か
な
く
て
も
手

続
き
が
で
き
る
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
い

る
。

　芸
備
線
を
利
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　山
本
(数
)　
昨
年
向
原

・
甲
田
の
住
民
に
よ
る

陳
情
の
取
り
扱
い
は
。

猪
掛
企
画
部
長

J
R
西
日
本
広
島
支
社

に
伝
え
て
い
る
。

山
本
(数
)　
芸
備
線
の

存
続
に
つ
い
て
市
と
し

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

市
長
　
可
能
で
あ
れ
ば
、

存
続
し
た
ほ
う
が
良
い

と
考
え
て
い
る
。

存続を問われる芸備線

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
廃
止
予
定
の
市
有
住
宅
入
居
者
に
対
す

る
対
応
に
つ
い
て

❷
開
庁
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

❸
芸
備
線
を
利
用
し
た
街
づ
く
り
に
つ
い
て

④
市
広
報
「
あ
き
た
か
た
」
9
月
号
に

お
け
る
議
会
議
員
に
対
す
る
市
民
モ

ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
記
事
に
つ
い
て

山本　数博
（清志会）

新
田
　
農
地
マ
ッ
チ
ン

グ
の
取
組
状
況
は
。

市
長
　
耕
作
放
棄
地
の

問
題
は
、
日
本
全
体
に

共
通
す
る
抗
い
難
い
大

き
な
問
題
で
、
ダ
メ
ー

ジ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
い

か
に
被
害
を
抑
え
て
い

く
か
、
非
常
に
厳
し
い

状
況
。

森
岡
産
業
部
長
　
高
齢

化
や
担
い
手
の
不
在
な

ど
、
耕
作
で
き
な
く
な

っ
た
農
地
の
相
談
を
受

け
た
場
合
、
農
業
委
員

会
や
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
に
相
談
し
、

近
隣
農
業
者
や
担
い
手

へ
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て

い
る
。

新
田
　
過
去
に
一
度
も

圃
場
整
備
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
な
い
遊
休
農
地

へ
の
基
盤
整
備
の
考
え

は
。

市
長
　
地
域
の
関
係
し

て
い
る
方
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
確
認
や
話
し
合

い
を
す
る
こ
と
が
必
要
。

圃
場
整
備
に
は
実
施
要

件
が
あ
り
、
確
認
の
上
、

協
議
し
て
い
た
だ
く
よ

う
ご
留
意
願
い
た
い
。

増え続ける耕作放棄地
（左：荒廃農地　右：遊休農地）

新田　和明
（清志会）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
耕
作
放
棄
地
の
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
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【
年
額
報
酬
に
係
る
議
論
】

　執
行
部
提
出
の
改
正
案

　　
消
防
庁
が
、
消
防
「
団

員
」
の
年
額
報
酬
に
つ

い
て
、
３
６
，
５
０
０

円
と
基
準
を
定
め
た
こ

と
に
伴
い
、
県
内
市
町

の
動
向
を
踏
ま
え
、
行

政
改
革
に
伴
う
見
直
し

で
は
な
く
、
年
額
報
酬

の
見
直
し
を
行
う
も
の
。

「
上
位
階
級
に
あ
る
者

に
つ
い
て
は
、
業
務
の

負
荷
や
職
責
等
を
勘
案

し
、
標
準
額
と
均
衡
の

と
れ
た
額
と
な
る
よ

う
」
通
知
が
あ
り
、
通

知
に
沿
う
よ
う
改
正
す

る
も
の
。

　議
員
提
出
の
修
正
案

　
　

山
本
（
数
）　近
年
頻
発
す

る
豪
雨
災
害
等
の
中
で
、

自
ら
の
危
険
と
隣
り
合

わ
せ
の
中
、
市
民
の
生

命
財
産
を
守
る
た
め
、

消
防
団
の
果
た
す
役

割
・
重
要
度
は
以
前
に

増
し
て
高
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
消

防
団
組
織
の
体
制
強
化

と
士
気
高
揚
の
た
め
に

も
年
額
報
酬
は
修
正
案

と
す
べ
き
。

　　
■
討
論

　原
案
賛
成
、修
正
案
反
対

　
　

南
澤
　
国
が
示
し
た
基

準
に
沿
っ
て
合
理
的
な

判
断
を
し
た
場
合
は
、

執
行
部
が
提
案
し
た
改

正
案
が
妥
当
。
当
事
者

の
幹
部
団
員
に
聞
い
て

も
反
対
は
な
い
。

　修
正
案
に
賛
成

　
　

先
川
　
近
年
の
自
然
災

害
の
頻
発
や
高
齢
化
が

進
む
中
で
、頼
れ
る
の
は
、

命
令
、
指
揮
系
統
が
整

っ
て
い
る
消
防
団
に
他

な
い
。
合
併
以
来
継
続

し
て
い
る
幹
部
の
報
酬

を
下
げ
る
根
本
的
な
理

由
が
な
い
。

　　
■
採
決

　
修
正
案

　
賛
成
６
　
反
対
１

可
　
　
決

　

修
正
案
を
除
く
原
案

（
定
数
減
、出
動
報
酬
）

賛
成
６
　
反
対
１

可
　
　
決

　出
動
報
酬
の
改
正

消
防
団
員
の
定
員
、
任

免
、
給
与
、
服
務
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
■
概
要

　①
団
員
定
数
の
削
減

　
８
６
５
人
を
７
７
０

人
と
す
る
も
の
。
退
職

金
・
公
務
災
害
掛
け
金

を
実
数
に
合
わ
せ
過
剰

負
担
金
を
軽
減
す
る
た

め
。

　②
消
防
庁
長
官
通
知
に

よ
る
「
団
員
」
階
級
の

年
額
報
酬
標
準
額
の
明

示
に
伴
う
改
正
。

　「
団
員
」
階
級
を
、
標

準
額
の
３
６
，
５
０
０

円
に
引
き
上
げ
、
上
位

階
級
に
あ
る
者
を
引
き

下
げ
る
。

　③
消
防
庁
長
官
通
知
に

よ
る
「
出
動
報
酬
」
標

準
額
の
明
示
に
伴
う
改

正
。

　
出
動
報
酬
区
分
を
見

直
し
、
８
千
円
を
上
限

に
支
出
区
分
を
３
区
分

に
変
更
す
る
も
の
。

学
校
規
模
適
正
化
推
進

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て

　
　
■
概
要

　
６
月
22
日
〜
７
月
１

日
に
か
け
て
中
学
校
統

合
に
つ
い
て
保
護
者
、

児
童
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
り
、
そ
の
結
果

に
つ
い
て
報
告
す
る
も

の
。

　①
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
率

　
82
・
９
％
。

②
校
数
に
つ
い
て 

２
校

の
選
択
が
一
番
多
く
、

次
に
１
校
、
３
校
が
同

数
で
あ
る
。

③
統
合
時
期
に
つ
い
て

は
、
５
年
〜
10
年
が
一

番
多
く
49
・
９
％
、
続

い
て
で
き
る
だ
け
早
く

が
５
年
以
内
で
34
・
２

％
で
あ
る
。

④
統
合
す
る
こ
と
で
気

に
な
る
こ
と
は
、
通
学

手
段
や
通
学
時
間
が

24
・
４
％
で
一
番
多
く
、

次
に
学
校
の
位
置
が

22
・
６
％
と
な
っ
て
い

る
。

⑤
新
し
い
中
学
校
で
心

配
な
こ
と
は
、
６
町
と

も
通
学
・
下
校
時
間
が

一
番
多
く
、
次
い
で
教

職
員
や
友
人
と
の
人
間

関
係
が
24
・
７
％
に
な

っ
て
い
る
。

⑥
児
童
生
徒
に
向
け
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

は
、
３
校
統
合
の
割
合

が
一
番
高
く
、
統
合
時

期
に
つ
い
て
は
５
年
以

内
が
40
・
４
％
、
５
年

〜
10
年
が
44
・
４
％
の

状
況
。

　　　　　　

※

統
合
を
進
め
る
上
で

気
に
な
る
こ
と
は
、
学

校
の
位
置
、通
学
方
法
、

通
学
時
間
に
つ
い
て
割

合
が
高
い
。
ま
た
、
新

し
い
中
学
校
は
友
人
が

増
え
る
と
期
待
の
声
が

一
番
多
い
結
果
と
な
っ

た
。

議
案
第
51
号
　
職
員
の

育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
　
■
概
要

　
育
児
休
業
等
の
取
得

要
件
の
緩
和
に
伴
い
、

育
児
を
行
う
職
員
の
仕

事
と
家
庭
の
両
立
を
一

層
容
易
に
す
る
た
め
、

育
児
休
業
の
分
割
取
得

や
取
得
回
数
制
限
の
緩

和
を
盛
り
込
む
改
正
を

行
う
も
の
。

　　
■
質
疑

南
澤
　
育
児
休
業
の
取

得
率
は
ど
う
い
う
状
況

な
の
か
。

　新
谷
総
務
課
長
　
男
性

の
取
得
率
は
令
和
２
年

度
で
50
％
、
令
和
３
年

度
60
％
と
な
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
女
性
職
員
は
、

１
０
０
％
で
あ
る
。

　

報
告
事
項

　閉
校
と
な
っ
た
学
校
施

設
等
の
利
活
用
に
係
る

事
業
提
案
の
審
査
結
果

に
つ
い
て

　　
■
概
要

　
本
市
で
は
、
閉
校
と

な
っ
た
学
校
施
設
等
の

利
活
用
に
係
る
事
業
提

案
の
募
集
を
行
っ
て
い

る
。

　
目
的
と
し
て
市
有
財

産
の
有
効
活
用
を
図
る
。

　　
■
審
査
会
に
つ
い
て

・
令
和
４
年
７
月
15
日

・
審
査
件
数
３
件

・
審
査
委
員
会
の
構
成

は
左
の
通
り

■
今
後
の
予
定

・
令
和
４
年
度
９
月
〜

12
月
（
詳
細
協
議
）

・
令
和
４
年
度
１
月
〜

３
月
　
事
業
開
始
準

備
、
契
約
締
結
（
賃

貸
も
し
く
は
売
買
契

約
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
９
月
15
日
に
委
員
会

を
開
き
、
議
案
２
件
を

慎
重
に
審
査
し
、
報
告

を
３
件
受
け
ま
し
た
。

　　
（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
消
防
団

員
の
定
員
、任
免
、給

与
、
服
務
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
安
芸
高
田
市
職
員
の

育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

（
報
告
事
項
）

○
閉
校
と
な
っ
た
学
校

施
設
等
の
利
活
用
に

係
る
事
業
提
案
の
審

査
結
果
に
つ
い
て

　
　
他
２
件

委
員
長
　
山
根
　
温
子

副
委
員
長
　
武
岡
　
隆
文

委
　
　
員
　
南
澤
　
克
彦

　
　
　
　
　
山
本
　
数
博

　
　
　
　
　
新
田
　
和
明

　
　
　
　
　
先
川
　
和
幸

　
　
　
　
　
山
本
　
　
優

　
　
　
　
　
宍
戸
　
邦
夫

団　員 班　長 部　長 副分団長  分団長 副団長 団　長
32,000

36,500

36,500
（改正案と同額）

37,000

37,000

37,000
（改正案と同額）

44,000

38,500

44,000

53,000

45,500

53,000

65,000

50,500

65,000

82,000

69,000

82,000

116,000

82,500

116,000

単位：円

役　職
改正前

執行部提出の
改正案
議員提出の
修正案

副市長
総務部長、企画部長
教育次長
総務部　財産管理課
教育委員会
教育総務課

委員長

委　員

オブザーバー

事務局

支出項目
出動報酬改正前

支給額
４時間未満
４時間以上

災害及び
捜索出動
警戒出動
訓練出動

2,500円
5,000円
2,000円
5,500円

支出項目 支給額
改正後

2時間未満 2,000円災害、捜索
及び警戒出動
並びに
訓練出動

2時間以上
5時間未満 4,000円

5時間以上 8,000円

■
審
査
結
果

【
採
用
２
件
】

・
旧
刈
田
小
学
校

・
旧
小
田
東
小
学
校

　
こ
の
度
不
採
用
と
な

っ
た
提
案
及
び
応
募
の

無
か
っ
た
施
設
に
つ
い

て
は
「
安
芸
高
田
市
民

間
提
案
制
度
」
で
再
度

事
業
提
案
を
募
集
す
る
。

　　
採
用
さ
れ
た
提
案
は
、

事
業
開
始
に
向
け
て
協

定
を
締
結
し
、
詳
細
協

議
を
実
施
し
て
い
く
予

定
。

　　
今
回
の
審
査
は
提
案

者
と
市
で
今
後
、
協
定

の
締
結
や
詳
細
協
議
を

す
る
対
象
を
決
め
た
も

の
で
、
現
時
点
で
事
業

化
や
契
約
締
結
な
ど
を

保
証
す
る
も
の
で
は
な

い
。

利活用が期待される閉校となった小学校

〇アニメデザインをメイン学科とした
専修学校を開校する

〇教育訓練センターとして教育訓練・
研究開発に係る事業推進

旧刈田小学校旧小田東小学校

▲委員会
動画

▲アンケートの
詳細

金
行
　
た
め
池
の
調
査

の
中
で
ど
の
く
ら
い
問

題
の
た
め
池
が
あ
る
の

か
。

森
岡
産
業
部
長
　
人
的

被
害
を
与
え
る
恐
れ
の

あ
る
防
災
重
点
た
め
池

は
４
０
８
箇
所
あ
る
。

金
行
　
廃
止
た
め
池
の

工
事
状
況
は
。

森
岡
産
業
部
長
　
平
成

30
年
度
か
ら
令
和
4
年

度
ま
で
64
カ
所
の
要
望

を
受
け
、
現
在
32
箇
所

完
成
し
て
い
る
。
申
請

が
出
て
き
て
い
な
い
所

は
調
査
中
で
あ
る
。

金
行
　
市
に
お
け
る
た

め
池
の
管
理
状
況
は
。

市
長
　
市
と
し
て
可
能

な
限
り
適
正
管
理
し
、

た
め
池
の
管
理
を
県
と

一
緒
に
や
っ
て
い
く
。

　イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

金
行
　
学
生
を
主
体
に

就
業
体
験
を
通
し
て
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

市
長
の
思
い
と
学
生
の

反
応
は
。

市
長
　
全
国
か
ら
53
名

の
応
募
で
、
実
際
12
名

受
け
入
れ
て
、
学
生
の

反
応
は
全
て
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
対
し
て
積
極
的

で
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
観

戦
や
神
楽
を
鑑
賞
し
安

芸
高
田
市
を
理
解
し
て

も
ら
い
関
係
人
口
の
創

出
に
繋
が
っ
た
。

ため池での説明会

金行　哲昭
（無所属）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
た
め
池
管
理
法
に
つ
い
て

❷
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て

秋
田
　
在
宅
生
活
支
援

に
は
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
住
環
境
の
整
備
が
必

要
と
認
識
す
る
が
、
独

居
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
世
帯
の
増
加
に
よ
り

既
存
の
制
度
で
は
充
足

で
き
な
い
生
活
課
題
が

あ
る
と
思
う
が
対
策
は
。

市
長
　
高
齢
者
の
日
常

生
活
状
況
や
健
康
状
態

在
宅
介
護
状
況
等
を
調

査
し
、
既
存
の
制
度
を

見
直
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
市
長
に
就
任
後

の
企
業
と
民
間
で
結
ん

で
き
た
協
定
を
活
用
し

地
域
共
生
社
会
の
構
築

を
考
え
て
い
る
。

秋
田
　
後
期
基
本
計
画

で
は
、「
世
界
で
一
番
住

み
た
い
と
思
え
る
ま
ち

を
目
指
し
て
」
と
し
て
、

地
域
住
民
や
関
係
者
が

つ
な
が
り
支
え
合
い
、

地
域
を
共
に
創
っ
て
い

く
体
制
づ
く
り
を
今
後

の
展
開
と
さ
れ
て
い
る

が
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
既
存
の
制
度
は

部
分
の
寄
せ
集
め
で
見

直
し
が
さ
れ
な
か
っ
た

面
が
あ
り
、
改
め
て
市

全
体
と
し
て
相
対
的
に

対
応
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

まちづくりの道標　後期基本計画のリーディングプロジェクト
（令和2年度～6年度まで）

秋田　雅朝
（無所属）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

①
集
落
機
能
の
維
持
に
つ
い
て

❷
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
に
つ

い
て
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一般
質問

一般
質問

山
本
(数
)　
市
長
の
任

期
中
に
市
営
住
宅
の
建

設
に
向
け
た
取
り
組
み

は
。

市
長
　
新
規
の
建
設
は

考
え
て
い
な
い
。

　開
庁
時
間
の
変
更
に

伴
う
市
の
策
は

　山
本
(数
)　
開
庁
時
間

の
変
更
に
伴
う
市
の
策

は
。

市
長
　
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
電
子

申
請
や
コ
ン
ビ
ニ
交
付

な
ど
を
活
用
し
、
市
役

所
に
行
か
な
く
て
も
手

続
き
が
で
き
る
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
い

る
。

　芸
備
線
を
利
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　山
本
(数
)　
昨
年
向
原

・
甲
田
の
住
民
に
よ
る

陳
情
の
取
り
扱
い
は
。

猪
掛
企
画
部
長

J
R
西
日
本
広
島
支
社

に
伝
え
て
い
る
。

山
本
(数
)　
芸
備
線
の

存
続
に
つ
い
て
市
と
し

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

市
長
　
可
能
で
あ
れ
ば
、

存
続
し
た
ほ
う
が
良
い

と
考
え
て
い
る
。

存続を問われる芸備線

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
廃
止
予
定
の
市
有
住
宅
入
居
者
に
対
す

る
対
応
に
つ
い
て

❷
開
庁
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

❸
芸
備
線
を
利
用
し
た
街
づ
く
り
に
つ
い
て

④
市
広
報
「
あ
き
た
か
た
」
9
月
号
に

お
け
る
議
会
議
員
に
対
す
る
市
民
モ

ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
記
事
に
つ
い
て

山本　数博
（清志会）

新
田
　
農
地
マ
ッ
チ
ン

グ
の
取
組
状
況
は
。

市
長
　
耕
作
放
棄
地
の

問
題
は
、
日
本
全
体
に

共
通
す
る
抗
い
難
い
大

き
な
問
題
で
、
ダ
メ
ー

ジ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
い

か
に
被
害
を
抑
え
て
い

く
か
、
非
常
に
厳
し
い

状
況
。

森
岡
産
業
部
長
　
高
齢

化
や
担
い
手
の
不
在
な

ど
、
耕
作
で
き
な
く
な

っ
た
農
地
の
相
談
を
受

け
た
場
合
、
農
業
委
員

会
や
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
に
相
談
し
、

近
隣
農
業
者
や
担
い
手

へ
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て

い
る
。

新
田
　
過
去
に
一
度
も

圃
場
整
備
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
な
い
遊
休
農
地

へ
の
基
盤
整
備
の
考
え

は
。

市
長
　
地
域
の
関
係
し

て
い
る
方
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
確
認
や
話
し
合

い
を
す
る
こ
と
が
必
要
。

圃
場
整
備
に
は
実
施
要

件
が
あ
り
、
確
認
の
上
、

協
議
し
て
い
た
だ
く
よ

う
ご
留
意
願
い
た
い
。

増え続ける耕作放棄地
（左：荒廃農地　右：遊休農地）

新田　和明
（清志会）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
耕
作
放
棄
地
の
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
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産業厚生産業厚生

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
■
概
要

　
令
和
４
年
10
月
１
日

か
ら
、
市
役
所
の
開
庁

時
間
が
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
に
変
更
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用

時
間
を
変
更
す
る
も
の
。

　　
■
質
疑

田
邊
　
時
間
変
更
に
よ

る
影
響
と
対
策
は
、
何

か
考
え
て
い
る
の
か
。

佐
藤
子
育
て
支
援
課
長

大
き
な
影
響
は
想
定
し

て
い
な
い
。
緊
急
時
の

電
話
等
で
の
対
応
は
、

今
ま
で
通
り
継
続
し
て

い
く
。

　

広
島
県
水
道
広
域
連
合

企
業
団
の
設
立
に
つ
い

て
　

　
■
概
要

　
企
業
団
を
設
置
す
る

こ
と
に
伴
い
、
同
企
業

団
規
約
を
制
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
関
係
地

方
公
共
団
体
と
協
議
を

す
る
た
め
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。

　　
■
質
疑

金
行
　
企
業
団
か
ら
脱

退
す
る
と
き
に
は
、
何

か
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
課
せ

ら
れ
た
り
す
る
の
か
。

佐
々
木
上
下
水
道
課
長

本
市
に
お
い
て
は
脱
退

す
る
こ
と
は
な
い
。
他

の
自
治
体
が
脱
退
す
る

ケ
ー
ス
で
の
対
処
方
法

は
把
握
し
て
い
な
い
。

石
飛
　
14
市
町
で
行
か

ざ
る
を
得
な
い
が
、
参

加
さ
れ
な
か
っ
た
自
治

体
と
の
連
携
を
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

佐
々
木
上
下
水
道
課
長

参
加
し
て
い
な
い
市
町

に
つ
い
て
は
、
今
後
も

継
続
し
て
協
議
を
続
け

て
い
く
と
県
の
方
か
ら

聞
い
て
い
る
。

石
飛
　
水
道
の
未
普
及

地
帯
が
ま
だ
あ
る
が
、

今
後
、
総
合
的
な
水
道

事
業
の
見
直
し
は
行
う

の
か
。

佐
々
木
上
下
水
道
課
長

未
普
及
地
帯
の
解
消
は

大
き
な
課
題
と
捉
え
て

い
る
。
現
在
、
担
当
課

で
課
題
の
整
理
を
行
っ

て
お
り
、
企
業
団
で
も

そ
れ
ら
を
検
討
で
き
る

体
制
を
整
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、

費
用
対
効
果
も
含
め
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

芦
田
　
本
市
の
事
業
費

が
86
億
円
と
な
っ
て
い

る
が
、
企
業
団
全
体
で

の
整
備
事
業
費
は
。

佐
々
木
上
下
水
道
課
長

広
島
県
全
体
で
い
う
と
、

こ
の
10
年
間
で
１
９
０

８
億
円
を
見
込
ん
で
い

る
。

芦
田
　
人
口
減
少
が
進

ん
で
い
く
中
で
、
水
道

料
金
は
ど
う
な
っ
て
い

く
の
か
。

佐
々
木
上
下
水
道
課
長

統
合
し
た
場
合
で
も
、

10
年
後
、
今
の
料
金
の

１
・
55
倍
、
40
年
後
で
は

２
・
15
倍
必
要
。
企
業
団

に
加
入
し
て
、
令
和
８

年
度
か
ら
料
金
改
定
を

行
う
計
画
。
し
か
し
、

下
水
の
会
計
が
切
羽
詰

ま
っ
た
状
態
。
令
和
８

年
度
ま
で
料
金
改
定
を

せ
ず
に
待
て
る
か
と
い

う
と
、
非
常
に
厳
し
い
。

前
倒
し
し
な
い
と
い
け

な
い
と
考
え
て
い
る
。

報
告
事
項

　た
か
み
や
児
童
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て

　　
■
概
要

　
整
備
を
延
期
し
て
い

る
た
か
み
や
児
童
ク
ラ

ブ
に
つ
い
て
、
既
存
施

設
を
改
修
す
る
整
備
方

法
を
、
保
護
者
へ
提
案

し
て
い
る
も
の
。

　　
■
質
疑

熊
高
　
周
辺
の
安
全
管

理
も
含
め
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

佐
藤
子
育
て
支
援
課
長

市
道
路
側
に
関
し
て
は
、

児
童
が
飛
び
出
さ
な
い

よ
う
に
、
フ
ェ
ン
ス
の

設
置
、
駐
車
場
に
つ
い

て
は
、
既
存
施
設
の
駐

車
場
を
利
用
し
て
も
ら

う
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

周
辺
の
街
灯
に
つ
い
て

も
、
検
討
し
て
い
る
。

　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
９
月
16
日
に
委
員
会

を
開
き
、
議
案
２
件
を

慎
重
に
審
査
し
、
報
告

を
１
件
受
け
ま
し
た
。

　　
（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

及
び
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
広
島
県
水
道
広
域
連

合
企
業
団
の
設
立
に

つ
い
て

（
報
告
事
項
）

○
た
か
み
や
児
童
ク
ラ

ブ
に
つ
い
て

　　　　　委
員
長
　
大
下
　
正
幸

副
委
員
長
　
芦
田
　
宏
治

委
　
　
員
　
田
邊
　
介
三

　
　
　
　
　
児
玉
　
史
則

　
　
　
　
　
熊
高
　
昌
三

　
　
　
　
　
秋
田
　
雅
朝

　
　
　
　
　
金
行
　
哲
昭

　
　
　
　
　
石
飛
　
慶
久

供給単価の見込み（R2年度209円／㎥）
令和44年度令和14年度

単独
比率
統合
比率

658円
3.15倍
449円
2.15倍

387円
1.85倍
324円
1.55倍

▲委員会
動画

子育て支援センター
プレイルーム

①質問項目を
　質問順に全て
　掲載します。
→何についての
　議論があったか
　わかるように
　なりました。

②動画配信サイトの
　QRコードを添付。
→気になる話題を
　詳しく知りたい方へ
　情報が届くよう
　工夫しました。

一般質問
13人が市政を問う【QRコードの使い方】

①スマートフォンの
　カメラを起動する。
②カメラの画面で
　QRコードを映す。
③画面上部に出るリンクを
　タッチして開く。

前号より一般質問の
レイアウトが変わりました。

氏　名
（会派名）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

②
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

③
獣
害
対
策
に
つ
い
て

顔写真

（議員名簿より）

※機種により非対応のものもあります
見本

①質問項目を
　質問順に全て
　掲載します。
→何についての
　議論があったか
　わかるように
　なりました。

②動画配信サイトの
　QRコードを添付。
→気になる話題を
　詳しく知りたい方へ
　情報が届くよう
　工夫しました。

一般質問
13人が市政を問う

氏　名
（会派名）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

②
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

③
獣
害
対
策
に
つ
い
て

顔写真

（議員名簿より）

見本

芦田　宏治
（無所属）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
自

治
体
の
働
き
方
改
革

②
安
芸
高
田
市
民
間
提
案
制
度
に
つ
い
て

③
市
の
提
案
制
度
の
推
進
に
つ
い
て

④
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

⑤
安
芸
高
田
市
総
合
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

二酸化炭素濃度測定器

芦
田
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
空
気
感
染
防

止
に
は
換
気
を
徹
底
す

る
必
要
が
あ
る
。
飲
食

店
や
商
業
施
設
に
二
酸

化
炭
素
濃
度
測
定
器
購

入
補
助
は
で
き
な
い
か
。

市
長
　
市
役
所
で
は
す

で
に
設
置
し
て
い
る
。

購
入
補
助
は
し
な
い
が

市
の
測
定
器
の
貸
し
出

し
は
計
画
し
て
い
る
。

芦
田
　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

に
対
応
し
た
新
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
始
ま
る
よ
う

で
あ
る
が
、
現
行
の
４

回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

影
響
は
な
い
か
。

大
田
福
祉
保
健
部
長
　

現
段
階
で
９
月
第
４
週

目
に
配
送
予
定
と
聞
い

て
い
る
。
実
施
の
場
合

従
来
型
と
新
ワ
ク
チ
ン

の
選
択
希
望
の
確
認
が

い
る
。
関
係
機
関
と
連

携
し
て
進
め
る
。

芦
田
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
市
役
所
で
も
テ
レ
ワ

ー
ク
を
導
入
し
て
い
る

が
、
今
後
の
仕
事
の
あ

り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
市
役
所
で
も
働

き
方
改
革
を
進
め
生
産

性
の
向
上
に
寄
与
し
て

い
る
。
今
後
テ
レ
ワ
ー

ク
の
活
用
を
通
し
て
組

織
を
強
化
し
て
い
く
。

（
●
マ
ー
カ
ー
の
項
目
に
つ
い
て
、
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

１３人が
市政を問う
１３人が
市政を問う
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
■
概
要

　
令
和
４
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10
月
１
日
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ら
、
市
役
所
の
開
庁

時
間
が
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
に
変
更
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用

時
間
を
変
更
す
る
も
の
。

　　
■
質
疑

田
邊
　
時
間
変
更
に
よ

る
影
響
と
対
策
は
、
何
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え
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る
の
か
。
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長
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影
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に
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を
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に
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い
て
、
関
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地

方
公
共
団
体
と
協
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を

す
る
た
め
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。
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金
行
　
企
業
団
か
ら
脱

退
す
る
と
き
に
は
、
何

か
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
課
せ

ら
れ
た
り
す
る
の
か
。

佐
々
木
上
下
水
道
課
長

本
市
に
お
い
て
は
脱
退

す
る
こ
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は
な
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。
他

の
自
治
体
が
脱
退
す
る

ケ
ー
ス
で
の
対
処
方
法

は
把
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て
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な
い
。

石
飛
　
14
市
町
で
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か

ざ
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を
得
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が
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っ
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の
連
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を
ど
の
よ

う
に
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の
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下
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を
続
け

て
い
く
と
県
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現
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で
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題
の
整
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て
お
り
、
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業
団
で
も

そ
れ
ら
を
検
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で
き
る

体
制
を
整
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と
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ろ
で
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。
今
後
、

費
用
対
効
果
も
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芦
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市
の
事
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が
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億
円
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の
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道
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金
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で
も
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後
、
今
の
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の
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倍
、
40
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後
で
は
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・
15
倍
必
要
。
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業
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に
加
入
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和
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度
か
ら
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金
改
定
を
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う
計
画
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、
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の
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詰
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度
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非
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に
厳
し
い
。
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と
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。

報
告
事
項

　た
か
み
や
児
童
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て

　　
■
概
要

　
整
備
を
延
期
し
て
い

る
た
か
み
や
児
童
ク
ラ

ブ
に
つ
い
て
、
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方
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者
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　質問順に全て
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　議論があったか
　わかるように
　なりました。

②動画配信サイトの
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→気になる話題を
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①スマートフォンの
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顔写真

（議員名簿より）

※機種により非対応のものもあります
見本

①質問項目を
　質問順に全て
　掲載します。
→何についての
　議論があったか
　わかるように
　なりました。

②動画配信サイトの
　QRコードを添付。
→気になる話題を
　詳しく知りたい方へ
　情報が届くよう
　工夫しました。

一般質問
13人が市政を問う

氏　名
（会派名）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

②
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

③
獣
害
対
策
に
つ
い
て

顔写真

（議員名簿より）

見本

芦田　宏治
（無所属）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
自

治
体
の
働
き
方
改
革

②
安
芸
高
田
市
民
間
提
案
制
度
に
つ
い
て

③
市
の
提
案
制
度
の
推
進
に
つ
い
て

④
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

⑤
安
芸
高
田
市
総
合
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

二酸化炭素濃度測定器

芦
田
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
空
気
感
染
防

止
に
は
換
気
を
徹
底
す

る
必
要
が
あ
る
。
飲
食

店
や
商
業
施
設
に
二
酸

化
炭
素
濃
度
測
定
器
購

入
補
助
は
で
き
な
い
か
。

市
長
　
市
役
所
で
は
す

で
に
設
置
し
て
い
る
。

購
入
補
助
は
し
な
い
が

市
の
測
定
器
の
貸
し
出

し
は
計
画
し
て
い
る
。

芦
田
　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

に
対
応
し
た
新
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
始
ま
る
よ
う

で
あ
る
が
、
現
行
の
４

回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

影
響
は
な
い
か
。

大
田
福
祉
保
健
部
長
　

現
段
階
で
９
月
第
４
週

目
に
配
送
予
定
と
聞
い

て
い
る
。
実
施
の
場
合

従
来
型
と
新
ワ
ク
チ
ン

の
選
択
希
望
の
確
認
が

い
る
。
関
係
機
関
と
連

携
し
て
進
め
る
。

芦
田
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
市
役
所
で
も
テ
レ
ワ

ー
ク
を
導
入
し
て
い
る

が
、
今
後
の
仕
事
の
あ

り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
市
役
所
で
も
働

き
方
改
革
を
進
め
生
産

性
の
向
上
に
寄
与
し
て

い
る
。
今
後
テ
レ
ワ
ー

ク
の
活
用
を
通
し
て
組

織
を
強
化
し
て
い
く
。

（
●
マ
ー
カ
ー
の
項
目
に
つ
い
て
、
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

１３人が
市政を問う
１３人が
市政を問う

安芸高田市議会だより13

一般
質問
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【
年
額
報
酬
に
係
る
議
論
】

　執
行
部
提
出
の
改
正
案

　　
消
防
庁
が
、
消
防
「
団

員
」
の
年
額
報
酬
に
つ

い
て
、
３
６
，
５
０
０

円
と
基
準
を
定
め
た
こ

と
に
伴
い
、
県
内
市
町

の
動
向
を
踏
ま
え
、
行

政
改
革
に
伴
う
見
直
し

で
は
な
く
、
年
額
報
酬

の
見
直
し
を
行
う
も
の
。

「
上
位
階
級
に
あ
る
者

に
つ
い
て
は
、
業
務
の

負
荷
や
職
責
等
を
勘
案

し
、
標
準
額
と
均
衡
の

と
れ
た
額
と
な
る
よ

う
」
通
知
が
あ
り
、
通

知
に
沿
う
よ
う
改
正
す

る
も
の
。

　議
員
提
出
の
修
正
案

　
　

山
本
（
数
）　近
年
頻
発
す

る
豪
雨
災
害
等
の
中
で
、

自
ら
の
危
険
と
隣
り
合

わ
せ
の
中
、
市
民
の
生

命
財
産
を
守
る
た
め
、

消
防
団
の
果
た
す
役

割
・
重
要
度
は
以
前
に

増
し
て
高
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
消

防
団
組
織
の
体
制
強
化

と
士
気
高
揚
の
た
め
に

も
年
額
報
酬
は
修
正
案

と
す
べ
き
。

　　
■
討
論

　原
案
賛
成
、修
正
案
反
対

　
　

南
澤
　
国
が
示
し
た
基

準
に
沿
っ
て
合
理
的
な

判
断
を
し
た
場
合
は
、

執
行
部
が
提
案
し
た
改

正
案
が
妥
当
。
当
事
者

の
幹
部
団
員
に
聞
い
て

も
反
対
は
な
い
。

　修
正
案
に
賛
成

　
　

先
川
　
近
年
の
自
然
災

害
の
頻
発
や
高
齢
化
が

進
む
中
で
、頼
れ
る
の
は
、

命
令
、
指
揮
系
統
が
整

っ
て
い
る
消
防
団
に
他

な
い
。
合
併
以
来
継
続

し
て
い
る
幹
部
の
報
酬

を
下
げ
る
根
本
的
な
理

由
が
な
い
。

　　
■
採
決

　
修
正
案

　
賛
成
６
　
反
対
１

可
　
　
決

　

修
正
案
を
除
く
原
案

（
定
数
減
、出
動
報
酬
）

賛
成
６
　
反
対
１

可
　
　
決

　出
動
報
酬
の
改
正

消
防
団
員
の
定
員
、
任

免
、
給
与
、
服
務
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
■
概
要

　①
団
員
定
数
の
削
減

　
８
６
５
人
を
７
７
０

人
と
す
る
も
の
。
退
職

金
・
公
務
災
害
掛
け
金

を
実
数
に
合
わ
せ
過
剰

負
担
金
を
軽
減
す
る
た

め
。

　②
消
防
庁
長
官
通
知
に

よ
る
「
団
員
」
階
級
の

年
額
報
酬
標
準
額
の
明

示
に
伴
う
改
正
。

　「
団
員
」
階
級
を
、
標

準
額
の
３
６
，
５
０
０

円
に
引
き
上
げ
、
上
位

階
級
に
あ
る
者
を
引
き

下
げ
る
。

　③
消
防
庁
長
官
通
知
に

よ
る
「
出
動
報
酬
」
標

準
額
の
明
示
に
伴
う
改

正
。

　
出
動
報
酬
区
分
を
見

直
し
、
８
千
円
を
上
限

に
支
出
区
分
を
３
区
分

に
変
更
す
る
も
の
。

学
校
規
模
適
正
化
推
進

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て

　
　
■
概
要

　
６
月
22
日
〜
７
月
１

日
に
か
け
て
中
学
校
統

合
に
つ
い
て
保
護
者
、

児
童
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
り
、
そ
の
結
果

に
つ
い
て
報
告
す
る
も

の
。

　①
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
率

　
82
・
９
％
。

②
校
数
に
つ
い
て 

２
校

の
選
択
が
一
番
多
く
、

次
に
１
校
、
３
校
が
同

数
で
あ
る
。

③
統
合
時
期
に
つ
い
て

は
、
５
年
〜
10
年
が
一

番
多
く
49
・
９
％
、
続

い
て
で
き
る
だ
け
早
く

が
５
年
以
内
で
34
・
２

％
で
あ
る
。

④
統
合
す
る
こ
と
で
気

に
な
る
こ
と
は
、
通
学

手
段
や
通
学
時
間
が

24
・
４
％
で
一
番
多
く
、

次
に
学
校
の
位
置
が

22
・
６
％
と
な
っ
て
い

る
。

⑤
新
し
い
中
学
校
で
心

配
な
こ
と
は
、
６
町
と

も
通
学
・
下
校
時
間
が

一
番
多
く
、
次
い
で
教

職
員
や
友
人
と
の
人
間

関
係
が
24
・
７
％
に
な

っ
て
い
る
。

⑥
児
童
生
徒
に
向
け
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

は
、
３
校
統
合
の
割
合

が
一
番
高
く
、
統
合
時

期
に
つ
い
て
は
５
年
以

内
が
40
・
４
％
、
５
年

〜
10
年
が
44
・
４
％
の

状
況
。

　　　　　　

※

統
合
を
進
め
る
上
で

気
に
な
る
こ
と
は
、
学

校
の
位
置
、通
学
方
法
、

通
学
時
間
に
つ
い
て
割

合
が
高
い
。
ま
た
、
新

し
い
中
学
校
は
友
人
が

増
え
る
と
期
待
の
声
が

一
番
多
い
結
果
と
な
っ

た
。

議
案
第
51
号
　
職
員
の

育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
　
■
概
要

　
育
児
休
業
等
の
取
得

要
件
の
緩
和
に
伴
い
、

育
児
を
行
う
職
員
の
仕

事
と
家
庭
の
両
立
を
一

層
容
易
に
す
る
た
め
、

育
児
休
業
の
分
割
取
得

や
取
得
回
数
制
限
の
緩

和
を
盛
り
込
む
改
正
を

行
う
も
の
。

　　
■
質
疑

南
澤
　
育
児
休
業
の
取

得
率
は
ど
う
い
う
状
況

な
の
か
。

　新
谷
総
務
課
長
　
男
性

の
取
得
率
は
令
和
２
年

度
で
50
％
、
令
和
３
年

度
60
％
と
な
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
女
性
職
員
は
、

１
０
０
％
で
あ
る
。

　

報
告
事
項

　閉
校
と
な
っ
た
学
校
施

設
等
の
利
活
用
に
係
る

事
業
提
案
の
審
査
結
果

に
つ
い
て

　　
■
概
要

　
本
市
で
は
、
閉
校
と

な
っ
た
学
校
施
設
等
の

利
活
用
に
係
る
事
業
提

案
の
募
集
を
行
っ
て
い

る
。

　
目
的
と
し
て
市
有
財

産
の
有
効
活
用
を
図
る
。

　　
■
審
査
会
に
つ
い
て

・
令
和
４
年
７
月
15
日

・
審
査
件
数
３
件

・
審
査
委
員
会
の
構
成

は
左
の
通
り

■
今
後
の
予
定

・
令
和
４
年
度
９
月
〜

12
月
（
詳
細
協
議
）

・
令
和
４
年
度
１
月
〜

３
月
　
事
業
開
始
準

備
、
契
約
締
結
（
賃

貸
も
し
く
は
売
買
契

約
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
９
月
15
日
に
委
員
会

を
開
き
、
議
案
２
件
を

慎
重
に
審
査
し
、
報
告

を
３
件
受
け
ま
し
た
。

　　
（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
消
防
団

員
の
定
員
、任
免
、給

与
、
服
務
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
安
芸
高
田
市
職
員
の

育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

（
報
告
事
項
）

○
閉
校
と
な
っ
た
学
校

施
設
等
の
利
活
用
に

係
る
事
業
提
案
の
審

査
結
果
に
つ
い
て

　
　
他
２
件

委
員
長
　
山
根
　
温
子

副
委
員
長
　
武
岡
　
隆
文

委
　
　
員
　
南
澤
　
克
彦

　
　
　
　
　
山
本
　
数
博

　
　
　
　
　
新
田
　
和
明

　
　
　
　
　
先
川
　
和
幸

　
　
　
　
　
山
本
　
　
優

　
　
　
　
　
宍
戸
　
邦
夫

団　員 班　長 部　長 副分団長  分団長 副団長 団　長
32,000

36,500

36,500
（改正案と同額）

37,000

37,000

37,000
（改正案と同額）

44,000

38,500

44,000

53,000

45,500

53,000

65,000

50,500

65,000

82,000

69,000

82,000

116,000

82,500

116,000

単位：円

役　職
改正前

執行部提出の
改正案
議員提出の
修正案

副市長
総務部長、企画部長
教育次長
総務部　財産管理課
教育委員会
教育総務課

委員長

委　員

オブザーバー

事務局

支出項目
出動報酬改正前

支給額
４時間未満
４時間以上

災害及び
捜索出動
警戒出動
訓練出動

2,500円
5,000円
2,000円
5,500円

支出項目 支給額
改正後

2時間未満 2,000円災害、捜索
及び警戒出動
並びに
訓練出動

2時間以上
5時間未満 4,000円

5時間以上 8,000円

■
審
査
結
果

【
採
用
２
件
】

・
旧
刈
田
小
学
校

・
旧
小
田
東
小
学
校

　
こ
の
度
不
採
用
と
な

っ
た
提
案
及
び
応
募
の

無
か
っ
た
施
設
に
つ
い

て
は
「
安
芸
高
田
市
民

間
提
案
制
度
」
で
再
度

事
業
提
案
を
募
集
す
る
。

　　
採
用
さ
れ
た
提
案
は
、

事
業
開
始
に
向
け
て
協

定
を
締
結
し
、
詳
細
協

議
を
実
施
し
て
い
く
予

定
。

　　
今
回
の
審
査
は
提
案

者
と
市
で
今
後
、
協
定

の
締
結
や
詳
細
協
議
を

す
る
対
象
を
決
め
た
も

の
で
、
現
時
点
で
事
業

化
や
契
約
締
結
な
ど
を

保
証
す
る
も
の
で
は
な

い
。

利活用が期待される閉校となった小学校

〇アニメデザインをメイン学科とした
専修学校を開校する

〇教育訓練センターとして教育訓練・
研究開発に係る事業推進

旧刈田小学校旧小田東小学校

▲委員会
動画

▲アンケートの
詳細

金
行
　
た
め
池
の
調
査

の
中
で
ど
の
く
ら
い
問

題
の
た
め
池
が
あ
る
の

か
。

森
岡
産
業
部
長
　
人
的

被
害
を
与
え
る
恐
れ
の

あ
る
防
災
重
点
た
め
池

は
４
０
８
箇
所
あ
る
。

金
行
　
廃
止
た
め
池
の

工
事
状
況
は
。

森
岡
産
業
部
長
　
平
成

30
年
度
か
ら
令
和
4
年

度
ま
で
64
カ
所
の
要
望

を
受
け
、
現
在
32
箇
所

完
成
し
て
い
る
。
申
請

が
出
て
き
て
い
な
い
所

は
調
査
中
で
あ
る
。

金
行
　
市
に
お
け
る
た

め
池
の
管
理
状
況
は
。

市
長
　
市
と
し
て
可
能

な
限
り
適
正
管
理
し
、

た
め
池
の
管
理
を
県
と

一
緒
に
や
っ
て
い
く
。

　イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

金
行
　
学
生
を
主
体
に

就
業
体
験
を
通
し
て
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

市
長
の
思
い
と
学
生
の

反
応
は
。

市
長
　
全
国
か
ら
53
名

の
応
募
で
、
実
際
12
名

受
け
入
れ
て
、
学
生
の

反
応
は
全
て
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
対
し
て
積
極
的

で
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
観

戦
や
神
楽
を
鑑
賞
し
安

芸
高
田
市
を
理
解
し
て

も
ら
い
関
係
人
口
の
創

出
に
繋
が
っ
た
。

ため池での説明会

金行　哲昭
（無所属）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
た
め
池
管
理
法
に
つ
い
て

❷
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て

秋
田
　
在
宅
生
活
支
援

に
は
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
住
環
境
の
整
備
が
必

要
と
認
識
す
る
が
、
独

居
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
世
帯
の
増
加
に
よ
り

既
存
の
制
度
で
は
充
足

で
き
な
い
生
活
課
題
が

あ
る
と
思
う
が
対
策
は
。

市
長
　
高
齢
者
の
日
常

生
活
状
況
や
健
康
状
態

在
宅
介
護
状
況
等
を
調

査
し
、
既
存
の
制
度
を

見
直
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
市
長
に
就
任
後

の
企
業
と
民
間
で
結
ん

で
き
た
協
定
を
活
用
し

地
域
共
生
社
会
の
構
築

を
考
え
て
い
る
。

秋
田
　
後
期
基
本
計
画

で
は
、「
世
界
で
一
番
住

み
た
い
と
思
え
る
ま
ち

を
目
指
し
て
」
と
し
て
、

地
域
住
民
や
関
係
者
が

つ
な
が
り
支
え
合
い
、

地
域
を
共
に
創
っ
て
い

く
体
制
づ
く
り
を
今
後

の
展
開
と
さ
れ
て
い
る

が
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
既
存
の
制
度
は

部
分
の
寄
せ
集
め
で
見

直
し
が
さ
れ
な
か
っ
た

面
が
あ
り
、
改
め
て
市

全
体
と
し
て
相
対
的
に

対
応
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

まちづくりの道標　後期基本計画のリーディングプロジェクト
（令和2年度～6年度まで）

秋田　雅朝
（無所属）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

①
集
落
機
能
の
維
持
に
つ
い
て

❷
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
に
つ

い
て
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一般
質問

一般
質問

山
本
(数
)　
市
長
の
任

期
中
に
市
営
住
宅
の
建

設
に
向
け
た
取
り
組
み

は
。

市
長
　
新
規
の
建
設
は

考
え
て
い
な
い
。

　開
庁
時
間
の
変
更
に

伴
う
市
の
策
は

　山
本
(数
)　
開
庁
時
間

の
変
更
に
伴
う
市
の
策

は
。

市
長
　
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
電
子

申
請
や
コ
ン
ビ
ニ
交
付

な
ど
を
活
用
し
、
市
役

所
に
行
か
な
く
て
も
手

続
き
が
で
き
る
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
い

る
。

　芸
備
線
を
利
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　山
本
(数
)　
昨
年
向
原

・
甲
田
の
住
民
に
よ
る

陳
情
の
取
り
扱
い
は
。

猪
掛
企
画
部
長

J
R
西
日
本
広
島
支
社

に
伝
え
て
い
る
。

山
本
(数
)　
芸
備
線
の

存
続
に
つ
い
て
市
と
し

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

市
長
　
可
能
で
あ
れ
ば
、

存
続
し
た
ほ
う
が
良
い

と
考
え
て
い
る
。

存続を問われる芸備線

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
廃
止
予
定
の
市
有
住
宅
入
居
者
に
対
す

る
対
応
に
つ
い
て

❷
開
庁
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

❸
芸
備
線
を
利
用
し
た
街
づ
く
り
に
つ
い
て

④
市
広
報
「
あ
き
た
か
た
」
9
月
号
に

お
け
る
議
会
議
員
に
対
す
る
市
民
モ

ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
記
事
に
つ
い
て

山本　数博
（清志会）

新
田
　
農
地
マ
ッ
チ
ン

グ
の
取
組
状
況
は
。

市
長
　
耕
作
放
棄
地
の

問
題
は
、
日
本
全
体
に

共
通
す
る
抗
い
難
い
大

き
な
問
題
で
、
ダ
メ
ー

ジ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
い

か
に
被
害
を
抑
え
て
い

く
か
、
非
常
に
厳
し
い

状
況
。

森
岡
産
業
部
長
　
高
齢

化
や
担
い
手
の
不
在
な

ど
、
耕
作
で
き
な
く
な

っ
た
農
地
の
相
談
を
受

け
た
場
合
、
農
業
委
員

会
や
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
に
相
談
し
、

近
隣
農
業
者
や
担
い
手

へ
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て

い
る
。

新
田
　
過
去
に
一
度
も

圃
場
整
備
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
な
い
遊
休
農
地

へ
の
基
盤
整
備
の
考
え

は
。

市
長
　
地
域
の
関
係
し

て
い
る
方
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
確
認
や
話
し
合

い
を
す
る
こ
と
が
必
要
。

圃
場
整
備
に
は
実
施
要

件
が
あ
り
、
確
認
の
上
、

協
議
し
て
い
た
だ
く
よ

う
ご
留
意
願
い
た
い
。

増え続ける耕作放棄地
（左：荒廃農地　右：遊休農地）

新田　和明
（清志会）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
耕
作
放
棄
地
の
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
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【
年
額
報
酬
に
係
る
議
論
】

　執
行
部
提
出
の
改
正
案

　　
消
防
庁
が
、
消
防
「
団

員
」
の
年
額
報
酬
に
つ

い
て
、
３
６
，
５
０
０

円
と
基
準
を
定
め
た
こ

と
に
伴
い
、
県
内
市
町

の
動
向
を
踏
ま
え
、
行

政
改
革
に
伴
う
見
直
し

で
は
な
く
、
年
額
報
酬

の
見
直
し
を
行
う
も
の
。

「
上
位
階
級
に
あ
る
者

に
つ
い
て
は
、
業
務
の

負
荷
や
職
責
等
を
勘
案

し
、
標
準
額
と
均
衡
の

と
れ
た
額
と
な
る
よ

う
」
通
知
が
あ
り
、
通

知
に
沿
う
よ
う
改
正
す

る
も
の
。

　議
員
提
出
の
修
正
案

　
　

山
本
（
数
）　近
年
頻
発
す

る
豪
雨
災
害
等
の
中
で
、

自
ら
の
危
険
と
隣
り
合

わ
せ
の
中
、
市
民
の
生

命
財
産
を
守
る
た
め
、

消
防
団
の
果
た
す
役

割
・
重
要
度
は
以
前
に

増
し
て
高
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
消

防
団
組
織
の
体
制
強
化

と
士
気
高
揚
の
た
め
に

も
年
額
報
酬
は
修
正
案

と
す
べ
き
。

　　
■
討
論

　原
案
賛
成
、修
正
案
反
対

　
　

南
澤
　
国
が
示
し
た
基

準
に
沿
っ
て
合
理
的
な

判
断
を
し
た
場
合
は
、

執
行
部
が
提
案
し
た
改

正
案
が
妥
当
。
当
事
者

の
幹
部
団
員
に
聞
い
て

も
反
対
は
な
い
。

　修
正
案
に
賛
成

　
　

先
川
　
近
年
の
自
然
災

害
の
頻
発
や
高
齢
化
が

進
む
中
で
、頼
れ
る
の
は
、

命
令
、
指
揮
系
統
が
整

っ
て
い
る
消
防
団
に
他

な
い
。
合
併
以
来
継
続

し
て
い
る
幹
部
の
報
酬

を
下
げ
る
根
本
的
な
理

由
が
な
い
。

　　
■
採
決

　
修
正
案

　
賛
成
６
　
反
対
１

可
　
　
決

　

修
正
案
を
除
く
原
案

（
定
数
減
、出
動
報
酬
）

賛
成
６
　
反
対
１

可
　
　
決

　出
動
報
酬
の
改
正

消
防
団
員
の
定
員
、
任

免
、
給
与
、
服
務
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
■
概
要

　①
団
員
定
数
の
削
減

　
８
６
５
人
を
７
７
０

人
と
す
る
も
の
。
退
職

金
・
公
務
災
害
掛
け
金

を
実
数
に
合
わ
せ
過
剰

負
担
金
を
軽
減
す
る
た

め
。

　②
消
防
庁
長
官
通
知
に

よ
る
「
団
員
」
階
級
の

年
額
報
酬
標
準
額
の
明

示
に
伴
う
改
正
。

　「
団
員
」
階
級
を
、
標

準
額
の
３
６
，
５
０
０

円
に
引
き
上
げ
、
上
位

階
級
に
あ
る
者
を
引
き

下
げ
る
。

　③
消
防
庁
長
官
通
知
に

よ
る
「
出
動
報
酬
」
標

準
額
の
明
示
に
伴
う
改

正
。

　
出
動
報
酬
区
分
を
見

直
し
、
８
千
円
を
上
限

に
支
出
区
分
を
３
区
分

に
変
更
す
る
も
の
。

学
校
規
模
適
正
化
推
進

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て

　
　
■
概
要

　
６
月
22
日
〜
７
月
１

日
に
か
け
て
中
学
校
統

合
に
つ
い
て
保
護
者
、

児
童
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
り
、
そ
の
結
果

に
つ
い
て
報
告
す
る
も

の
。

　①
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
率

　
82
・
９
％
。

②
校
数
に
つ
い
て 

２
校

の
選
択
が
一
番
多
く
、

次
に
１
校
、
３
校
が
同

数
で
あ
る
。

③
統
合
時
期
に
つ
い
て

は
、
５
年
〜
10
年
が
一

番
多
く
49
・
９
％
、
続

い
て
で
き
る
だ
け
早
く

が
５
年
以
内
で
34
・
２

％
で
あ
る
。

④
統
合
す
る
こ
と
で
気

に
な
る
こ
と
は
、
通
学

手
段
や
通
学
時
間
が

24
・
４
％
で
一
番
多
く
、

次
に
学
校
の
位
置
が

22
・
６
％
と
な
っ
て
い

る
。

⑤
新
し
い
中
学
校
で
心

配
な
こ
と
は
、
６
町
と

も
通
学
・
下
校
時
間
が

一
番
多
く
、
次
い
で
教

職
員
や
友
人
と
の
人
間

関
係
が
24
・
７
％
に
な

っ
て
い
る
。

⑥
児
童
生
徒
に
向
け
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

は
、
３
校
統
合
の
割
合

が
一
番
高
く
、
統
合
時

期
に
つ
い
て
は
５
年
以

内
が
40
・
４
％
、
５
年

〜
10
年
が
44
・
４
％
の

状
況
。

　　　　　　

※

統
合
を
進
め
る
上
で

気
に
な
る
こ
と
は
、
学

校
の
位
置
、通
学
方
法
、

通
学
時
間
に
つ
い
て
割

合
が
高
い
。
ま
た
、
新

し
い
中
学
校
は
友
人
が

増
え
る
と
期
待
の
声
が

一
番
多
い
結
果
と
な
っ

た
。

議
案
第
51
号
　
職
員
の

育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
　
■
概
要

　
育
児
休
業
等
の
取
得

要
件
の
緩
和
に
伴
い
、

育
児
を
行
う
職
員
の
仕

事
と
家
庭
の
両
立
を
一

層
容
易
に
す
る
た
め
、

育
児
休
業
の
分
割
取
得

や
取
得
回
数
制
限
の
緩

和
を
盛
り
込
む
改
正
を

行
う
も
の
。

　　
■
質
疑

南
澤
　
育
児
休
業
の
取

得
率
は
ど
う
い
う
状
況

な
の
か
。

　新
谷
総
務
課
長
　
男
性

の
取
得
率
は
令
和
２
年

度
で
50
％
、
令
和
３
年

度
60
％
と
な
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
女
性
職
員
は
、

１
０
０
％
で
あ
る
。

　

報
告
事
項

　閉
校
と
な
っ
た
学
校
施

設
等
の
利
活
用
に
係
る

事
業
提
案
の
審
査
結
果

に
つ
い
て

　　
■
概
要

　
本
市
で
は
、
閉
校
と

な
っ
た
学
校
施
設
等
の

利
活
用
に
係
る
事
業
提

案
の
募
集
を
行
っ
て
い

る
。

　
目
的
と
し
て
市
有
財

産
の
有
効
活
用
を
図
る
。

　　
■
審
査
会
に
つ
い
て

・
令
和
４
年
７
月
15
日

・
審
査
件
数
３
件

・
審
査
委
員
会
の
構
成

は
左
の
通
り

■
今
後
の
予
定

・
令
和
４
年
度
９
月
〜

12
月
（
詳
細
協
議
）

・
令
和
４
年
度
１
月
〜

３
月
　
事
業
開
始
準

備
、
契
約
締
結
（
賃

貸
も
し
く
は
売
買
契

約
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
９
月
15
日
に
委
員
会

を
開
き
、
議
案
２
件
を

慎
重
に
審
査
し
、
報
告

を
３
件
受
け
ま
し
た
。

　　
（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
消
防
団

員
の
定
員
、任
免
、給

与
、
服
務
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
安
芸
高
田
市
職
員
の

育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

（
報
告
事
項
）

○
閉
校
と
な
っ
た
学
校

施
設
等
の
利
活
用
に

係
る
事
業
提
案
の
審

査
結
果
に
つ
い
て

　
　
他
２
件

委
員
長
　
山
根
　
温
子

副
委
員
長
　
武
岡
　
隆
文

委
　
　
員
　
南
澤
　
克
彦

　
　
　
　
　
山
本
　
数
博

　
　
　
　
　
新
田
　
和
明

　
　
　
　
　
先
川
　
和
幸

　
　
　
　
　
山
本
　
　
優

　
　
　
　
　
宍
戸
　
邦
夫

団　員 班　長 部　長 副分団長  分団長 副団長 団　長
32,000

36,500

36,500
（改正案と同額）

37,000

37,000

37,000
（改正案と同額）

44,000

38,500

44,000

53,000

45,500

53,000

65,000

50,500

65,000

82,000

69,000

82,000

116,000

82,500

116,000

単位：円

役　職
改正前

執行部提出の
改正案
議員提出の
修正案

副市長
総務部長、企画部長
教育次長
総務部　財産管理課
教育委員会
教育総務課

委員長

委　員

オブザーバー

事務局

支出項目
出動報酬改正前

支給額
４時間未満
４時間以上

災害及び
捜索出動
警戒出動
訓練出動

2,500円
5,000円
2,000円
5,500円

支出項目 支給額
改正後

2時間未満 2,000円災害、捜索
及び警戒出動
並びに
訓練出動

2時間以上
5時間未満 4,000円

5時間以上 8,000円

■
審
査
結
果

【
採
用
２
件
】

・
旧
刈
田
小
学
校

・
旧
小
田
東
小
学
校

　
こ
の
度
不
採
用
と
な

っ
た
提
案
及
び
応
募
の

無
か
っ
た
施
設
に
つ
い

て
は
「
安
芸
高
田
市
民

間
提
案
制
度
」
で
再
度

事
業
提
案
を
募
集
す
る
。

　　
採
用
さ
れ
た
提
案
は
、

事
業
開
始
に
向
け
て
協

定
を
締
結
し
、
詳
細
協

議
を
実
施
し
て
い
く
予

定
。

　　
今
回
の
審
査
は
提
案

者
と
市
で
今
後
、
協
定

の
締
結
や
詳
細
協
議
を

す
る
対
象
を
決
め
た
も

の
で
、
現
時
点
で
事
業

化
や
契
約
締
結
な
ど
を

保
証
す
る
も
の
で
は
な

い
。

利活用が期待される閉校となった小学校

〇アニメデザインをメイン学科とした
専修学校を開校する

〇教育訓練センターとして教育訓練・
研究開発に係る事業推進

旧刈田小学校旧小田東小学校

▲委員会
動画

▲アンケートの
詳細

金
行
　
た
め
池
の
調
査

の
中
で
ど
の
く
ら
い
問

題
の
た
め
池
が
あ
る
の

か
。

森
岡
産
業
部
長
　
人
的

被
害
を
与
え
る
恐
れ
の

あ
る
防
災
重
点
た
め
池

は
４
０
８
箇
所
あ
る
。

金
行
　
廃
止
た
め
池
の

工
事
状
況
は
。

森
岡
産
業
部
長
　
平
成

30
年
度
か
ら
令
和
4
年

度
ま
で
64
カ
所
の
要
望

を
受
け
、
現
在
32
箇
所

完
成
し
て
い
る
。
申
請

が
出
て
き
て
い
な
い
所

は
調
査
中
で
あ
る
。

金
行
　
市
に
お
け
る
た

め
池
の
管
理
状
況
は
。

市
長
　
市
と
し
て
可
能

な
限
り
適
正
管
理
し
、

た
め
池
の
管
理
を
県
と

一
緒
に
や
っ
て
い
く
。

　イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

金
行
　
学
生
を
主
体
に

就
業
体
験
を
通
し
て
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

市
長
の
思
い
と
学
生
の

反
応
は
。

市
長
　
全
国
か
ら
53
名

の
応
募
で
、
実
際
12
名

受
け
入
れ
て
、
学
生
の

反
応
は
全
て
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
対
し
て
積
極
的

で
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
観

戦
や
神
楽
を
鑑
賞
し
安

芸
高
田
市
を
理
解
し
て

も
ら
い
関
係
人
口
の
創

出
に
繋
が
っ
た
。

ため池での説明会

金行　哲昭
（無所属）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
た
め
池
管
理
法
に
つ
い
て

❷
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て

秋
田
　
在
宅
生
活
支
援

に
は
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
住
環
境
の
整
備
が
必

要
と
認
識
す
る
が
、
独

居
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
世
帯
の
増
加
に
よ
り

既
存
の
制
度
で
は
充
足

で
き
な
い
生
活
課
題
が

あ
る
と
思
う
が
対
策
は
。

市
長
　
高
齢
者
の
日
常

生
活
状
況
や
健
康
状
態

在
宅
介
護
状
況
等
を
調

査
し
、
既
存
の
制
度
を

見
直
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
市
長
に
就
任
後

の
企
業
と
民
間
で
結
ん

で
き
た
協
定
を
活
用
し

地
域
共
生
社
会
の
構
築

を
考
え
て
い
る
。

秋
田
　
後
期
基
本
計
画

で
は
、「
世
界
で
一
番
住

み
た
い
と
思
え
る
ま
ち

を
目
指
し
て
」
と
し
て
、

地
域
住
民
や
関
係
者
が

つ
な
が
り
支
え
合
い
、

地
域
を
共
に
創
っ
て
い

く
体
制
づ
く
り
を
今
後

の
展
開
と
さ
れ
て
い
る

が
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
既
存
の
制
度
は

部
分
の
寄
せ
集
め
で
見

直
し
が
さ
れ
な
か
っ
た

面
が
あ
り
、
改
め
て
市

全
体
と
し
て
相
対
的
に

対
応
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

まちづくりの道標　後期基本計画のリーディングプロジェクト
（令和2年度～6年度まで）

秋田　雅朝
（無所属）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

①
集
落
機
能
の
維
持
に
つ
い
て

❷
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
に
つ

い
て

安芸高田市議会だより 第75号　令和4年11月15日発行 1415

一般
質問

一般
質問

山
本
(数
)　
市
長
の
任

期
中
に
市
営
住
宅
の
建

設
に
向
け
た
取
り
組
み

は
。

市
長
　
新
規
の
建
設
は

考
え
て
い
な
い
。

　開
庁
時
間
の
変
更
に

伴
う
市
の
策
は

　山
本
(数
)　
開
庁
時
間

の
変
更
に
伴
う
市
の
策

は
。

市
長
　
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
電
子

申
請
や
コ
ン
ビ
ニ
交
付

な
ど
を
活
用
し
、
市
役

所
に
行
か
な
く
て
も
手

続
き
が
で
き
る
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
い

る
。

　芸
備
線
を
利
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　山
本
(数
)　
昨
年
向
原

・
甲
田
の
住
民
に
よ
る

陳
情
の
取
り
扱
い
は
。

猪
掛
企
画
部
長

J
R
西
日
本
広
島
支
社

に
伝
え
て
い
る
。

山
本
(数
)　
芸
備
線
の

存
続
に
つ
い
て
市
と
し

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

市
長
　
可
能
で
あ
れ
ば
、

存
続
し
た
ほ
う
が
良
い

と
考
え
て
い
る
。

存続を問われる芸備線

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
廃
止
予
定
の
市
有
住
宅
入
居
者
に
対
す

る
対
応
に
つ
い
て

❷
開
庁
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

❸
芸
備
線
を
利
用
し
た
街
づ
く
り
に
つ
い
て

④
市
広
報
「
あ
き
た
か
た
」
9
月
号
に

お
け
る
議
会
議
員
に
対
す
る
市
民
モ

ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
記
事
に
つ
い
て

山本　数博
（清志会）

新
田
　
農
地
マ
ッ
チ
ン

グ
の
取
組
状
況
は
。

市
長
　
耕
作
放
棄
地
の

問
題
は
、
日
本
全
体
に

共
通
す
る
抗
い
難
い
大

き
な
問
題
で
、
ダ
メ
ー

ジ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
い

か
に
被
害
を
抑
え
て
い

く
か
、
非
常
に
厳
し
い

状
況
。

森
岡
産
業
部
長
　
高
齢

化
や
担
い
手
の
不
在
な

ど
、
耕
作
で
き
な
く
な

っ
た
農
地
の
相
談
を
受

け
た
場
合
、
農
業
委
員

会
や
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
に
相
談
し
、

近
隣
農
業
者
や
担
い
手

へ
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て

い
る
。

新
田
　
過
去
に
一
度
も

圃
場
整
備
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
な
い
遊
休
農
地

へ
の
基
盤
整
備
の
考
え

は
。

市
長
　
地
域
の
関
係
し

て
い
る
方
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
確
認
や
話
し
合

い
を
す
る
こ
と
が
必
要
。

圃
場
整
備
に
は
実
施
要

件
が
あ
り
、
確
認
の
上
、

協
議
し
て
い
た
だ
く
よ

う
ご
留
意
願
い
た
い
。

増え続ける耕作放棄地
（左：荒廃農地　右：遊休農地）

新田　和明
（清志会）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
耕
作
放
棄
地
の
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
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補正予算補正予算 補正予算補正予算
所　属 補正額計 補正額 説　　　　明

⑩教育委員会事務局

歳出合計（1）

44,448 17,400

1,822

（小学校管理費）
光熱水費
（小学校施設・設備等管理整備事業費）
修繕料　備品購入費

11,100 （中学校管理費）
光熱水費

4,687 （中学校施設・設備等管理整備事業費）
修繕料　工事請負費　等

9,959 （給食センター運営事業費）
消耗品費　光熱水費　等

△4,858 （学校支援体制整備事業費）
会計年度任用職員報酬（月額報酬）　職員手当等　等

△2,086 （社会教育総務管理費）
会計年度任用職員報酬（月額報酬）　職員手当等

△12,270 （社会教育施設維持管理費）
光熱水費　維持修繕工事　等

1,102 （文化財保護事業費）
謝礼金　史跡管理作業委託料

18,326

（体育施設維持管理費）
光熱水費　吉田運動公園指定管理　温水プール指定管理
八千代Ｂ＆Ｇ海洋センター指定管理
美土里Ｂ＆Ｇ海洋センター指定管理
高宮Ｂ＆Ｇ海洋センター指定管理

△734 （その他）
個別最適な学び推進事業費　子どもの学び充実事業費　等

38,28038,280

（単位：千円）
所　属 補正額計 補正額 説　　　　明

2．歳出（新型コロナウイルス感染症対策）

①総務部

④教育委員会事務局
歳出合計（2）

385

200
33,885

385

528

200
33,885

（庁舎管理費）
消耗品費

②福祉保健部 2,166 2,166 （新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費）
会計年度任用職員報酬（月額報酬）　職員手当等　等

③産業部 31,134

13,986 （畜産振興事業費）
飼料価格高騰緊急対策事業補助金

16,620

（外郭団体等運営指導事業費）
たかみや湯の森指定管理　神楽門前湯治村指定管理
エコミュージアム川根指定管理
道の駅「北の関宿安芸高田」指定管理
土師ダム周辺環境整備施設指定管理
（商工業振興施設管理運営費）
八千代商工施設フォルテ指定管理
（幼稚園管理運営事業費） 消耗品費

歳出合計（1）+（2） 72,165 72,165

（単位：千円）
所　属 補正額 説　　　　明

3．歳入

歳入合計
⑥諸収入
⑤繰入金
④寄附金
③県支出金
②国庫支出金
①分担金及び負担金

72,165
13,135
△20,703

300
38,904
34,509
6,020

救急支弁金　子育て支援関係雑入
財政調整基金繰入金　地域振興基金繰入金　ふるさと応援基金繰入金
消防費指定寄附金
強い農業づくり事業交付金　ひろしまサンドボックス実装支援補助金　等
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　等
人事交流負担金　未熟児養育医療費負担金

一般会計補正予算（第5号）
7216万5千円を追加
一般会計補正予算（第5号）
7216万5千円を追加

4
年
度
補
正

可
決

令和4年度安芸高田市一般会計補正予算（第5号）
　規定の歳入歳出予算の総額に、7216万5千円を追加し、歳入歳出予算の総額を
　204億3954万7千円とするものです。    

（単位：千円）
所　属 補正額計 補正額 説　　　　明

1．歳出（通常）

①危機管理監

②総務部

③企画部

④市民部

⑤福祉保健部

⑥産業部

⑦農業委員会事務局

⑧建設部

⑨消防本部

950

△98,277

11,580

4,910

△10,919

47,821

4,255

29,999

3,513

950

△123,052

24,747
28

11,874

△294

3,305

1,951

△346

3,721

1,001

781

△16,972

550

656

3,850

34,962

2,440

2,140

4,461

△688

4,255

1,140

19,533

9,474

△148

2,341
1,172

（災害対策費）　職員手当等
（人件費　人事管理事業費）
給料　職員手当等　県等派遣職員負担金　等
（庁舎管理費）　光熱水費
（その他）　総務一般管理費　地域活動拠点施設費
（光ネットワーク管理運営費）　維持修繕工事
（その他）
定住促進事業費　ふるさと応援寄附推進事業費
（人権推進事業費）
修繕料　多文化共生拠点施設指定管理　等
（葬斎場運営費）　葬斎場指定管理
（その他）
人権福祉センター管理運営費　税務管理費　等
（公立保育所管理運営費）
修繕料　維持修繕工事　等
（子育て世帯への臨時特別給付事業費）
国県支出金等精算返還金
（診療所運営費）　調査設計委託料
（特別会計繰出金）
国民健康保険特別会計繰出金　介護保険特別会計繰出金
（その他）
指定管理保育所委託費　母子保健事業費　等
（地籍調査事業費）
法務局地図修正業務委託料
（小規模崩壊地復旧事業費）　調査業務委託料
（担い手育成事業費)
研修会等参加負担金　産地パワーアップ事業補助金
（外郭団体等運営指導事業費）
道の駅「三矢の里あきたかた」指定管理　維持修繕工事　等
（企業立地推進事業費）
起業支援事業助成金　職員手当等　等
（観光振興施設管理運営費）
修繕料　サッカー公園指定管理　等
（その他）
商工業振興施設管理運営費　観光振興事業費　等
（農業委員会運営費）
耕作放棄地画像診断アプリ導入業務委託料　等
（道路橋梁総務管理費）　光熱水費
（特別会計繰出金　事業会計補助金）
農業集落排水事業特別会計繰出金
水道事業会計事業費　下水道事業会計事業費　等
（清流園管理運営事業費）
会計年度任用職員報酬（月額報酬）　光熱水費　等
（その他）
住宅建設費　県委託県道改良事業費
（消防総務管理費）　職員手当等　光熱水費　等
（消防活動管理費）　修繕料　備品購入費

武
岡
　
市
長
は
「
世
界

で
一
番
住
み
た
い
と
思

え
る
ま
ち
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
新
市
長

に
当
選
さ
れ
た
。
市
長

選
で
掲
げ
た
３
つ
の
大

き
な
公
約
に
つ
い
て
、

こ
の
２
年
間
で
ど
う
取

り
組
ん
で
き
た
の
か
市

長
主
催
の
市
政
懇
談
会

を
開
催
し
、
住
民
に
説

明
し
理
解
を
得
る
こ
と

が
重
要
と
思
う
が
。

市
長
　
二
元
代
表
制
に

お
い
て
は
、
執
行
部
は

議
会
と
相
対
す
る
。
市

民
が
ま
ず
当
た
る
の
は

議
員
だ
。
そ
れ
が
本
来

の
形
だ
。

　市
長
の
災
害
対
応
に

つ
い
て

　武
岡
　
市
長
は
昨
年
8

月
豪
雨
災
害
の
際
、「
現

場
の
被
災
状
況
は
職
員

が
私
の
目
や
耳
と
な
り

確
認
し
、
私
は
そ
の
報

告
を
受
け
て
対
応
す
れ

ば
良
い
。」
と
言
わ
れ
た

と
記
憶
し
て
い
る
が
、

あ
る
程
度
危
機
を
脱
し
、

被
災
者
も
復
旧
作
業
に

着
手
し
た
段
階
で
は
、

市
長
も
大
き
な
被
災
現

場
に
は
足
を
運
び
、
自

ら
の
目
で
確
認
し
、
住

民
等
か
ら
も
要
望
等
を

聞
く
な
ど
被
災
者
に
寄

り
添
っ
た
対
応
も
必
要

と
思
う
が
。

市
長
　
現
場
を
職
員
に

任
せ
る
こ
と
は
組
織
と

し
て
当
り
前
、
行
政
に

な
じ
み
の
な
い
方
だ
と

理
解
が
難
し
い
か
も
し

れ
な
い
が
常
識
だ
。

「百聞は一見にしかず！」
昨年８月豪雨で甚大な土石流被害を受けた人家

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
市
政
懇
談
会
に
つ
い
て

②
市
長
へ
の
住
民
等
の
個
人
面
会

に
つ
い
て

❸
市
長
の
災
害
対
応
に
つ
い
て

武岡　隆文
（清志会）

山
根
　
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に「
全
戸
調
査
」

を
選
ん
だ
理
由
は
。

猪
掛
企
画
部
長

　全
戸

調
査
は
、
サ
ン
プ
ル
調

査
と
比
べ
精
度
は
上
が

る
。
気
持
ち
の
問
題
、

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
周

知
と
市
民
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ

と
が
大
き
な
理
由
。

山
根
　
全
戸
調
査
は
国

勢
調
査
み
た
い
な
も
の

で
精
度
は
上
が
る
と
言

わ
れ
た
が
、
有
効
回
収

率
の
掲
載
が
な
い
の
は
。

市
長

　今
回
行
っ
た
も

の
は
全
数
調
査
。
回
収

率
云
々
は
結
果
論
。
紙

面
の
紙
幅
に
限
り
あ
り
。

有
効
回
収
率
は
29.1
%
。

山
根
　
市
長
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
、
皆
さ
ん
の
意
見

を
聞
く
こ
と
の
た
め
に

全
戸
調
査
を
さ
れ
た
。

自
由
記
述
欄
の
意
見
を

全
く
載
せ
な
い
こ
と
は

な
い
と
思
う
が
如
何
か
。

市
長

　こ
れ
以
上
無
用

な
コ
ス
ト
を
か
け
る
つ
も

り
は
な
い
。
1
，3
0
0

ぐ
ら
い
コ
メ
ン
ト
が
あ

り
膨
大
な
手
間
が
か
か

り
取
捨
選
択
で
き
な
い
。

全数調査の代表例は国勢調査、令和2年国勢調査回収状況

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

①
結
婚
相
談
事
業
に
つ
い
て

❷
安
芸
高
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ

　
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

山根　温子
（清志会）

令和2年国勢調査回収状況
1. インターネット及び郵送回答の状況

※前回調査の世帯数を基に算出した回答率（参考値）
出典：総務省ホームページ
 　　（https://www.soumu.go.jp｠〉 menu_news 〉 s-news）
令和2年10月 21日報道資料より

合計
インターネット
郵送

最終
71.0%
36.9%
34.1%

10/20 時点
70.7%
36.7%
34.0%

平成 27 年 令和 2年
10/20 時点※

81.3%
39.5%
41.8%

熊
高
　
山
林
は
活
か
せ

ば
資
源
と
な
り
、
放
置

す
れ
ば
環
境
悪
化
し
、

獣
な
ど
の
棲
家
と
な
る
。

総
合
的
な
対
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

市
長
　
特
定
の
産
業
に

限
ら
ず
全
て
の
産
業
の

最
適
解
を
図
る
の
が
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
趣
旨

で
あ
る
。
課
題
意
識
を

持
っ
て
森
林
・
獣
害
対

策
の
最
適
解
を
考
え
て

行
き
た
い
。

　政
治
再
建
に
つ
い
て

　熊
高
　
橋
下
徹
氏
や
成

田
祐
輔
氏
と
の
対
談
番

組
を
、
市
民
に
観
て
頂

く
事
で
、
市
長
の
政
治

再
建
の
意
図
が
よ
り
伝

わ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
橋
下
氏
、
成
田

氏
、
二
つ
の
対
談
番
組

を
通
じ
、
お
二
人
が
高

い
視
座
、
広
い
視
野
、

そ
し
て
鋭
い
視
点
を
お

持
ち
だ
と
感
じ
た
。
実

際
お
話
し
し
て
私
も
刺

激
を
受
け
た
。
願
わ
く

ば
こ
れ
か
ら
の
世
代
の

人
達
に
観
て
欲
し
い
し
、

子
ど
も
達
に
と
っ
て
も

参
考
に
な
る
番
組
だ
と

思
う
。
許
さ
れ
る
範
囲

で
紹
介
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。

AbemaTVの対談番組　橋下徹と石丸伸二

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
山
林
環
境
保
全
と
整
備
に
よ
る

獣
害
対
策
に
つ
い
て

②
安
芸
高
田
市
政
治
再
建
に
つ
い
て

熊高　昌三
（無所属）

安芸高田市議会だより 第75号　令和4年11月15日発行 1617

一般
質問

一般
質問

田
邊
　
収
入
保
険
へ
の

加
入
を
推
進
す
る
考
え

が
あ
る
か
。

森
岡
産
業
部
長
　
経
営

リ
ス
ク
を
踏
ま
え
て
加

入
を
検
討
す
る
よ
う
、

引
き
続
き
紹
介
し
て
い

く
。

　農
業
施
策
に
つ
い
て

　田
邊
　
支
援
策
と
し
て
、

堆
肥
の
補
助
金
額
を
元

に
戻
せ
な
い
か
。

市
長

　戻
せ
な
い
。
民

間
と
の
競
争
力
の
差
を

無
く
す
の
が
、
こ
の
助

成
廃
止
の
経
緯
。

田
邊
　「
水
田
活
用
の

直
接
支
払
交
付
金
」
の

交
付
対
象
が
厳
格
化
さ

れ
た
が
、
国
に
対
し
て

中
止
を
求
め
る
考
え
が

あ
る
か
。

市
長
　
国
か
ら
意
見
聴

取
が
あ
っ
た
際
、
課
題

を
提
起
し
て
い
る
。

田
邊
　
循
環
型
農
業
へ

取
り
組
む
考
え
が
あ
る

か
。

市
長

　農
家
に
と
っ
て

は
選
択
肢
の
1
つ
だ
と

捉
え
て
い
る
が
、
あ
ま

り
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

市
の
農
業
政
策
と
し
て

推
進
す
る
の
は
難
し
い

と
い
う
認
識
で
い
る
。

収入保険制度は、収入全体を対象とした
総合的なセーフティネット

田邊　介三
（シセイクラブ）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
収
入
保
険
に
つ
い
て

❷
農
業
施
策
に
つ
い
て
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補正予算補正予算 補正予算補正予算
所　属 補正額計 補正額 説　　　　明

⑩教育委員会事務局

歳出合計（1）

44,448 17,400

1,822

（小学校管理費）
光熱水費
（小学校施設・設備等管理整備事業費）
修繕料　備品購入費

11,100 （中学校管理費）
光熱水費

4,687 （中学校施設・設備等管理整備事業費）
修繕料　工事請負費　等

9,959 （給食センター運営事業費）
消耗品費　光熱水費　等

△4,858 （学校支援体制整備事業費）
会計年度任用職員報酬（月額報酬）　職員手当等　等

△2,086 （社会教育総務管理費）
会計年度任用職員報酬（月額報酬）　職員手当等

△12,270 （社会教育施設維持管理費）
光熱水費　維持修繕工事　等

1,102 （文化財保護事業費）
謝礼金　史跡管理作業委託料

18,326

（体育施設維持管理費）
光熱水費　吉田運動公園指定管理　温水プール指定管理
八千代Ｂ＆Ｇ海洋センター指定管理
美土里Ｂ＆Ｇ海洋センター指定管理
高宮Ｂ＆Ｇ海洋センター指定管理

△734 （その他）
個別最適な学び推進事業費　子どもの学び充実事業費　等

38,28038,280

（単位：千円）
所　属 補正額計 補正額 説　　　　明

2．歳出（新型コロナウイルス感染症対策）

①総務部

④教育委員会事務局
歳出合計（2）

385

200
33,885

385

528

200
33,885

（庁舎管理費）
消耗品費

②福祉保健部 2,166 2,166 （新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費）
会計年度任用職員報酬（月額報酬）　職員手当等　等

③産業部 31,134

13,986 （畜産振興事業費）
飼料価格高騰緊急対策事業補助金

16,620

（外郭団体等運営指導事業費）
たかみや湯の森指定管理　神楽門前湯治村指定管理
エコミュージアム川根指定管理
道の駅「北の関宿安芸高田」指定管理
土師ダム周辺環境整備施設指定管理
（商工業振興施設管理運営費）
八千代商工施設フォルテ指定管理
（幼稚園管理運営事業費） 消耗品費

歳出合計（1）+（2） 72,165 72,165

（単位：千円）
所　属 補正額 説　　　　明

3．歳入

歳入合計
⑥諸収入
⑤繰入金
④寄附金
③県支出金
②国庫支出金
①分担金及び負担金

72,165
13,135
△20,703

300
38,904
34,509
6,020

救急支弁金　子育て支援関係雑入
財政調整基金繰入金　地域振興基金繰入金　ふるさと応援基金繰入金
消防費指定寄附金
強い農業づくり事業交付金　ひろしまサンドボックス実装支援補助金　等
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　等
人事交流負担金　未熟児養育医療費負担金

一般会計補正予算（第5号）
7216万5千円を追加
一般会計補正予算（第5号）
7216万5千円を追加

4
年
度
補
正

可
決

令和4年度安芸高田市一般会計補正予算（第5号）
　規定の歳入歳出予算の総額に、7216万5千円を追加し、歳入歳出予算の総額を
　204億3954万7千円とするものです。    

（単位：千円）
所　属 補正額計 補正額 説　　　　明

1．歳出（通常）

①危機管理監

②総務部

③企画部

④市民部

⑤福祉保健部

⑥産業部

⑦農業委員会事務局

⑧建設部

⑨消防本部

950

△98,277

11,580

4,910

△10,919

47,821

4,255

29,999

3,513

950

△123,052

24,747
28

11,874

△294

3,305

1,951

△346

3,721

1,001

781

△16,972

550

656

3,850

34,962

2,440

2,140

4,461

△688

4,255

1,140

19,533

9,474

△148

2,341
1,172

（災害対策費）　職員手当等
（人件費　人事管理事業費）
給料　職員手当等　県等派遣職員負担金　等
（庁舎管理費）　光熱水費
（その他）　総務一般管理費　地域活動拠点施設費
（光ネットワーク管理運営費）　維持修繕工事
（その他）
定住促進事業費　ふるさと応援寄附推進事業費
（人権推進事業費）
修繕料　多文化共生拠点施設指定管理　等
（葬斎場運営費）　葬斎場指定管理
（その他）
人権福祉センター管理運営費　税務管理費　等
（公立保育所管理運営費）
修繕料　維持修繕工事　等
（子育て世帯への臨時特別給付事業費）
国県支出金等精算返還金
（診療所運営費）　調査設計委託料
（特別会計繰出金）
国民健康保険特別会計繰出金　介護保険特別会計繰出金
（その他）
指定管理保育所委託費　母子保健事業費　等
（地籍調査事業費）
法務局地図修正業務委託料
（小規模崩壊地復旧事業費）　調査業務委託料
（担い手育成事業費)
研修会等参加負担金　産地パワーアップ事業補助金
（外郭団体等運営指導事業費）
道の駅「三矢の里あきたかた」指定管理　維持修繕工事　等
（企業立地推進事業費）
起業支援事業助成金　職員手当等　等
（観光振興施設管理運営費）
修繕料　サッカー公園指定管理　等
（その他）
商工業振興施設管理運営費　観光振興事業費　等
（農業委員会運営費）
耕作放棄地画像診断アプリ導入業務委託料　等
（道路橋梁総務管理費）　光熱水費
（特別会計繰出金　事業会計補助金）
農業集落排水事業特別会計繰出金
水道事業会計事業費　下水道事業会計事業費　等
（清流園管理運営事業費）
会計年度任用職員報酬（月額報酬）　光熱水費　等
（その他）
住宅建設費　県委託県道改良事業費
（消防総務管理費）　職員手当等　光熱水費　等
（消防活動管理費）　修繕料　備品購入費

武
岡
　
市
長
は
「
世
界

で
一
番
住
み
た
い
と
思

え
る
ま
ち
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
新
市
長

に
当
選
さ
れ
た
。
市
長

選
で
掲
げ
た
３
つ
の
大

き
な
公
約
に
つ
い
て
、

こ
の
２
年
間
で
ど
う
取

り
組
ん
で
き
た
の
か
市

長
主
催
の
市
政
懇
談
会

を
開
催
し
、
住
民
に
説

明
し
理
解
を
得
る
こ
と

が
重
要
と
思
う
が
。

市
長
　
二
元
代
表
制
に

お
い
て
は
、
執
行
部
は

議
会
と
相
対
す
る
。
市

民
が
ま
ず
当
た
る
の
は

議
員
だ
。
そ
れ
が
本
来

の
形
だ
。

　市
長
の
災
害
対
応
に

つ
い
て

　武
岡
　
市
長
は
昨
年
8

月
豪
雨
災
害
の
際
、「
現

場
の
被
災
状
況
は
職
員

が
私
の
目
や
耳
と
な
り

確
認
し
、
私
は
そ
の
報

告
を
受
け
て
対
応
す
れ

ば
良
い
。」
と
言
わ
れ
た

と
記
憶
し
て
い
る
が
、

あ
る
程
度
危
機
を
脱
し
、

被
災
者
も
復
旧
作
業
に

着
手
し
た
段
階
で
は
、

市
長
も
大
き
な
被
災
現

場
に
は
足
を
運
び
、
自

ら
の
目
で
確
認
し
、
住

民
等
か
ら
も
要
望
等
を

聞
く
な
ど
被
災
者
に
寄

り
添
っ
た
対
応
も
必
要

と
思
う
が
。

市
長
　
現
場
を
職
員
に

任
せ
る
こ
と
は
組
織
と

し
て
当
り
前
、
行
政
に

な
じ
み
の
な
い
方
だ
と

理
解
が
難
し
い
か
も
し

れ
な
い
が
常
識
だ
。

「百聞は一見にしかず！」
昨年８月豪雨で甚大な土石流被害を受けた人家

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
市
政
懇
談
会
に
つ
い
て

②
市
長
へ
の
住
民
等
の
個
人
面
会

に
つ
い
て

❸
市
長
の
災
害
対
応
に
つ
い
て

武岡　隆文
（清志会）

山
根
　
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に「
全
戸
調
査
」

を
選
ん
だ
理
由
は
。

猪
掛
企
画
部
長

　全
戸

調
査
は
、
サ
ン
プ
ル
調

査
と
比
べ
精
度
は
上
が

る
。
気
持
ち
の
問
題
、

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
周

知
と
市
民
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ

と
が
大
き
な
理
由
。

山
根
　
全
戸
調
査
は
国

勢
調
査
み
た
い
な
も
の

で
精
度
は
上
が
る
と
言

わ
れ
た
が
、
有
効
回
収

率
の
掲
載
が
な
い
の
は
。

市
長

　今
回
行
っ
た
も

の
は
全
数
調
査
。
回
収

率
云
々
は
結
果
論
。
紙

面
の
紙
幅
に
限
り
あ
り
。

有
効
回
収
率
は
29.1
%
。

山
根
　
市
長
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
、
皆
さ
ん
の
意
見

を
聞
く
こ
と
の
た
め
に

全
戸
調
査
を
さ
れ
た
。

自
由
記
述
欄
の
意
見
を

全
く
載
せ
な
い
こ
と
は

な
い
と
思
う
が
如
何
か
。

市
長

　こ
れ
以
上
無
用

な
コ
ス
ト
を
か
け
る
つ
も

り
は
な
い
。
1
，3
0
0

ぐ
ら
い
コ
メ
ン
ト
が
あ

り
膨
大
な
手
間
が
か
か

り
取
捨
選
択
で
き
な
い
。

全数調査の代表例は国勢調査、令和2年国勢調査回収状況

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

①
結
婚
相
談
事
業
に
つ
い
て

❷
安
芸
高
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ

　
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

山根　温子
（清志会）

令和2年国勢調査回収状況
1. インターネット及び郵送回答の状況

※前回調査の世帯数を基に算出した回答率（参考値）
出典：総務省ホームページ
 　　（https://www.soumu.go.jp｠〉 menu_news 〉 s-news）
令和2年10月 21日報道資料より

合計
インターネット
郵送

最終
71.0%
36.9%
34.1%

10/20 時点
70.7%
36.7%
34.0%

平成 27 年 令和 2年
10/20 時点※

81.3%
39.5%
41.8%

熊
高
　
山
林
は
活
か
せ

ば
資
源
と
な
り
、
放
置

す
れ
ば
環
境
悪
化
し
、

獣
な
ど
の
棲
家
と
な
る
。

総
合
的
な
対
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

市
長
　
特
定
の
産
業
に

限
ら
ず
全
て
の
産
業
の

最
適
解
を
図
る
の
が
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
趣
旨

で
あ
る
。
課
題
意
識
を

持
っ
て
森
林
・
獣
害
対

策
の
最
適
解
を
考
え
て

行
き
た
い
。

　政
治
再
建
に
つ
い
て

　熊
高
　
橋
下
徹
氏
や
成

田
祐
輔
氏
と
の
対
談
番

組
を
、
市
民
に
観
て
頂

く
事
で
、
市
長
の
政
治

再
建
の
意
図
が
よ
り
伝

わ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
橋
下
氏
、
成
田

氏
、
二
つ
の
対
談
番
組

を
通
じ
、
お
二
人
が
高

い
視
座
、
広
い
視
野
、

そ
し
て
鋭
い
視
点
を
お

持
ち
だ
と
感
じ
た
。
実

際
お
話
し
し
て
私
も
刺

激
を
受
け
た
。
願
わ
く

ば
こ
れ
か
ら
の
世
代
の

人
達
に
観
て
欲
し
い
し
、

子
ど
も
達
に
と
っ
て
も

参
考
に
な
る
番
組
だ
と

思
う
。
許
さ
れ
る
範
囲

で
紹
介
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。

AbemaTVの対談番組　橋下徹と石丸伸二

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
山
林
環
境
保
全
と
整
備
に
よ
る

獣
害
対
策
に
つ
い
て

②
安
芸
高
田
市
政
治
再
建
に
つ
い
て

熊高　昌三
（無所属）

安芸高田市議会だより 第75号　令和4年11月15日発行 1617

一般
質問

一般
質問

田
邊
　
収
入
保
険
へ
の

加
入
を
推
進
す
る
考
え

が
あ
る
か
。

森
岡
産
業
部
長
　
経
営

リ
ス
ク
を
踏
ま
え
て
加

入
を
検
討
す
る
よ
う
、

引
き
続
き
紹
介
し
て
い

く
。

　農
業
施
策
に
つ
い
て

　田
邊
　
支
援
策
と
し
て
、

堆
肥
の
補
助
金
額
を
元

に
戻
せ
な
い
か
。

市
長

　戻
せ
な
い
。
民

間
と
の
競
争
力
の
差
を

無
く
す
の
が
、
こ
の
助

成
廃
止
の
経
緯
。

田
邊
　「
水
田
活
用
の

直
接
支
払
交
付
金
」
の

交
付
対
象
が
厳
格
化
さ

れ
た
が
、
国
に
対
し
て

中
止
を
求
め
る
考
え
が

あ
る
か
。

市
長
　
国
か
ら
意
見
聴

取
が
あ
っ
た
際
、
課
題

を
提
起
し
て
い
る
。

田
邊
　
循
環
型
農
業
へ

取
り
組
む
考
え
が
あ
る

か
。

市
長

　農
家
に
と
っ
て

は
選
択
肢
の
1
つ
だ
と

捉
え
て
い
る
が
、
あ
ま

り
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

市
の
農
業
政
策
と
し
て

推
進
す
る
の
は
難
し
い

と
い
う
認
識
で
い
る
。

収入保険制度は、収入全体を対象とした
総合的なセーフティネット

田邊　介三
（シセイクラブ）

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
収
入
保
険
に
つ
い
て

❷
農
業
施
策
に
つ
い
て



委
員
長
　
金
行
哲
昭

副
委
員
長
　
新
田
和
明

委
員
　
議
長
・
監
査
委
員
を
除

く
全
委
員

　　　
主
な
質
疑

　■
一
般
会
計

　《
総
務
部
》

　【
総
務
課
】
　

南
澤
委
員
　
人
事
管
理
事
業
に

つ
い
て
令
和
３
年
度
当
初
予
算

の
施
政
方
針
の
中
で
「
人
事

評
価
の
見
直
し
を
含
め
た
人
材

育
成
に
注
力
す
る
」
と
あ
っ
た
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
た
の

か
。

新
谷
課
長
　
被
評
価
者
が
目
標

設
定
を
し
、
管
理
職
が
評
価
を

す
る
が
、
さ
ら
に
上
の
調
整
者

と
な
る
仕
組
み
を
運
用
さ
せ
た
。

ま
た
評
価
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
仕
組
み
を
確
立
し
運
用
し

て
い
る
。
人
材
育
成
に
つ
い
て

は
研
修
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

　

山
本
（
数
）
委
員
　
一
般
管
理

事
業
の
弁
護
士
委
託
料
に
つ
い

て
内
容
を
伺
う
。

新
谷
課
長
　
弁
護
土
へ
の
着
手

金
２
件
。
係
争
中
で
あ
り
、
個

人
情
報
の
関
係
も
あ
り
、
内
容

に
つ
い
て
は
控
え
る
。

　《福
祉
保
健
部
》

　南
澤
委
員
　
保
育
園
の
待
機
児

童
6
人
の
要
因
に
つ
い
て
伺
う
。

佐
藤
課
長
　
１
つ
の
保
育
園
の

み
を
希
望
さ
れ
、
そ
こ
が
だ
め

だ
っ
た
ら
自
宅
で
保
育
す
る
と

い
う
人
た
ち
の
人
数
で
あ
る
。

保
育
園
に
入
り
た
く
て
も
入
れ

な
か
っ
た
待
機
で
は
な
い
。

　《産
業
部
》

　【農
林
水
産
課
】

山
本
（
優
）
委
員
　
水
産
業
総

務
管
理
事
業
に
つ
い
て
、
八
千

代
の
養
魚
場
は
、
昨
年
の
災
害

で
水
路
が
決
壊
し
た
こ
と
に
よ

り
休
業
し
て
い
る
。
今
後
は
ど

う
す
る
の
か
。

森
田
課
長
　
土
地
は
、
国
土
交

通
省
が
管
理
し
て
お
り
、
現
在

は
、
市
が
占
用
し
て
い
る
。
今

後
は
個
人
に
は
認
め
な
い
が
、

地
域
で
あ
れ
ば
占
用
を
認
め
る

こ
と
も
で
き
る
と
聞
い
て
い
る

の
で
、
地
元
に
協
議
を
お
願
い

し
て
い
る
。
地
元
が
引
き
継
い

で
運
営
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
譲

渡
を
す
る
方
針
で
あ
る
。

　【商
工
観
光
課
】

山
本
（
数
）
委
員
　
外
郭
団
体

等
運
営
指
導
事
業
に
つ
い
て
神

楽
門
前
湯
治
村
と
た
か
み
や
湯

の
森
の
利
用
者
計
画
値
と
実
績

値
が
逆
転
し
て
い
る
が
、
何
が

原
因
か
分
析
し
て
い
る
の
か
。

松
田
課
長
　
客
層
の
違
い
で
あ

る
。
た
か
み
や
湯
の
森
は
、
安

芸
高
田
市
内
や
、
近
隣
市
町
を

中
心
に
来
て
も
ら
っ
て
い
る
。

神
楽
門
前
湯
治
村
で
は
、
広
島

市
や
県
外
か
ら
が
多
い
。
神
楽

門
前
湯
治
村
は
、
金
土
日
の
神

楽
公
演
も
中
止
し
て
い
た
た
め
、

今
回
の
実
績
値
に
な
っ
た
と
考

え
て
い
る
。

　《
教
育
委
員
会
》

　【学
校
教
育
課
】

南
澤
委
員
　
検
定
公
費
負
担
事

業
の
利
用
率
は
？
検
定
内
容
を

広
げ
る
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

内
藤
課
長
　
対
象
生
徒
6
1
6

人
中
3
6
5
人
が
利
用
し
、
実

施
率
は
59
％
だ
っ
た
。
学
校
が

取
り
ま
と
め
、
団
体
受
検
が
可

能
な
も
の
に
つ
い
て
は
今
年
度

対
象
と
し
た
い
。

　■
討
論

　反
対
討
論

山
本
（
数
）
委
員
　
総
務
費
の

給
料
3
4
1
万
8
1
7
8
円
の

不
用
額
は
、
1
月
か
ら
3
月
ま

で
の
二
人
目
の
副
市
長
給
与
が

主
な
も
の
と
説
明
が
あ
っ
た
。

1
月
に
予
算
調
整
を
お
こ
な
っ

た
時
点
で
、
予
算
執
行
の
予
定

は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
減

額
せ
ず
に
不
用
額
と
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。

　
予
算
の
財
源
は
、
一
般
財
源

で
あ
り
、
減
額
し
他
の
業
務
に

有
効
利
用
を
は
か
る
べ
き
で

あ
っ
た
。

　
ま
た
、
市
が
被
告
と
な
る
裁

判
費
用
に
つ
い
て
、
議
会
人
と

し
て
、
支
出
の
正
当
性
を
知
る

た
め
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
２
件

の
事
案
と
回
答
が
あ
り
、
概
要

に
つ
い
て
は
、
裁
判
へ
の
影
響

や
、
個
人
情
報
を
理
由
に
、
概

要
の
説
明
が
な
か
っ
た
た
め
、

支
出
に
正
当
性
が
あ
る
か
、
適

切
な
執
行
で
あ
る
か
の
判
断
は

で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
決
算
を

認
め
ら
れ
な
い
。

　山
根
委
員
　「
広
報
あ
き
た
か

た
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
市

政
の
動
き
」
は
、
市
政
の
見
え

る
化
・
わ
か
る
化
を
進
め
る
と

し
て
い
た
が
、
当
初
か
ら
、
議

会
や
議
員
さ
ら
に
は
報
道
機
関

に
向
け
た
、
一
方
的
な
解
釈
に

よ
る
批
判
や
主
張
に
紙
面
が
使

わ
れ
て
い
る
。
為
政
者
の
思
惑

で
恣
意
的
に
広
報
誌
が
扱
わ
れ

る
こ
と
は
、
広
報
の
役
割
に
大

き
な
影
響
を
与
え
、
地
域
住
民

に
正
し
い
情
報
を
伝
え
る
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
立

地
適
正
化
計
画
ア
ン
ケ
ー
ト
の

調
査
方
法
は
、
市
長
の
気
持
ち

の
問
題
が
大
き
い
と
の
理
由
で
、

プ
ラ
ン
策
定
の
周
知
と
皆
さ
ん

の
思
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
と

い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

重
視
し
て
標
本
調
査
か
ら
、
全

戸
調
査
に
変
更
し
、
追
加
補
正

を
行
っ
た
。
市
長
は
、
重
視
し

た
市
民
の
思
い
、
自
由
記
述
の

意
見
に
無
用
な
コ
ス
ト
を
か
け

る
つ
も
り
は
な
い
と
答
弁
。
何

の
た
め
の
調
査
変
更
だ
っ
た
の

か
。

　
恣
意
的
な
判
断
に
よ
り
、
予

算
の
適
切
な
執
行
が
さ
れ
ず
、

時
間
、
労
力
、
コ
ス
ト
を
か
け

た
上
に
十
分
な
成
果
は
出
せ
て

い
な
い
の
で
反
対
。

　　
賛
成
3
　
反
対
９

不
認
定

委員長報告（抜粋）
令和3年度普通会計の決算規模は、歳入歳出ともに
前年度を下回るものとなった。 ポイントは以下の通り

安芸高田市議会だより 6第75号　令和4年11月15日発行

予算決算常任委員会予算決算常任委員会 予算決算常任委員会予算決算常任委員会

令和3年度決算審査　普通会計令和3年度決算審査　普通会計
歳入：230億2743万円
歳出：217億9264万2千円
歳入：230億2743万円
歳出：217億9264万2千円

決算審査 動画配信 Youtube決算審査 動画配信 Youtube

実 質 収 支
単年度収支

実質単年度収支

929,034
395,974

167,387

533,060
281,162

－73,647

395,974
114,812

241,034

改　善
改　善

改善（6年ぶりの黒字）

令和３年度 令和2年度 前年度比較 傾　向
歳入歳出差引額－翌年度繰越額
実質収支－前年度実質収支
単年度収支＋財政調整基金積立金＋
地方債繰上償還額－財政調整基金取崩額

解　説
（単位：千円）【収支】

経常収支比率
実質公債費比率
将来負担比率

88.6%
12.3%
83.9%

92.8%
12.9%
94.7%

－4.2%
－0.6%

－10.8%

改　善
改　善
改　善

令和3年度 令和2年度 前年対比 傾　向
経常的な収入のうち経常的な支出に充てられている割合
財政規模に対する公債費の割合　早期健全化基準は25％以上
財政規模に対する負債の割合　早期健全化基準350％

解　説
（単位：千円）【指標】

第1日目
9月21日

第2日目
9月26日

危機管理監、総務部、会計課、行政委員会、
企画部、消防本部、市民部、福祉保健部

産業部、農業委員会、建設部、公営企業部、
教育委員会、議会事務局

7

議案が市のホームページで、
閲覧できます。

児
玉
　
DX
を
推
進
の
た

め
の
外
部
企
業
と
連
携

し
た
組
織
が
必
要
で
は
。

市
長
　
外
部
、
民
間
も

含
め
て
相
談
室
と
い
う

規
模
で
用
意
し
た
い
。

児
玉
　
DX
の
定
量
的
目

的
は
職
員
人
件
費
の
削

減
で
は
。

市
長

　生
産
性
を
向
上

さ
せ
た
結
果
と
し
て
省

人
化
し
コ
ス
ト
抑
え
た

い
。
実
現
す
べ
き
課
題

と
思
っ
て
い
る
。

　向
原
高
校
の
存
続
に

つ
い
て

　児
玉
　
来
年
も
引
き
続

き
全
校
生
徒
数
が
80
名

以
下
に
な
る
と
統
廃
合

の
対
象
と
な
る
。
存
続

を
県
教
委
に
働
き
か
け

る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

国
や
県
に
要
望
・
陳
情

を
言
っ
て
も
財
政
に
は

限
り
が
あ
る
。
高
校
の

存
続
は
県
が
決
め
た
方

針
で
あ
り
、
発
言
す
る

立
場
に
な
い
と
い
う
認

識
で
あ
る
。

　市
内
小
中
学
校
の

周
辺
環
境
整
備

児
玉
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
衰
退
や
生
徒
数

の
減
少
に
よ
り
草
刈
り

等
、
美
化
活
動
へ
の
学

校
の
負
担
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
。
支
援
が
必

要
で
は
。

教
育
長
　
来
年
度
予
算

編
成
に
向
け
必
要
経
費

を
要
求
し
て
い
く
。

PTAによるボランティア活動

相互理解に資する「産後白書４」

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
DX
(デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
)の
推
進
に
つ
い
て

❷
広
島
県
立
向
原
高
校
の
存
続
に
つ
い
て

❸
市
内
小
中
学
校
の
周
辺
環
境
整
備

に
つ
い
て

児玉　史則
（清志会）

南
澤
　
産
後
の
母
体
の

変
化
、
赤
ち
ゃ
ん
中
心

の
生
活
に
よ
る
ス
ト
レ

ス
、
夫
婦
間
の
す
れ
違

い
な
ど
、
産
後
に
起
こ

り
得
る
変
化
を
パ
ー
ト

ナ
ー
が
知
る
機
会
が
な

い
。
こ
れ
に
つ
い
て
の

啓
発
書「
産
後
白
書
４
」

が
出
て
い
る
。
妊
娠
期

の
カ
ッ
プ
ル
に
配
布
し

て
は
。

市
長
　
健
診
時
に
紹
介

は
で
き
そ
う
だ
。

南
澤
　
白
書
に
よ
れ
ば

産
後
に
離
婚
を
考
え
た

方
は
30
％
を
超
え
、
厚

労
省
の
デ
ー
タ
で
も
子

の
い
る
家
庭
の
方
が
離

婚
率
が
高
い
。

市
長

　家
族
観
に
つ
い

て
行
政
が
口
を
挟
む
べ

き
で
な
い
。
ど
の
選
択

肢
を
取
っ
て
も
幸
せ
に

な
れ
る
環
境
づ
く
り
が

必
要
だ
。

南
澤
　
選
択
は
自
由
だ
。

た
だ
産
後
の
わ
か
り
あ

え
な
さ
が
起
点
と
な
っ

て
、
す
れ
違
い
が
大
き

く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

相
互
理
解
の
一
助
に
な

る
と
思
う
。

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

①
市
長
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ

い
て

❷
産
後
ケ
ア
に
つ
い
て

南澤　克彦
（シセイクラブ）

市
長
　
相
互
理
解
は
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
大
事

だ
。
そ
の
た
め
に
は
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
。

白
書
は
一
助
に
な
る
か

も
。
ま
ず
は
現
場
の
声

を
聞
い
て
み
る
。
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一般
質問

山
本
(優
)　
　
田
園
パ

ラ
ッ
ツ
ォ
、
八
千
代

フ
ォ
ル
テ
修
繕
計
画
に

つ
い
て
。

市
長
　
必
要
最
小
限
の

修
繕
を
行
い
使
用
に
支

障
が
な
い
よ
う
運
営
。

山
本
(優
)　
修
繕
が
中

止
と
な
っ
た
理
由
は
設

計
変
更
が
有
っ
た
の
で

は
。

宮
本
教
育
次
長
　
コ
ロ

ナ
対
策
を
含
め
て
設
計

し
、
高
額
と
な
っ
た
た

め
。

山
本
(優
)　
フ
ォ
ル
テ

の
修
繕
計
画
に
つ
い
て

は
。

宮
本
教
育
次
長
　
施
設

設
備
に
寿
命
が
き
て
い

る
の
で
調
査
、
検
討
を

始
め
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る

情
報
提
供

　山
本
(優
)　
メ
デ
ィ
ア

へ
の「
情
報
提
供
な
し
」

が
続
い
て
い
る
が
。

市
長
　
中
国
新
聞
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
に
問
題
が
有

る
と
認
め
た
た
め
、
情

報
提
供
を
遠
慮
し
て
い

る
。

山
本
(優
)　
市
民
の
大

多
数
が
購
読
者
で
あ
り
、

新
聞
社
に
も
情
報
提
供

を
望
む
。

市
長
　
市
と
し
て
は
必

要
な
情
報
は
発
信
し
て

い
る
。

　コ
ロ
ナ
対
策
補
助
金

　山
本
(優
)　
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
導

入
補
助
金
の
申
請
期
日

変
更
に
つ
い
て

内
藤
市
民
部
長
　
効
果

が
高
ま
る
よ
う
検
討
し

た
結
果
で
あ
る
。

いつまで続くこの状況！

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
市
文
化
施
設
に
つ
い
て

❷
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
情
報
提
供

に
つ
い
て

❸
コ
ロ
ナ
対
策
補
助
金
に
つ
い
て

山本　優
（清志会）

先
川
　
引
き
続
き
政
治

改
革
に
取
り
組
む
と
さ

れ
て
い
る
が
、
市
長
も

一
市
民
で
あ
り
、
平
成

25
年
に
制
定
さ
れ
た
安

芸
高
田
市
民
憲
章
を
ど

う
認
識
し
て
い
る
か
。

市
長
　
政
治
改
革
と
市

民
憲
章
の
関
係
が
よ
く

解
ら
な
い
が
、
あ
え
て

言
う
な
ら
、
良
い
も
の

悪
い
も
の
を
今
改
め
て

問
い
、世
に
示
す
こ
と
。

先
川
　
新
聞
報
道
に
よ

る
と
「
変
え
る
た
め
に

は
騒
ぐ
し
か
な
い
等
々
」

と
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
実
態
を
見
る
と
ま
さ

に
市
長
が
火
を
つ
け
て

い
る
よ
う
に
し
か
見
え

な
い
が
。

市
長
　
改
革
に
は
市
民

の
意
識
改
革
が
必
要
で

あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
も
っ
て
提
起
す
る
。

　陳
情
要
望
に
つ
い
て

　先
川
　
国
・
県
の
動
向

を
い
ち
早
く
得
る
に
は
、

日
頃
の
活
動
が
必
要
で

あ
る
が
そ
の
実
態
は
。

市
長
　
そ
れ
な
り
に
や

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

む
や
み
に
や
っ
て
も
意

味
が
な
く
、
適
宜
適
切

に
行
っ
て
い
る
。安芸高田市民憲章の石碑

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
安
芸
高
田
市
民
憲
章
の
認
識
に
つ

い
て

❷
国
・
県
へ
の
陳
情
要
望
活
動
に
つ

い
て

③
広
島
県
内
陸
協
の
認
識
に
つ
い
て

先川　和幸
（清志会）

一般
質問



委
員
長
　
金
行
哲
昭

副
委
員
長
　
新
田
和
明

委
員
　
議
長
・
監
査
委
員
を
除

く
全
委
員

　　　
主
な
質
疑

　■
一
般
会
計

　《
総
務
部
》

　【
総
務
課
】
　

南
澤
委
員
　
人
事
管
理
事
業
に

つ
い
て
令
和
３
年
度
当
初
予
算

の
施
政
方
針
の
中
で
「
人
事

評
価
の
見
直
し
を
含
め
た
人
材

育
成
に
注
力
す
る
」
と
あ
っ
た
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
た
の

か
。

新
谷
課
長
　
被
評
価
者
が
目
標

設
定
を
し
、
管
理
職
が
評
価
を

す
る
が
、
さ
ら
に
上
の
調
整
者

と
な
る
仕
組
み
を
運
用
さ
せ
た
。

ま
た
評
価
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
仕
組
み
を
確
立
し
運
用
し

て
い
る
。
人
材
育
成
に
つ
い
て

は
研
修
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

　

山
本
（
数
）
委
員
　
一
般
管
理

事
業
の
弁
護
士
委
託
料
に
つ
い

て
内
容
を
伺
う
。

新
谷
課
長
　
弁
護
土
へ
の
着
手

金
２
件
。
係
争
中
で
あ
り
、
個

人
情
報
の
関
係
も
あ
り
、
内
容

に
つ
い
て
は
控
え
る
。

　《福
祉
保
健
部
》

　南
澤
委
員
　
保
育
園
の
待
機
児

童
6
人
の
要
因
に
つ
い
て
伺
う
。

佐
藤
課
長
　
１
つ
の
保
育
園
の

み
を
希
望
さ
れ
、
そ
こ
が
だ
め

だ
っ
た
ら
自
宅
で
保
育
す
る
と

い
う
人
た
ち
の
人
数
で
あ
る
。

保
育
園
に
入
り
た
く
て
も
入
れ

な
か
っ
た
待
機
で
は
な
い
。

　《産
業
部
》

　【農
林
水
産
課
】

山
本
（
優
）
委
員
　
水
産
業
総

務
管
理
事
業
に
つ
い
て
、
八
千

代
の
養
魚
場
は
、
昨
年
の
災
害

で
水
路
が
決
壊
し
た
こ
と
に
よ

り
休
業
し
て
い
る
。
今
後
は
ど

う
す
る
の
か
。

森
田
課
長
　
土
地
は
、
国
土
交

通
省
が
管
理
し
て
お
り
、
現
在

は
、
市
が
占
用
し
て
い
る
。
今

後
は
個
人
に
は
認
め
な
い
が
、

地
域
で
あ
れ
ば
占
用
を
認
め
る

こ
と
も
で
き
る
と
聞
い
て
い
る

の
で
、
地
元
に
協
議
を
お
願
い

し
て
い
る
。
地
元
が
引
き
継
い

で
運
営
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
譲

渡
を
す
る
方
針
で
あ
る
。

　【商
工
観
光
課
】

山
本
（
数
）
委
員
　
外
郭
団
体

等
運
営
指
導
事
業
に
つ
い
て
神

楽
門
前
湯
治
村
と
た
か
み
や
湯

の
森
の
利
用
者
計
画
値
と
実
績

値
が
逆
転
し
て
い
る
が
、
何
が

原
因
か
分
析
し
て
い
る
の
か
。

松
田
課
長
　
客
層
の
違
い
で
あ

る
。
た
か
み
や
湯
の
森
は
、
安

芸
高
田
市
内
や
、
近
隣
市
町
を

中
心
に
来
て
も
ら
っ
て
い
る
。

神
楽
門
前
湯
治
村
で
は
、
広
島

市
や
県
外
か
ら
が
多
い
。
神
楽

門
前
湯
治
村
は
、
金
土
日
の
神

楽
公
演
も
中
止
し
て
い
た
た
め
、

今
回
の
実
績
値
に
な
っ
た
と
考

え
て
い
る
。

　《
教
育
委
員
会
》

　【学
校
教
育
課
】

南
澤
委
員
　
検
定
公
費
負
担
事

業
の
利
用
率
は
？
検
定
内
容
を

広
げ
る
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

内
藤
課
長
　
対
象
生
徒
6
1
6

人
中
3
6
5
人
が
利
用
し
、
実

施
率
は
59
％
だ
っ
た
。
学
校
が

取
り
ま
と
め
、
団
体
受
検
が
可

能
な
も
の
に
つ
い
て
は
今
年
度

対
象
と
し
た
い
。

　■
討
論

　反
対
討
論

山
本
（
数
）
委
員
　
総
務
費
の

給
料
3
4
1
万
8
1
7
8
円
の

不
用
額
は
、
1
月
か
ら
3
月
ま

で
の
二
人
目
の
副
市
長
給
与
が

主
な
も
の
と
説
明
が
あ
っ
た
。

1
月
に
予
算
調
整
を
お
こ
な
っ

た
時
点
で
、
予
算
執
行
の
予
定

は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
減

額
せ
ず
に
不
用
額
と
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。

　
予
算
の
財
源
は
、
一
般
財
源

で
あ
り
、
減
額
し
他
の
業
務
に

有
効
利
用
を
は
か
る
べ
き
で

あ
っ
た
。

　
ま
た
、
市
が
被
告
と
な
る
裁

判
費
用
に
つ
い
て
、
議
会
人
と

し
て
、
支
出
の
正
当
性
を
知
る

た
め
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
２
件

の
事
案
と
回
答
が
あ
り
、
概
要

に
つ
い
て
は
、
裁
判
へ
の
影
響

や
、
個
人
情
報
を
理
由
に
、
概

要
の
説
明
が
な
か
っ
た
た
め
、

支
出
に
正
当
性
が
あ
る
か
、
適

切
な
執
行
で
あ
る
か
の
判
断
は

で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
決
算
を

認
め
ら
れ
な
い
。

　山
根
委
員
　「
広
報
あ
き
た
か

た
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
市

政
の
動
き
」
は
、
市
政
の
見
え

る
化
・
わ
か
る
化
を
進
め
る
と

し
て
い
た
が
、
当
初
か
ら
、
議

会
や
議
員
さ
ら
に
は
報
道
機
関

に
向
け
た
、
一
方
的
な
解
釈
に

よ
る
批
判
や
主
張
に
紙
面
が
使

わ
れ
て
い
る
。
為
政
者
の
思
惑

で
恣
意
的
に
広
報
誌
が
扱
わ
れ

る
こ
と
は
、
広
報
の
役
割
に
大

き
な
影
響
を
与
え
、
地
域
住
民

に
正
し
い
情
報
を
伝
え
る
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
立

地
適
正
化
計
画
ア
ン
ケ
ー
ト
の

調
査
方
法
は
、
市
長
の
気
持
ち

の
問
題
が
大
き
い
と
の
理
由
で
、

プ
ラ
ン
策
定
の
周
知
と
皆
さ
ん

の
思
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
と

い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

重
視
し
て
標
本
調
査
か
ら
、
全

戸
調
査
に
変
更
し
、
追
加
補
正

を
行
っ
た
。
市
長
は
、
重
視
し

た
市
民
の
思
い
、
自
由
記
述
の

意
見
に
無
用
な
コ
ス
ト
を
か
け

る
つ
も
り
は
な
い
と
答
弁
。
何

の
た
め
の
調
査
変
更
だ
っ
た
の

か
。

　
恣
意
的
な
判
断
に
よ
り
、
予

算
の
適
切
な
執
行
が
さ
れ
ず
、

時
間
、
労
力
、
コ
ス
ト
を
か
け

た
上
に
十
分
な
成
果
は
出
せ
て

い
な
い
の
で
反
対
。

　　
賛
成
3
　
反
対
９

不
認
定

委員長報告（抜粋）
令和3年度普通会計の決算規模は、歳入歳出ともに
前年度を下回るものとなった。 ポイントは以下の通り

安芸高田市議会だより 6第75号　令和4年11月15日発行

予算決算常任委員会予算決算常任委員会 予算決算常任委員会予算決算常任委員会

令和3年度決算審査　普通会計令和3年度決算審査　普通会計
歳入：230億2743万円
歳出：217億9264万2千円
歳入：230億2743万円
歳出：217億9264万2千円

決算審査 動画配信 Youtube決算審査 動画配信 Youtube

実 質 収 支
単年度収支

実質単年度収支

929,034
395,974

167,387

533,060
281,162

－73,647

395,974
114,812

241,034

改　善
改　善

改善（6年ぶりの黒字）

令和３年度 令和2年度 前年度比較 傾　向
歳入歳出差引額－翌年度繰越額
実質収支－前年度実質収支
単年度収支＋財政調整基金積立金＋
地方債繰上償還額－財政調整基金取崩額

解　説
（単位：千円）【収支】

経常収支比率
実質公債費比率
将来負担比率

88.6%
12.3%
83.9%

92.8%
12.9%
94.7%

－4.2%
－0.6%

－10.8%

改　善
改　善
改　善

令和3年度 令和2年度 前年対比 傾　向
経常的な収入のうち経常的な支出に充てられている割合
財政規模に対する公債費の割合　早期健全化基準は25％以上
財政規模に対する負債の割合　早期健全化基準350％

解　説
（単位：千円）【指標】

第1日目
9月21日

第2日目
9月26日

危機管理監、総務部、会計課、行政委員会、
企画部、消防本部、市民部、福祉保健部

産業部、農業委員会、建設部、公営企業部、
教育委員会、議会事務局

7

議案が市のホームページで、
閲覧できます。

児
玉
　
DX
を
推
進
の
た

め
の
外
部
企
業
と
連
携

し
た
組
織
が
必
要
で
は
。

市
長
　
外
部
、
民
間
も

含
め
て
相
談
室
と
い
う

規
模
で
用
意
し
た
い
。

児
玉
　
DX
の
定
量
的
目

的
は
職
員
人
件
費
の
削

減
で
は
。

市
長

　生
産
性
を
向
上

さ
せ
た
結
果
と
し
て
省

人
化
し
コ
ス
ト
抑
え
た

い
。
実
現
す
べ
き
課
題

と
思
っ
て
い
る
。

　向
原
高
校
の
存
続
に

つ
い
て

　児
玉
　
来
年
も
引
き
続

き
全
校
生
徒
数
が
80
名

以
下
に
な
る
と
統
廃
合

の
対
象
と
な
る
。
存
続

を
県
教
委
に
働
き
か
け

る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

国
や
県
に
要
望
・
陳
情

を
言
っ
て
も
財
政
に
は

限
り
が
あ
る
。
高
校
の

存
続
は
県
が
決
め
た
方

針
で
あ
り
、
発
言
す
る

立
場
に
な
い
と
い
う
認

識
で
あ
る
。

　市
内
小
中
学
校
の

周
辺
環
境
整
備

児
玉
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
衰
退
や
生
徒
数

の
減
少
に
よ
り
草
刈
り

等
、
美
化
活
動
へ
の
学

校
の
負
担
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
。
支
援
が
必

要
で
は
。

教
育
長
　
来
年
度
予
算

編
成
に
向
け
必
要
経
費

を
要
求
し
て
い
く
。

PTAによるボランティア活動

相互理解に資する「産後白書４」

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
DX
(デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
)の
推
進
に
つ
い
て

❷
広
島
県
立
向
原
高
校
の
存
続
に
つ
い
て

❸
市
内
小
中
学
校
の
周
辺
環
境
整
備

に
つ
い
て

児玉　史則
（清志会）

南
澤
　
産
後
の
母
体
の

変
化
、
赤
ち
ゃ
ん
中
心

の
生
活
に
よ
る
ス
ト
レ

ス
、
夫
婦
間
の
す
れ
違

い
な
ど
、
産
後
に
起
こ

り
得
る
変
化
を
パ
ー
ト

ナ
ー
が
知
る
機
会
が
な

い
。
こ
れ
に
つ
い
て
の

啓
発
書「
産
後
白
書
４
」

が
出
て
い
る
。
妊
娠
期

の
カ
ッ
プ
ル
に
配
布
し

て
は
。

市
長
　
健
診
時
に
紹
介

は
で
き
そ
う
だ
。

南
澤
　
白
書
に
よ
れ
ば

産
後
に
離
婚
を
考
え
た

方
は
30
％
を
超
え
、
厚

労
省
の
デ
ー
タ
で
も
子

の
い
る
家
庭
の
方
が
離

婚
率
が
高
い
。

市
長

　家
族
観
に
つ
い

て
行
政
が
口
を
挟
む
べ

き
で
な
い
。
ど
の
選
択

肢
を
取
っ
て
も
幸
せ
に

な
れ
る
環
境
づ
く
り
が

必
要
だ
。

南
澤
　
選
択
は
自
由
だ
。

た
だ
産
後
の
わ
か
り
あ

え
な
さ
が
起
点
と
な
っ

て
、
す
れ
違
い
が
大
き

く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

相
互
理
解
の
一
助
に
な

る
と
思
う
。

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

①
市
長
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ

い
て

❷
産
後
ケ
ア
に
つ
い
て

南澤　克彦
（シセイクラブ）

市
長
　
相
互
理
解
は
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
大
事

だ
。
そ
の
た
め
に
は
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
。

白
書
は
一
助
に
な
る
か

も
。
ま
ず
は
現
場
の
声

を
聞
い
て
み
る
。
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山
本
(優
)　
　
田
園
パ

ラ
ッ
ツ
ォ
、
八
千
代

フ
ォ
ル
テ
修
繕
計
画
に

つ
い
て
。

市
長
　
必
要
最
小
限
の

修
繕
を
行
い
使
用
に
支

障
が
な
い
よ
う
運
営
。

山
本
(優
)　
修
繕
が
中

止
と
な
っ
た
理
由
は
設

計
変
更
が
有
っ
た
の
で

は
。

宮
本
教
育
次
長
　
コ
ロ

ナ
対
策
を
含
め
て
設
計

し
、
高
額
と
な
っ
た
た

め
。

山
本
(優
)　
フ
ォ
ル
テ

の
修
繕
計
画
に
つ
い
て

は
。

宮
本
教
育
次
長
　
施
設

設
備
に
寿
命
が
き
て
い

る
の
で
調
査
、
検
討
を

始
め
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る

情
報
提
供

　山
本
(優
)　
メ
デ
ィ
ア

へ
の「
情
報
提
供
な
し
」

が
続
い
て
い
る
が
。

市
長
　
中
国
新
聞
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
に
問
題
が
有

る
と
認
め
た
た
め
、
情

報
提
供
を
遠
慮
し
て
い

る
。

山
本
(優
)　
市
民
の
大

多
数
が
購
読
者
で
あ
り
、

新
聞
社
に
も
情
報
提
供

を
望
む
。

市
長
　
市
と
し
て
は
必

要
な
情
報
は
発
信
し
て

い
る
。

　コ
ロ
ナ
対
策
補
助
金

　山
本
(優
)　
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
導

入
補
助
金
の
申
請
期
日

変
更
に
つ
い
て

内
藤
市
民
部
長
　
効
果

が
高
ま
る
よ
う
検
討
し

た
結
果
で
あ
る
。

いつまで続くこの状況！

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
市
文
化
施
設
に
つ
い
て

❷
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
情
報
提
供

に
つ
い
て

❸
コ
ロ
ナ
対
策
補
助
金
に
つ
い
て

山本　優
（清志会）

先
川
　
引
き
続
き
政
治

改
革
に
取
り
組
む
と
さ

れ
て
い
る
が
、
市
長
も

一
市
民
で
あ
り
、
平
成

25
年
に
制
定
さ
れ
た
安

芸
高
田
市
民
憲
章
を
ど

う
認
識
し
て
い
る
か
。

市
長
　
政
治
改
革
と
市

民
憲
章
の
関
係
が
よ
く

解
ら
な
い
が
、
あ
え
て

言
う
な
ら
、
良
い
も
の

悪
い
も
の
を
今
改
め
て

問
い
、世
に
示
す
こ
と
。

先
川
　
新
聞
報
道
に
よ

る
と
「
変
え
る
た
め
に

は
騒
ぐ
し
か
な
い
等
々
」

と
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
実
態
を
見
る
と
ま
さ

に
市
長
が
火
を
つ
け
て

い
る
よ
う
に
し
か
見
え

な
い
が
。

市
長
　
改
革
に
は
市
民

の
意
識
改
革
が
必
要
で

あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
も
っ
て
提
起
す
る
。

　陳
情
要
望
に
つ
い
て

　先
川
　
国
・
県
の
動
向

を
い
ち
早
く
得
る
に
は
、

日
頃
の
活
動
が
必
要
で

あ
る
が
そ
の
実
態
は
。

市
長
　
そ
れ
な
り
に
や

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

む
や
み
に
や
っ
て
も
意

味
が
な
く
、
適
宜
適
切

に
行
っ
て
い
る
。安芸高田市民憲章の石碑

こ
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

❶
安
芸
高
田
市
民
憲
章
の
認
識
に
つ

い
て

❷
国
・
県
へ
の
陳
情
要
望
活
動
に
つ

い
て

③
広
島
県
内
陸
協
の
認
識
に
つ
い
て

先川　和幸
（清志会）

一般
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吉田会場

災害時の避難所・体制・対応について
災害後の復旧対応について   
防災について   

日程等

ご意見・ご要望の内訳（全体） 合　計　　　吉　田　　　八千代　　　　　　　　　　　美土里　　　高　宮　　　甲　田　　　向　原

7 月 14 ～ 17 日にかけて、議会が各町を巡回し、地域懇談会を開催しました。
テーマ別の意見交換を行った後、テーマ以外の自由な意見もお聞きしました。
いただいたご意見は議会内で共有し、対応を検討してまいります。

八千代文化施設　フォルテ

日　時 会　場 参加人数時　間

美土里生涯学習センター　まなび

高宮支所

クリスタルアージョ

甲田文化センター　ミューズ

向原生涯学習センター　みらい

7 月 14 日 (木)

7 月 15 日 (金)

7 月 16 日 (土)

7 月 17 日 (日)

「安芸高田市議会による地域懇談会」
結 果 報 告

「安芸高田市議会による地域懇談会」
結 果 報 告

の貴重なご意見をいただきました。
ご参加いただき、ありがとうございました。674件

テーマ①：災害対応について

市長と議会の関係について
議会・議員について
市長について

テーマ②：議会運営について

市の施策について  
広報誌・情報発信について  
獣害被害について  
空き家対策について  
少子化対策について  
公共施設について  
その他  

テーマ③：市政に対する自由な意見
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19

42

16
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41 八千代会場

甲田会場

向原会場

美土里会場

高宮会場

地域懇談会地域懇談会 地域懇談会地域懇談会
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討
　
　
　
論

　■
原
案
賛
成
、
修
正
案
反
対

芦
田
　
安
芸
高
田
市
の
場
合
、

県
や
県
内
各
市
町
と
十
分
な
情

報
交
換
を
し
た
う
え
で
報
酬
額

（
案
）
を
示
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
階
級
に
よ
り
増
額
に
な

る
も
の
、
現
行
よ
り
減
額
に
な

る
も
の
が
あ
る
が
、
全
体
的
に

は
国
の
示
し
た
標
準
額
を
ベ
ー

ス
に
合
理
性
、
整
合
性
の
あ
る

も
の
に
な
っ
て
い
る
。
修
正
案

は
修
正
の
合
理
的
な
根
拠
が
な

く
、
標
準
額
と
の
均
衡
も
図
ら

れ
て
お
ら
ず
、
役
職
の
団
員
の

報
酬
額
を
高
額
に
据
え
置
く
も

の
で
、
修
正
理
由
と
整
合
性
が

取
れ
な
い
。

　秋
田
　
国
の
通
知
内
容
や
県
内

市
町
の
年
額
報
酬
状
況
を
踏
ま

え
、
大
半
が
交
付
税
単
価
の
額

を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
執
行

部
の
説
明
で
は
年
額
報
酬
の
改

正
、
改
定
案
に
つ
い
て
は
幹
部

会
議
等
で
消
防
団
に
説
明
さ
れ
、

提
案
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
は

議
会
と
し
て
重
要
視
す
る
必
要

が
あ
る
。
修
正
案
反
対
の
立
場

で
討
論
と
す
る
。

　

田
邊
　
こ
の
度
、
国
か
ら
消
防

団
の
報
酬
基
準
が
示
さ
れ
た
。

あ
く
ま
で
も
基
準
な
の
で
自
治

体
で
報
酬
金
額
を
決
め
る
こ
と

も
で
き
る
。
修
正
案
で
は
消
防

団
の
活
動
や
総
意
の
調
査
、
団

員
へ
の
説
明
を
し
て
い
な
い
状

態
で
あ
り
議
論
で
き
な
い
。
原

案
は
報
酬
の
根
拠
は
団
員
へ
説

明
・
聞
き
取
り
さ
れ
、
活
動
実

績
は
把
握
し
て
い
る
状
態
。
仕

方
な
い
と
い
う
形
で
も
一
定
の

理
解
を
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

消
防
団
と
し
て
の
総
意
と
考
え

る
。
以
上
の
こ
と
で
原
案
に
賛

成
す
る
。

　南
澤
　
団
の
体
制
強
化
、
士
気

高
揚
が
提
案
理
由
だ
が
、
団
員

は
「
報
酬
の
た
め
に
消
防
団
活

動
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
」
と
言
う
方
ば
か
り
で
あ
る
。

ま
た
「
合
併
時
定
め
た
額
が
最

適
」
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は

常
備
消
防
も
広
域
組
合
も
な

か
っ
た
向
原
町
の
報
酬
額
が
突

出
し
て
高
く
、
そ
の
他
５
町
と

の
報
酬
の
均
衡
を
図
る
た
め
の

額
で
あ
る
。
業
務
負
荷
や
職
責

を
勘
案
し
た
形
跡
は
見
受
け
ら

れ
な
い
。
ま
た
市
の
面
積
を
分

団
数
で
割
っ
た
値
も
県
内
で
は

平
均
的
で
あ
る
。
修
正
案
に
よ

り
県
内
一
高
い
報
酬
額
と
な
る

が
、
そ
の
正
当
な
理
由
が
な
い
。

加
え
て
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、

議
会
主
導
で
執
行
部
提
案
よ
り

年
額
約
1
4
2
万
の
負
担
増
を

強
い
る
修
正
案
で
あ
る
。
議
会

の
責
任
は
重
く
、
議
員
定
数
や

報
酬
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
申
し
伝
え
修
正
案

反
対
と
す
る
。

　熊
高
　
原
案
賛
成
修
正
案
反
対

の
討
論
を
さ
れ
た
お
二
人
は
消

防
団
員
で
消
防
団
精
神
を
鑑
み

て
発
言
さ
れ
た
と
思
う
。
旧
町

か
ら
消
防
団
は
指
揮
命
令
系
統

が
し
っ
か
り
と
し
、
意
識
が
高

い
。
さ
ら
に
合
併
後
も
そ
の
精

神
を
受
け
継
い
で
い
る
。
修
正

案
は
消
防
団
の
誇
り
を
傷
付
け

る
よ
う
な
内
容
で
あ
る
こ
と
を

私
は
感
じ
る
の
で
原
案
賛
成
修

正
案
反
対
で
あ
る
。

　■
修
正
案
に
賛
成

　大
下
　
消
防
団
は
生
命
・
財
産

を
守
り
、
市
民
の
た
め
の
消
防

団
で
あ
る
。
国
は
非
常
勤
消
防

団
員
報
酬
で
上
位
階
級
に
あ
る

者
等
は
「
市
町
村
で
業
務
の
負

担
や
職
責
等
勘
案
し
均
等
の
と

れ
た
額
を
定
め
る
」
と
し
、
現

在
部
長
以
上
の
報
酬
は
合
併
時

に
均
衡
の
原
則
に
基
づ
き
定
め

て
い
る
。
処
遇
改
善
の
趣
旨
、

均
衡
の
原
則
の
観
点
、
今
後
の

団
員
確
保
の
観
点
か
ら
修
正
案

に
賛
成
す
る
。

児
玉
　
各
市
町
に
よ
っ
て
は
国

の
交
付
金
に
沿
う
よ
う
見
直
さ

れ
て
い
る
が
、
対
象
と
な
る
地

域
の
面
積
、
隊
員
の
人
数
、
災

害
発
生
件
数
、
危
険
個
所
数
等

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
条
件
が
異
な

る
た
め
、
県
内
一
律
に
考
え
る

必
要
は
な
い
。
ま
た
、
幹
部
は

規
律
を
維
持
し
た
組
織
づ
く
り

に
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
月
額
1

万
円
も
満
た
な
い
報
酬
の
カ
ッ

ト
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下

が
危
惧
さ
れ
る
。
地
域
の
た
め

の
自
己
犠
牲
の
精
神
に
基
づ
く

活
動
は
誰
も
が
敬
意
を
示
し
報

い
る
社
会
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
そ
の
報
酬
は
市
民
の
感
謝
の

気
持
ち
の
表
れ
で
あ
り
、
減
額

の
必
要
は
な
い
。

　■
委
員
会
修
正
案

　賛
成
９
　
反
対
６

　■
修
正
案
除
く
原
案
賛
成

　賛
成
15
　
反
対
０

　

※

賛
成
・
反
対
の
議
員
名
は
賛
否
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。（
22
ペ
ー
ジ
）

■
議
案
第
62
号

　財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　　　
■
概
要

　　
職
員
業
務
用
パ
ソ
コ
ン
３

３
６
台
を
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型

か
ら
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
に

更
新
す
る
も
の
。

※

令
和
４
年
７
月
20
日
　
臨
時
会
に
お

い
て
予
算
は
議
決
済
。
詳
細
は
５
ペ
ー

ジ
へ

　■
質
疑

　田
邊
　
こ
の
額
面
よ
り
安
価
に

取
得
で
き
た
の
で
は
。

　■
答
弁

　行
森
総
務
部
長
　
デ
ス
ク
ト
ッ

プ
型
よ
り
６
割
程
度
の
金
額
で
、

９
社
の
指
名
競
争
で
一
番
安
い

業
者
か
ら
購
入
し
た
。

　■
質
疑

　南
澤
　
Ｈ
Ｄ
M
Ｉ
変
換
ア
ダ
プ

タ
ー
が
パ
ソ
コ
ン
と
同
じ
数
必

要
な
理
由
は
。

　■
答
弁

　行
森
総
務
部
長
　
既
存
の
デ
ス

ク
ト
ッ
プ
の
モ
ニ
タ
ー
と
接
続

し
２
画
面
で
使
用
す
る
た
め
。

　　
賛
成
15
　
反
対
０

可
　
決

（消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の
一部を改正する条例の修正案の議決風景）

令和4年度　一般会計補正予算（第5号）令和4年度　一般会計補正予算（第5号）
補正額　7216万5千円追加し、予算総額を

204億3954万7千円204億3954万7千円
◇新型コロナ感染症が長期化する中、

ウクライナ侵攻等による原油価格高騰への
支援施策等

第2回
臨時会
7月20日

一般会計2億5748万1千円追加一般会計2億5748万1千円追加
（パソコン購入費 光ネットワーク管理費他）

予算総額203億1221万1千円予算総額203億1221万1千円
（一般会計補正予算第3号）

補
正
予
算
の
主
な
内
容

　　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て
、

住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯

等
に
１
世
帯
当
た
り
５
万
円
を

支
給
す
る
生
活
給
付
金
と
、
令

和
４
年
第
２
回
臨
時
会
で
補
正

の
あ
っ
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
等
導
入
補
助
金
を
追

加
計
上
す
る
も
の
。

　再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
等
導
入
補
助
金
に

つ
い
て

　　
■
概
要

予
算
編
成
時
は
１
１
０
０
万

円
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
市

内
の
複
数
業
者
に
対
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
想
定
以
上
の
ニ
ー

ズ
が
見
込
ま
れ
た
た
め
追
加

で
３
０
０
万
円
を
増
額
す
る

も
の
。
申
請
期
間
は
令
和
４

年
９
月
１
日
か
ら
令
和
５
年

２
月
28
日
ま
で
。

　質
疑
　
申
請
期
間
に
つ
い
て
、

７
月
20
日
の
時
点
で
は
４
月
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
と
答
弁
が
あ
っ

た
が
、
実
際
に
７
月
20
日
か
ら

現
在
ま
で
に
購
入
さ
れ
た
方
が

い
た
場
合
の
対
応
は
ど
う
す
る

の
か
。

　答
弁
　
９
月
１
日
以
降
に
申
請

さ
れ
た
方
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
す
る
も
の
で
遡
及
は
し
な

い
。

　反
対
討
論

　先
川
　
７
月
20
日
の
臨
時
会
で

施
行
を
４
月
１
日
に
さ
か
の
ぼ

る
こ
と
で
議
決
し
て
お
り
、
今

回
９
月
１
日
以
降
が
対
象
に
な

る
と
い
う
の
は
市
民
を
だ
ま
す

こ
と
に
な
り
議
会
も
議
決
権
を

無
視
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
反
対

す
る
。

　山
根
　
７
月
20
日
に
い
っ
た
ん

議
会
が
議
決
し
た
こ
と
を
な
い

が
し
ろ
に
す
る
よ
う
な
こ
と
は

認
め
ら
れ
な
い
。

　賛
成
討
論

　熊
高
　
７
月
20
日
の
臨
時
議
会

で
の
や
り
取
り
が
課
題
に
な
っ

て
い
る
。
４
月
１
日
に
さ
か
の

ぼ
る
と
い
う
や
り
取
り
も
あ
っ

た
が
、
今
回
の
補
正
予
算
に
つ

い
て
は
充
分
議
論
し
た
う
え
で

確
認
で
き
た
の
で
賛
成
す
る
。

　賛
成
11
　
反
対
4

可
　
　
決

補
正
予
算
の
主
な
内
容

　①
通
常
分
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
関
係
手
続
支
援
業
務
委
託

料
、
毛
利
元
就
郡
山
城
入
城
５
０
０

年
記
念
事
業
に
係
る
パ
ネ
ル
作
成

業
務
委
託
料
な
ど
の
増
額

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

原
油
価
格
、
物
価
高
騰
対
応
分
と

し
て
、
原
油
価
格
高
騰
緊
急
経
済

対
策
事
業
補
助
金
な
ど
の
増
額

　主
な
質
疑
と
答
弁

　質
疑
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
補
助
金
の
受
付
な
ど
の
説
明
を

求
め
る
。

　答
弁
　
令
和
4
年
4
月
1
日
以
降
に

契
約
し
た
も
の
に
つ
い
て
対
象
と
し
、

9
月
1
日
か
ら
申
請
の
受
付
を
行
う
。

　質
疑
　
電
算
シ
ス
テ
ム
事
業
費
の
、

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
3
3
6
台
の
導
入

に
つ
い
て
伺
う
。

　答
弁
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
無
線
L
A
N

環
境
を
整
備
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
分
散
業
務
を

可
能
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　賛
成
15
　
反
対
0可

　
　
決

第3回
臨時会
8月17日

一般会計5517万1千円追加一般会計5517万1千円追加
（コロナ禍における物価高騰対応分など）

予算総額203億6738万2千円予算総額203億6738万2千円
（一般会計補正予算第4号）
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吉田会場

災害時の避難所・体制・対応について
災害後の復旧対応について   
防災について   

日程等

ご意見・ご要望の内訳（全体） 合　計　　　吉　田　　　八千代　　　　　　　　　　　美土里　　　高　宮　　　甲　田　　　向　原

7 月 14 ～ 17 日にかけて、議会が各町を巡回し、地域懇談会を開催しました。
テーマ別の意見交換を行った後、テーマ以外の自由な意見もお聞きしました。
いただいたご意見は議会内で共有し、対応を検討してまいります。

八千代文化施設　フォルテ

日　時 会　場 参加人数時　間

美土里生涯学習センター　まなび

高宮支所

クリスタルアージョ

甲田文化センター　ミューズ

向原生涯学習センター　みらい

7 月 14 日 (木)

7 月 15 日 (金)

7 月 16 日 (土)

7 月 17 日 (日)

「安芸高田市議会による地域懇談会」
結 果 報 告

「安芸高田市議会による地域懇談会」
結 果 報 告

の貴重なご意見をいただきました。
ご参加いただき、ありがとうございました。674件

テーマ①：災害対応について

市長と議会の関係について
議会・議員について
市長について

テーマ②：議会運営について

市の施策について  
広報誌・情報発信について  
獣害被害について  
空き家対策について  
少子化対策について  
公共施設について  
その他  

テーマ③：市政に対する自由な意見
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安芸高田市議会だより 45 第75号　令和4年11月15日発行

臨 時 会臨 時 会 9月定例会9月定例会

　
討
　
　
　
論

　■
原
案
賛
成
、
修
正
案
反
対

芦
田
　
安
芸
高
田
市
の
場
合
、

県
や
県
内
各
市
町
と
十
分
な
情

報
交
換
を
し
た
う
え
で
報
酬
額

（
案
）
を
示
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
階
級
に
よ
り
増
額
に
な

る
も
の
、
現
行
よ
り
減
額
に
な

る
も
の
が
あ
る
が
、
全
体
的
に

は
国
の
示
し
た
標
準
額
を
ベ
ー

ス
に
合
理
性
、
整
合
性
の
あ
る

も
の
に
な
っ
て
い
る
。
修
正
案

は
修
正
の
合
理
的
な
根
拠
が
な

く
、
標
準
額
と
の
均
衡
も
図
ら

れ
て
お
ら
ず
、
役
職
の
団
員
の

報
酬
額
を
高
額
に
据
え
置
く
も

の
で
、
修
正
理
由
と
整
合
性
が

取
れ
な
い
。

　秋
田
　
国
の
通
知
内
容
や
県
内

市
町
の
年
額
報
酬
状
況
を
踏
ま

え
、
大
半
が
交
付
税
単
価
の
額

を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
執
行

部
の
説
明
で
は
年
額
報
酬
の
改

正
、
改
定
案
に
つ
い
て
は
幹
部

会
議
等
で
消
防
団
に
説
明
さ
れ
、

提
案
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
は

議
会
と
し
て
重
要
視
す
る
必
要

が
あ
る
。
修
正
案
反
対
の
立
場

で
討
論
と
す
る
。

　

田
邊
　
こ
の
度
、
国
か
ら
消
防

団
の
報
酬
基
準
が
示
さ
れ
た
。

あ
く
ま
で
も
基
準
な
の
で
自
治

体
で
報
酬
金
額
を
決
め
る
こ
と

も
で
き
る
。
修
正
案
で
は
消
防

団
の
活
動
や
総
意
の
調
査
、
団

員
へ
の
説
明
を
し
て
い
な
い
状

態
で
あ
り
議
論
で
き
な
い
。
原

案
は
報
酬
の
根
拠
は
団
員
へ
説

明
・
聞
き
取
り
さ
れ
、
活
動
実

績
は
把
握
し
て
い
る
状
態
。
仕

方
な
い
と
い
う
形
で
も
一
定
の

理
解
を
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

消
防
団
と
し
て
の
総
意
と
考
え

る
。
以
上
の
こ
と
で
原
案
に
賛

成
す
る
。

　南
澤
　
団
の
体
制
強
化
、
士
気

高
揚
が
提
案
理
由
だ
が
、
団
員

は
「
報
酬
の
た
め
に
消
防
団
活

動
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
」
と
言
う
方
ば
か
り
で
あ
る
。

ま
た
「
合
併
時
定
め
た
額
が
最

適
」
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は

常
備
消
防
も
広
域
組
合
も
な

か
っ
た
向
原
町
の
報
酬
額
が
突

出
し
て
高
く
、
そ
の
他
５
町
と

の
報
酬
の
均
衡
を
図
る
た
め
の

額
で
あ
る
。
業
務
負
荷
や
職
責

を
勘
案
し
た
形
跡
は
見
受
け
ら

れ
な
い
。
ま
た
市
の
面
積
を
分

団
数
で
割
っ
た
値
も
県
内
で
は

平
均
的
で
あ
る
。
修
正
案
に
よ

り
県
内
一
高
い
報
酬
額
と
な
る

が
、
そ
の
正
当
な
理
由
が
な
い
。

加
え
て
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、

議
会
主
導
で
執
行
部
提
案
よ
り

年
額
約
1
4
2
万
の
負
担
増
を

強
い
る
修
正
案
で
あ
る
。
議
会

の
責
任
は
重
く
、
議
員
定
数
や

報
酬
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
申
し
伝
え
修
正
案

反
対
と
す
る
。

　熊
高
　
原
案
賛
成
修
正
案
反
対

の
討
論
を
さ
れ
た
お
二
人
は
消

防
団
員
で
消
防
団
精
神
を
鑑
み

て
発
言
さ
れ
た
と
思
う
。
旧
町

か
ら
消
防
団
は
指
揮
命
令
系
統

が
し
っ
か
り
と
し
、
意
識
が
高

い
。
さ
ら
に
合
併
後
も
そ
の
精

神
を
受
け
継
い
で
い
る
。
修
正

案
は
消
防
団
の
誇
り
を
傷
付
け

る
よ
う
な
内
容
で
あ
る
こ
と
を

私
は
感
じ
る
の
で
原
案
賛
成
修

正
案
反
対
で
あ
る
。

　■
修
正
案
に
賛
成

　大
下
　
消
防
団
は
生
命
・
財
産

を
守
り
、
市
民
の
た
め
の
消
防

団
で
あ
る
。
国
は
非
常
勤
消
防

団
員
報
酬
で
上
位
階
級
に
あ
る

者
等
は
「
市
町
村
で
業
務
の
負

担
や
職
責
等
勘
案
し
均
等
の
と

れ
た
額
を
定
め
る
」
と
し
、
現

在
部
長
以
上
の
報
酬
は
合
併
時

に
均
衡
の
原
則
に
基
づ
き
定
め

て
い
る
。
処
遇
改
善
の
趣
旨
、

均
衡
の
原
則
の
観
点
、
今
後
の

団
員
確
保
の
観
点
か
ら
修
正
案

に
賛
成
す
る
。

児
玉
　
各
市
町
に
よ
っ
て
は
国

の
交
付
金
に
沿
う
よ
う
見
直
さ

れ
て
い
る
が
、
対
象
と
な
る
地

域
の
面
積
、
隊
員
の
人
数
、
災

害
発
生
件
数
、
危
険
個
所
数
等

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
条
件
が
異
な

る
た
め
、
県
内
一
律
に
考
え
る

必
要
は
な
い
。
ま
た
、
幹
部
は

規
律
を
維
持
し
た
組
織
づ
く
り

に
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
月
額
1

万
円
も
満
た
な
い
報
酬
の
カ
ッ

ト
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下

が
危
惧
さ
れ
る
。
地
域
の
た
め

の
自
己
犠
牲
の
精
神
に
基
づ
く

活
動
は
誰
も
が
敬
意
を
示
し
報

い
る
社
会
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
そ
の
報
酬
は
市
民
の
感
謝
の

気
持
ち
の
表
れ
で
あ
り
、
減
額

の
必
要
は
な
い
。

　■
委
員
会
修
正
案

　賛
成
９
　
反
対
６

　■
修
正
案
除
く
原
案
賛
成

　賛
成
15
　
反
対
０

　

※

賛
成
・
反
対
の
議
員
名
は
賛
否
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。（
22
ペ
ー
ジ
）

■
議
案
第
62
号

　財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　　　
■
概
要

　　
職
員
業
務
用
パ
ソ
コ
ン
３

３
６
台
を
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型

か
ら
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
に

更
新
す
る
も
の
。

※

令
和
４
年
７
月
20
日
　
臨
時
会
に
お

い
て
予
算
は
議
決
済
。
詳
細
は
５
ペ
ー

ジ
へ

　■
質
疑

　田
邊
　
こ
の
額
面
よ
り
安
価
に

取
得
で
き
た
の
で
は
。

　■
答
弁

　行
森
総
務
部
長
　
デ
ス
ク
ト
ッ

プ
型
よ
り
６
割
程
度
の
金
額
で
、

９
社
の
指
名
競
争
で
一
番
安
い

業
者
か
ら
購
入
し
た
。

　■
質
疑

　南
澤
　
Ｈ
Ｄ
M
Ｉ
変
換
ア
ダ
プ

タ
ー
が
パ
ソ
コ
ン
と
同
じ
数
必

要
な
理
由
は
。

　■
答
弁

　行
森
総
務
部
長
　
既
存
の
デ
ス

ク
ト
ッ
プ
の
モ
ニ
タ
ー
と
接
続

し
２
画
面
で
使
用
す
る
た
め
。

　　
賛
成
15
　
反
対
０

可
　
決

（消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の
一部を改正する条例の修正案の議決風景）

令和4年度　一般会計補正予算（第5号）令和4年度　一般会計補正予算（第5号）
補正額　7216万5千円追加し、予算総額を

204億3954万7千円204億3954万7千円
◇新型コロナ感染症が長期化する中、

ウクライナ侵攻等による原油価格高騰への
支援施策等

第2回
臨時会
7月20日

一般会計2億5748万1千円追加一般会計2億5748万1千円追加
（パソコン購入費 光ネットワーク管理費他）

予算総額203億1221万1千円予算総額203億1221万1千円
（一般会計補正予算第3号）

補
正
予
算
の
主
な
内
容

　　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て
、

住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯

等
に
１
世
帯
当
た
り
５
万
円
を

支
給
す
る
生
活
給
付
金
と
、
令

和
４
年
第
２
回
臨
時
会
で
補
正

の
あ
っ
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
等
導
入
補
助
金
を
追

加
計
上
す
る
も
の
。

　再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
等
導
入
補
助
金
に

つ
い
て

　　
■
概
要

予
算
編
成
時
は
１
１
０
０
万

円
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
市

内
の
複
数
業
者
に
対
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
想
定
以
上
の
ニ
ー

ズ
が
見
込
ま
れ
た
た
め
追
加

で
３
０
０
万
円
を
増
額
す
る

も
の
。
申
請
期
間
は
令
和
４

年
９
月
１
日
か
ら
令
和
５
年

２
月
28
日
ま
で
。

　質
疑
　
申
請
期
間
に
つ
い
て
、

７
月
20
日
の
時
点
で
は
４
月
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
と
答
弁
が
あ
っ

た
が
、
実
際
に
７
月
20
日
か
ら

現
在
ま
で
に
購
入
さ
れ
た
方
が

い
た
場
合
の
対
応
は
ど
う
す
る

の
か
。

　答
弁
　
９
月
１
日
以
降
に
申
請

さ
れ
た
方
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
す
る
も
の
で
遡
及
は
し
な

い
。

　反
対
討
論

　先
川
　
７
月
20
日
の
臨
時
会
で

施
行
を
４
月
１
日
に
さ
か
の
ぼ

る
こ
と
で
議
決
し
て
お
り
、
今

回
９
月
１
日
以
降
が
対
象
に
な

る
と
い
う
の
は
市
民
を
だ
ま
す

こ
と
に
な
り
議
会
も
議
決
権
を

無
視
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
反
対

す
る
。

　山
根
　
７
月
20
日
に
い
っ
た
ん

議
会
が
議
決
し
た
こ
と
を
な
い

が
し
ろ
に
す
る
よ
う
な
こ
と
は

認
め
ら
れ
な
い
。

　賛
成
討
論

　熊
高
　
７
月
20
日
の
臨
時
議
会

で
の
や
り
取
り
が
課
題
に
な
っ

て
い
る
。
４
月
１
日
に
さ
か
の

ぼ
る
と
い
う
や
り
取
り
も
あ
っ

た
が
、
今
回
の
補
正
予
算
に
つ

い
て
は
充
分
議
論
し
た
う
え
で

確
認
で
き
た
の
で
賛
成
す
る
。

　賛
成
11
　
反
対
4

可
　
　
決

補
正
予
算
の
主
な
内
容

　①
通
常
分
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
関
係
手
続
支
援
業
務
委
託

料
、
毛
利
元
就
郡
山
城
入
城
５
０
０

年
記
念
事
業
に
係
る
パ
ネ
ル
作
成

業
務
委
託
料
な
ど
の
増
額

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

原
油
価
格
、
物
価
高
騰
対
応
分
と

し
て
、
原
油
価
格
高
騰
緊
急
経
済

対
策
事
業
補
助
金
な
ど
の
増
額

　主
な
質
疑
と
答
弁

　質
疑
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
補
助
金
の
受
付
な
ど
の
説
明
を

求
め
る
。

　答
弁
　
令
和
4
年
4
月
1
日
以
降
に

契
約
し
た
も
の
に
つ
い
て
対
象
と
し
、

9
月
1
日
か
ら
申
請
の
受
付
を
行
う
。

　質
疑
　
電
算
シ
ス
テ
ム
事
業
費
の
、

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
3
3
6
台
の
導
入

に
つ
い
て
伺
う
。

　答
弁
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
無
線
L
A
N

環
境
を
整
備
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
分
散
業
務
を

可
能
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　賛
成
15
　
反
対
0可

　
　
決

第3回
臨時会
8月17日

一般会計5517万1千円追加一般会計5517万1千円追加
（コロナ禍における物価高騰対応分など）

予算総額203億6738万2千円予算総額203億6738万2千円
（一般会計補正予算第4号）
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（1）認定第1号　令和３年度 安芸高田市一般会計決算の認定について

（2）認定第2号　令和３年度 安芸高田市国民健康保険特別会計決算の認定について
　　　　〜
　　認定第17号　令和３年度 安芸高田市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

●議案第50号　安芸高田市消防団員の定員、任免、給与、
　服務等に関する条例の一部を改正する条例
●議案第50号　安芸高田市消防団員の定員、任免、給与、
　服務等に関する条例の一部を改正する条例
（付託された議案は修正案が提出され委員会で可決）

●議案第54号　一般会計補正予算（第5号）●議案第54号　一般会計補正予算（第5号）

●諮問第1号　安芸高田市人権擁護委員の推薦について
　意見を求めるもの
●諮問第1号　安芸高田市人権擁護委員の推薦について
　意見を求めるもの

（新型コロナ感染症が長期化する中、ウクライナ侵攻等による原油価格高騰への支援施策等）

●議案第62号　財産の取得について●議案第62号　財産の取得について
（職員業務用パソコンとして、ノート型を336台購入するもの）

8～9ページ参照

　
９
月
定
例
会

　　
９
月
定
例
会
を
９
月
７
日
〜

28
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
本
会
議
に
上
程
さ
れ
た
議
案

に
つ
い
て
議
案
第
50
号
は
委
員

会
に
お
け
る
修
正
案
を
可
決
。

　
令
和
３
年
度
決
算
審
査
に
お

い
て
は
、
一
般
会
計
は
不
認
定
。

　
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
、

可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

　　
補
正
予
算
と
令
和
３
年
度
決

算
審
査
は
予
算
決
算
常
任
委
員

会
へ
付
託
し
ま
し
た
。

（
６
〜
９
ペ
ー
ジ
）

　　
２
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託

さ
れ
た
議
案
や
所
管
事
務
調
査

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
10
〜
12
ペ
ー
ジ
）

　　
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
賛
否

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
22
ペ
ー
ジ
）

　　
一
般
質
問
で
は
13
人
が
市
政

を
問
い
ま
し
た
。

（
13
〜
19
ペ
ー
ジ
）

■
令
和
３
年
度
決
算
審
査

　
認
定
第
１
号
令
和
３
年
度 

安
芸
高
田
市
一
般
会
計
決
算
の

認
定
つ
い
て委

員
長
報
告

（
詳
細
は
６
〜
７
ペ
ー
ジ
）

　■
質
疑
・
討
論
な
し

賛
成
６
　
反
対
９

否
決
に
よ
り
不
認
定

　　
認
定
第
２
号
令
和
３
年
度 

安
芸
高
田
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

〜
認
定
第
17
号
令
和
３
年
度
安

芸
高
田
市
水
道
事
業
会
計
利
益

の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
ま
で
の
16
件
に
つ
い
て

■
質
疑
・
討
論
な
し

賛
成
15
　
反
対
０

認
　
　
定

　　
　■諮
問 

第
１
号

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　小
路
順
子
さ
ん

向
原
町
坂

　

承
　
認

　
■
議
案
第
50
号

　　「
安
芸
高
田
市
消
防
団
員
の

定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
に
つ
い
て

　
執
行
部
提
出
の
改
正
案
の
要

点
は

　
①
定
員
数

　
②
年
額
報
酬

　
③
出
動
報
酬

の
３
点
。
こ
の
内
②
年
額
報
酬

に
つ
い
て
、
審
査
を
付
託
さ
れ

た
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に

て
、修
正
案
が
提
出
さ
れ
、可
決

さ
れ
た
。（
詳
細
は
10
ペ
ー
ジ
）

　
本
会
議
で
は
、
委
員
長
報
告

の
後
、
ま
ず
修
正
案
に
つ
い
て
、

質
疑
・
討
論
を
経
て
、
採
決
を

行
い
、
そ
の
後
、
修
正
案
以
外

の
部
分
（
①
と
③
）
に
つ
い
て

採
決
を
行
っ
た
。

　
■
委
員
長
報
告
へ
の
質
疑

※

委
員
長
は
質
疑
に
対
し
、
委
員
会

の
審
議
内
容
を
答
弁
す
る
。
個
人
的

見
解
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　田
邊
　
①「
国
か
ら
の
通
知
」

の
扱
い
を
、
ど
の
よ
う
に
審
議

さ
れ
た
の
か
。

②
合
併
協
議
会
で
決
め
た
報
酬

が
適
当
な
ら
ば
、
全
て
の
金
額

を
据
え
置
く
と
考
え
ら
れ
る
。

団
員
だ
け
変
更
す
る
根
拠
は
。

③
消
防
団
の
業
務
負
荷
の
調
査

方
法
は
。

④
消
防
団
総
意
に
つ
い
て
委
員

会
の
調
査
方
法
は
。

　　
■
答
弁

　山
根
委
員
長
　
①
②
委
員
長
報

告
の
と
お
り

③（
委
員
会
で
出
動
回
数
等
の

質
疑
は
な
く
）
執
行
部
か
ら
答

弁
は
い
た
だ
い
て
い
な
い
。

④
執
行
部
か
ら
消
防
団
の
幹
部

会
議
で
説
明
し
た
と
の
こ
と
、

委
員
会
と
し
て
は
聞
く
事
は
し

て
い
な
い
。

　　
■
質
疑

　田
邊
　
②
に
つ
い
て
、
委
員
長

報
告
で
は
、
団
員
の
報
酬
だ
け

上
げ
る
と
い
う
部
分
は
触
れ
て

い
な
い
。
ど
う
い
う
議
論
だ
っ

た
の
か
。

　
　

　
■
答
弁

　山
根
委
員
長
　
団
員
の
報
酬
は

国
が
示
し
た
標
準
額
。

　　
■
質
疑

熊
高
　
①
団
長
に
直
接
話
を
聞

い
た
。
委
員
会
の
協
議
と
は
違

う
受
け
止
め
方
で
は
。

②
県
内
で
市
長
が
評
価
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
委
員
会

で
共
有
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　　
■
答
弁

　山
根
委
員
長
　
①
委
員
会
と
し

て
意
見
は
聞
い
て
な
い
が
、
委

員
は
団
員
か
ら
意
見
を
聞
い
て

い
る
。

②
こ
れ
に
つ
い
て
は
受
け
答
え

の
問
題
で
、
委
員
長
と
し
て
は

整
理
し
て
い
な
い
。

　　
■
質
疑

熊
高
　
消
防
団
の
意
向
を
反
映

し
た
議
論
に
な
っ
た
の
か
。

　　
■
答
弁

　山
根
委
員
長
　
委
員
会
で
し
っ

か
り
慎
重
審
議
し
た
。

　
討
　
　
　
論

　■
原
案
賛
成
、
修
正
案
反
対

芦
田
　
安
芸
高
田
市
の
場
合
、

県
や
県
内
各
市
町
と
十
分
な
情

報
交
換
を
し
た
う
え
で
報
酬
額

（
案
）
を
示
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
階
級
に
よ
り
増
額
に
な

る
も
の
、
現
行
よ
り
減
額
に
な

る
も
の
が
あ
る
が
、
全
体
的
に

は
国
の
示
し
た
標
準
額
を
ベ
ー

ス
に
合
理
性
、
整
合
性
の
あ
る

も
の
に
な
っ
て
い
る
。
修
正
案

は
修
正
の
合
理
的
な
根
拠
が
な

く
、
標
準
額
と
の
均
衡
も
図
ら

れ
て
お
ら
ず
、
役
職
の
団
員
の

報
酬
額
を
高
額
に
据
え
置
く
も

の
で
、
修
正
理
由
と
整
合
性
が

取
れ
な
い
。

　秋
田
　
国
の
通
知
内
容
や
県
内

市
町
の
年
額
報
酬
状
況
を
踏
ま

え
、
大
半
が
交
付
税
単
価
の
額

を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
執
行

部
の
説
明
で
は
年
額
報
酬
の
改

正
、
改
定
案
に
つ
い
て
は
幹
部

会
議
等
で
消
防
団
に
説
明
さ
れ
、

提
案
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
は

議
会
と
し
て
重
要
視
す
る
必
要

が
あ
る
。
修
正
案
反
対
の
立
場

で
討
論
と
す
る
。

　

田
邊
　
こ
の
度
、
国
か
ら
消
防

団
の
報
酬
基
準
が
示
さ
れ
た
。

あ
く
ま
で
も
基
準
な
の
で
自
治

体
で
報
酬
金
額
を
決
め
る
こ
と

も
で
き
る
。
修
正
案
で
は
消
防

団
の
活
動
や
総
意
の
調
査
、
団

員
へ
の
説
明
を
し
て
い
な
い
状

態
で
あ
り
議
論
で
き
な
い
。
原

案
は
報
酬
の
根
拠
は
団
員
へ
説

明
・
聞
き
取
り
さ
れ
、
活
動
実

績
は
把
握
し
て
い
る
状
態
。
仕

方
な
い
と
い
う
形
で
も
一
定
の

理
解
を
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

消
防
団
と
し
て
の
総
意
と
考
え

る
。
以
上
の
こ
と
で
原
案
に
賛

成
す
る
。

　南
澤
　
団
の
体
制
強
化
、
士
気

高
揚
が
提
案
理
由
だ
が
、
団
員

は
「
報
酬
の
た
め
に
消
防
団
活

動
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
」
と
言
う
方
ば
か
り
で
あ
る
。

ま
た
「
合
併
時
定
め
た
額
が
最

適
」
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は

常
備
消
防
も
広
域
組
合
も
な

か
っ
た
向
原
町
の
報
酬
額
が
突

出
し
て
高
く
、
そ
の
他
５
町
と

の
報
酬
の
均
衡
を
図
る
た
め
の

額
で
あ
る
。
業
務
負
荷
や
職
責

を
勘
案
し
た
形
跡
は
見
受
け
ら

れ
な
い
。
ま
た
市
の
面
積
を
分

団
数
で
割
っ
た
値
も
県
内
で
は

平
均
的
で
あ
る
。
修
正
案
に
よ

り
県
内
一
高
い
報
酬
額
と
な
る

が
、
そ
の
正
当
な
理
由
が
な
い
。

加
え
て
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、

議
会
主
導
で
執
行
部
提
案
よ
り

年
額
約
1
4
2
万
の
負
担
増
を

強
い
る
修
正
案
で
あ
る
。
議
会

の
責
任
は
重
く
、
議
員
定
数
や

報
酬
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
申
し
伝
え
修
正
案

反
対
と
す
る
。

　熊
高
　
原
案
賛
成
修
正
案
反
対

の
討
論
を
さ
れ
た
お
二
人
は
消

防
団
員
で
消
防
団
精
神
を
鑑
み

て
発
言
さ
れ
た
と
思
う
。
旧
町

か
ら
消
防
団
は
指
揮
命
令
系
統

が
し
っ
か
り
と
し
、
意
識
が
高

い
。
さ
ら
に
合
併
後
も
そ
の
精

神
を
受
け
継
い
で
い
る
。
修
正

案
は
消
防
団
の
誇
り
を
傷
付
け

る
よ
う
な
内
容
で
あ
る
こ
と
を

私
は
感
じ
る
の
で
原
案
賛
成
修

正
案
反
対
で
あ
る
。

　■
修
正
案
に
賛
成

　大
下
　
消
防
団
は
生
命
・
財
産

を
守
り
、
市
民
の
た
め
の
消
防

団
で
あ
る
。
国
は
非
常
勤
消
防

団
員
報
酬
で
上
位
階
級
に
あ
る

者
等
は
「
市
町
村
で
業
務
の
負

担
や
職
責
等
勘
案
し
均
等
の
と

れ
た
額
を
定
め
る
」
と
し
、
現

在
部
長
以
上
の
報
酬
は
合
併
時

に
均
衡
の
原
則
に
基
づ
き
定
め

て
い
る
。
処
遇
改
善
の
趣
旨
、

均
衡
の
原
則
の
観
点
、
今
後
の

団
員
確
保
の
観
点
か
ら
修
正
案

に
賛
成
す
る
。

児
玉
　
各
市
町
に
よ
っ
て
は
国

の
交
付
金
に
沿
う
よ
う
見
直
さ

れ
て
い
る
が
、
対
象
と
な
る
地

域
の
面
積
、
隊
員
の
人
数
、
災

害
発
生
件
数
、
危
険
個
所
数
等

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
条
件
が
異
な

る
た
め
、
県
内
一
律
に
考
え
る

必
要
は
な
い
。
ま
た
、
幹
部
は

規
律
を
維
持
し
た
組
織
づ
く
り

に
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
月
額
1

万
円
も
満
た
な
い
報
酬
の
カ
ッ

ト
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下

が
危
惧
さ
れ
る
。
地
域
の
た
め

の
自
己
犠
牲
の
精
神
に
基
づ
く

活
動
は
誰
も
が
敬
意
を
示
し
報

い
る
社
会
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
そ
の
報
酬
は
市
民
の
感
謝
の

気
持
ち
の
表
れ
で
あ
り
、
減
額

の
必
要
は
な
い
。

　■
委
員
会
修
正
案

　賛
成
９
　
反
対
６

　■
修
正
案
除
く
原
案
賛
成

　賛
成
15
　
反
対
０

　

※

賛
成
・
反
対
の
議
員
名
は
賛
否
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。（
22
ペ
ー
ジ
）

主
な
審
査

修正案可決
（原案一部修正）

認定

可決

可決

承認

不認定
総務文教常任委員会　委員長報告（一部抜粋）
【原案に対する議論】※答弁は執行部
Q報酬額は合併時の協議で額を決定している。過去の経緯を踏まえて、この度報酬改定するのか。
A合併の際、旧6町が合意できる年額報酬を採用した、というのが過去の経緯。これまで報酬額の改定がなかっ
たが、この度、初めて消防庁が年額報酬の基準を示した。各自治体がそれに基づいて報酬改定をしており、
本市もその方針に従っていきたい。
Q年額報酬の標準額が示されたのは団員で、それ以外の役職は示されていない。報酬を下げるのはなぜか。
A 国が示した団員の報酬額は、交付税単価と同額である。団員以外の役職については「市町村において業務
の負荷や職責等を勘案して、標準額と均衡のとれた額を」という通知内容である。それに従って、この（交
付税単価に沿った）改正を行っている。

【修正案に対する議論】※答弁は修正案提出議員
Q 国の示した基準に沿って合理的な判断をした場合、執行部の原案になるのではないかと思うが、この（修
正案の）額にする合理的な理由は。
A報酬は合併時、旧6町の報酬の歴史などを吟味して決められており、当市に一番適当だという考えのもと、
今日まで改定されていない。国の基準が示されたから改定する、という独自性のない自治体運営ではいけ
ない。合併した経緯を考慮すれば、減額すべきではない。他市に合わせることなく、独自に考えて据え置
くべきである。
●審査の結果、「修正案」ならびに「修正案以外の原案」は賛成多数で可決すべきもの
と決した。

開会日▶

◀閉会日
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可決
可決
可決
可決
可決
可決

9/15
可決 9/28
可決 9/15
可決 9/28
可決 9/15

9/28
9/16
9/28
9/16
9/28

可決
可決

9/8
9/12

可決
可決

9/8
9/12

可決
可決

9/8
9/12

可決
可決

9/8
9/12

可決
可決

9/8
9/12

可決
可決

9/8

9/8

9/8

9/26

9/12
可決
可決 9/12
可決
可決 9/12

可決 9/28

否決
否決 9/28

8/17可決
可決 8/17

○○○○○○○○＊○○○○○○
○
＊
＊○○○○○○○○○○○○○○

委員会
本会議

7/20可決
可決 7/20

賛 否 表賛 否 表

賛否表
※議会基本条例に基づき賛否表を掲載することになりました。
　第6条（4）議会は、重要な議案に対する各議員の態度を議会広報で公表する等、議員の活
動に対して市民の評価が的確になされるよう情報の提供に努めなければならない。

審

　査

　結

　果

議

　
　決

　
　日

山

　本

　
　
　優

宍

　戸

　邦

　夫

先

　川

　和

　幸

山

　根

　温

　子

新

　田

　和

　明

武

　岡

　隆

　文

山

　本

　数

　博

南

　澤

　克

　彦

石

　飛

　慶

　久

金

　行

　哲

　昭

秋

　田

　雅

　朝

熊

　高

　昌

　三

芦

　田

　宏

　治

大

　下

　正

　幸

児

　玉

　史

　則

田

　邊

　介

　三

議

　
　員

　
　名

議

　
　案

　
　名

番

　
　
　
　
　号

種

　
　
　
　
　類

委員会 産業厚生常任委員会

令和4年第3回　定例会（9月7～28日）

令和4年第3回　臨時会（8月17日）

令和4年第2回　臨時会（7月20日）

総務文教常任委員会

会　派

○○○○○○○

○●●●●○●

○○ ○○○○○
○＊ ○○○○○
○○ ○○○○○
○＊ ○○○○●
○

＊
○
＊
○
＊○ ○○○○●

○ ○＊ ○○○○●

○○○○○○

○

○

○○
○○○○○＊○○

○○○○○●○○○○○○○○○
○○○○○＊○○

○○○○○●○○○○○○○○○
○○○○○○○○＊○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○＊○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○＊○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○＊○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○＊○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○

＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊○○○○○○○＊○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○

清志会シセイ
クラブ

シセイ
クラブ無　所　属 清　志　会

委員会

委員会

委員会

本会議

委員会
本会議

委員会
本会議

本会議

本会議
委員会
本会議
委員会
本会議
委員会
本会議
委員会
本会議
委員会
本会議
委員会
本会議

○○○○○○○○＊○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○

委員会
本会議

○○○○○○○○＊○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○

委員会
本会議

○○○○○○○○○○○○○○○本会議

●●●●●●○●＊＊休○●●○
●●●●●●○●○○○○●●○

委員会
本会議

○●●○○○●○＊○○○○○●
○

＊
＊
＊
＊
＊

＊

＊
＊

9/26可決
可決 9/28

○○○○○○○○＊＊休○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○

委員会
本会議

＊
＊

可決 9/7○○○○○○○○○○○○○○○本会議 ＊

＊
＊●●○○○●○○○○○○○●

委員会
本会議

第50号

第51号

第52号

第53号

第54号

第55号

第56号

第57号

第58号

第59号

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

第60号議案

第61号議案

第62号議案

第1号認定

第49号議案

第48号議案

安芸高田市消防団員の定員、任免、給与、服務等に
関する条例の一部を改正する条例に対する修正案

修正議決した部分を除く原案について

安芸高田市職員の育児休業等に
関する条例の一部を改正する条例

安芸高田市子育て支援センター設置及び
管理条例の一部を改正する条例

広島県水道広域連合企業団の設立について

令和４年度 安芸高田市一般会計補正予算（第5号）

令和4年度 安芸高田市介護保険
特別会計補正予算（第1号）

令和4年度 安芸高田市国民健康保険
特別会計補正予算（第1号）

令和4年度 安芸高田市浄化槽整備事業
特別会計補正予算（第1号）

令和4年度 安芸高田市農業集落排水事業
特別会計補正予算（第1号）

令和4年度 安芸高田市コミュニティ・プラント
整備事業特別会計補正予算（第1号）

令和4年度 安芸高田市下水道事業
会計補正予算（第1号）

令和4年度 安芸高田市水道事業
会計補正予算（第1号）

第2～
17号認定

令和3年度安芸高田市国民健康保険
特別会計決算の認定について　等16件

第1号諮問
人権擁護委員の推薦につき
意見を求めることについて

財産の取得について

令和3年度安芸高田市一般会計決算の認定について

令和4年度 安芸高田市一般会計補正予算（第4号）

令和4年度 安芸高田市一般会計補正予算
（第3号）

＊…議長、委員長、監査委員（予算決算常任委員会）は採決に参加しません。　○…賛成　●…反対

議案は　
こちら▶



安芸高田市議会だより23

議会のうごき議会のうごき

７月

７月～９月の議会の主な活動状況７月～９月の議会の主な活動状況議会のうごき
８月
10日　議会運営委員会
17日　第3回臨時会
      　予算決算常任委員会
      　全員協議会
31日　議会運営委員会

９月
  7日　第3回定例会（開会）
      　議会広報特別委員会
  8日　予算決算常任委員会
12日　本会議（一般質問）
13日　本会議（一般質問）
15日　総務文教常任委員会
16日　産業厚生常任委員会
21日　予算決算常任委員会
      　（決算審査）
      　議会運営委員会
22日　全員協議会
26日　予算決算常任委員会
      　（決算審査）
28日　第3回定例会（閉会）

傍
聴
記

傍
聴
記

向
原
町

　増
田
美
栄
子
さ
ん

　
久
し
振
り
に
傍
聴
に
行
き

ま
し
た
。
今
回
の
一
般
質
問

は
質
問
者
も
多
く
や
っ
と
本

来
の
市
議
会
の
佇
ま
い
だ
と

思
い
な
が
ら
も
率
直
な
感
想

と
し
て
は
市
長
と
市
議
と
の

思
考
の
隔
た
り
に
改
め
て
驚

い
た
と
い
う
事
で
し
た
。
早

く
言
え
ば
同
じ
土
俵
に
上
が

り
切
れ
て
い
な
い
、
だ
か
ら

双
方
共
に
イ
ラ
つ
い
て
い
る
様

子
が
度
々
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
は
傍
聴
し
て
い
る

側
に
と
っ
て
も
不
快
に
思
え

る
事
で
し
た
。
何
か
一つ
で
も

建
設
的
な
質
疑
が
で
き
て
い

た
ら
と
少
し
残
念
な
思
い
で

議
会
を
後
に
し
ま
し
た
。

議会だより第 75 号へのリンク

●議会だよりは無料ビューアアプリ
　「Catalog Pocket（カタログポケット）」でも
　ご覧になれます。

※詳細は、お太助フォンや市のホームページでお知らせいたします。

■令和４年第４回定例会は
　　　　　　　１２月上旬から開会を予定しています

13日　議会運営委員会
      　議員研修会
14日　地域懇談会（八千代）
15日　地域懇談会（美土里）
      　議会広報特別委員会
16日　地域懇談会（甲田）
      　地域懇談会（向原）
17日　地域懇談会（高宮）
      　地域懇談会（吉田）
20日　第2回臨時会
      　全員協議会
28日　議会広報特別委員会

傍 聴 記傍 聴 記

安芸高田市議会だより 23 第75号　令和4年11月15日発行

9月定例会9月定例会 9月定例会9月定例会

●令和3年度決算審査●令和3年度決算審査
（1）認定第1号　令和３年度 安芸高田市一般会計決算の認定について

（2）認定第2号　令和３年度 安芸高田市国民健康保険特別会計決算の認定について
　　　　〜
　　認定第17号　令和３年度 安芸高田市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

●議案第50号　安芸高田市消防団員の定員、任免、給与、
　服務等に関する条例の一部を改正する条例
●議案第50号　安芸高田市消防団員の定員、任免、給与、
　服務等に関する条例の一部を改正する条例
（付託された議案は修正案が提出され委員会で可決）

●議案第54号　一般会計補正予算（第5号）●議案第54号　一般会計補正予算（第5号）

●諮問第1号　安芸高田市人権擁護委員の推薦について
　意見を求めるもの
●諮問第1号　安芸高田市人権擁護委員の推薦について
　意見を求めるもの

（新型コロナ感染症が長期化する中、ウクライナ侵攻等による原油価格高騰への支援施策等）

●議案第62号　財産の取得について●議案第62号　財産の取得について
（職員業務用パソコンとして、ノート型を336台購入するもの）

8～9ページ参照

　
９
月
定
例
会

　　
９
月
定
例
会
を
９
月
７
日
〜

28
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
本
会
議
に
上
程
さ
れ
た
議
案

に
つ
い
て
議
案
第
50
号
は
委
員

会
に
お
け
る
修
正
案
を
可
決
。

　
令
和
３
年
度
決
算
審
査
に
お

い
て
は
、
一
般
会
計
は
不
認
定
。

　
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
、

可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

　　
補
正
予
算
と
令
和
３
年
度
決

算
審
査
は
予
算
決
算
常
任
委
員

会
へ
付
託
し
ま
し
た
。

（
６
〜
９
ペ
ー
ジ
）

　　
２
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託

さ
れ
た
議
案
や
所
管
事
務
調
査

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
10
〜
12
ペ
ー
ジ
）

　　
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
賛
否

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
22
ペ
ー
ジ
）

　　
一
般
質
問
で
は
13
人
が
市
政

を
問
い
ま
し
た
。

（
13
〜
19
ペ
ー
ジ
）

■
令
和
３
年
度
決
算
審
査

　
認
定
第
１
号
令
和
３
年
度 

安
芸
高
田
市
一
般
会
計
決
算
の

認
定
つ
い
て委

員
長
報
告

（
詳
細
は
６
〜
７
ペ
ー
ジ
）

　■
質
疑
・
討
論
な
し

賛
成
６
　
反
対
９

否
決
に
よ
り
不
認
定

　　
認
定
第
２
号
令
和
３
年
度 

安
芸
高
田
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

〜
認
定
第
17
号
令
和
３
年
度
安

芸
高
田
市
水
道
事
業
会
計
利
益

の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
ま
で
の
16
件
に
つ
い
て

■
質
疑
・
討
論
な
し

賛
成
15
　
反
対
０

認
　
　
定

　　
　■諮
問 

第
１
号

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　小
路
順
子
さ
ん

向
原
町
坂

　

承
　
認

　
■
議
案
第
50
号

　　「
安
芸
高
田
市
消
防
団
員
の

定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
に
つ
い
て

　
執
行
部
提
出
の
改
正
案
の
要

点
は

　
①
定
員
数

　
②
年
額
報
酬

　
③
出
動
報
酬

の
３
点
。
こ
の
内
②
年
額
報
酬

に
つ
い
て
、
審
査
を
付
託
さ
れ

た
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に

て
、修
正
案
が
提
出
さ
れ
、可
決

さ
れ
た
。（
詳
細
は
10
ペ
ー
ジ
）

　
本
会
議
で
は
、
委
員
長
報
告

の
後
、
ま
ず
修
正
案
に
つ
い
て
、

質
疑
・
討
論
を
経
て
、
採
決
を

行
い
、
そ
の
後
、
修
正
案
以
外

の
部
分
（
①
と
③
）
に
つ
い
て

採
決
を
行
っ
た
。

　
■
委
員
長
報
告
へ
の
質
疑

※

委
員
長
は
質
疑
に
対
し
、
委
員
会

の
審
議
内
容
を
答
弁
す
る
。
個
人
的

見
解
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　田
邊
　
①「
国
か
ら
の
通
知
」

の
扱
い
を
、
ど
の
よ
う
に
審
議

さ
れ
た
の
か
。

②
合
併
協
議
会
で
決
め
た
報
酬

が
適
当
な
ら
ば
、
全
て
の
金
額

を
据
え
置
く
と
考
え
ら
れ
る
。

団
員
だ
け
変
更
す
る
根
拠
は
。

③
消
防
団
の
業
務
負
荷
の
調
査

方
法
は
。

④
消
防
団
総
意
に
つ
い
て
委
員

会
の
調
査
方
法
は
。

　　
■
答
弁

　山
根
委
員
長
　
①
②
委
員
長
報

告
の
と
お
り

③（
委
員
会
で
出
動
回
数
等
の

質
疑
は
な
く
）
執
行
部
か
ら
答

弁
は
い
た
だ
い
て
い
な
い
。

④
執
行
部
か
ら
消
防
団
の
幹
部

会
議
で
説
明
し
た
と
の
こ
と
、

委
員
会
と
し
て
は
聞
く
事
は
し

て
い
な
い
。

　　
■
質
疑

　田
邊
　
②
に
つ
い
て
、
委
員
長

報
告
で
は
、
団
員
の
報
酬
だ
け

上
げ
る
と
い
う
部
分
は
触
れ
て

い
な
い
。
ど
う
い
う
議
論
だ
っ

た
の
か
。

　
　

　
■
答
弁

　山
根
委
員
長
　
団
員
の
報
酬
は

国
が
示
し
た
標
準
額
。

　　
■
質
疑

熊
高
　
①
団
長
に
直
接
話
を
聞

い
た
。
委
員
会
の
協
議
と
は
違

う
受
け
止
め
方
で
は
。

②
県
内
で
市
長
が
評
価
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
委
員
会

で
共
有
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　　
■
答
弁

　山
根
委
員
長
　
①
委
員
会
と
し

て
意
見
は
聞
い
て
な
い
が
、
委

員
は
団
員
か
ら
意
見
を
聞
い
て

い
る
。

②
こ
れ
に
つ
い
て
は
受
け
答
え

の
問
題
で
、
委
員
長
と
し
て
は

整
理
し
て
い
な
い
。

　　
■
質
疑

熊
高
　
消
防
団
の
意
向
を
反
映

し
た
議
論
に
な
っ
た
の
か
。

　　
■
答
弁

　山
根
委
員
長
　
委
員
会
で
し
っ

か
り
慎
重
審
議
し
た
。

　
討
　
　
　
論

　■
原
案
賛
成
、
修
正
案
反
対

芦
田
　
安
芸
高
田
市
の
場
合
、

県
や
県
内
各
市
町
と
十
分
な
情

報
交
換
を
し
た
う
え
で
報
酬
額

（
案
）
を
示
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
階
級
に
よ
り
増
額
に
な

る
も
の
、
現
行
よ
り
減
額
に
な

る
も
の
が
あ
る
が
、
全
体
的
に

は
国
の
示
し
た
標
準
額
を
ベ
ー

ス
に
合
理
性
、
整
合
性
の
あ
る

も
の
に
な
っ
て
い
る
。
修
正
案

は
修
正
の
合
理
的
な
根
拠
が
な

く
、
標
準
額
と
の
均
衡
も
図
ら

れ
て
お
ら
ず
、
役
職
の
団
員
の

報
酬
額
を
高
額
に
据
え
置
く
も

の
で
、
修
正
理
由
と
整
合
性
が

取
れ
な
い
。

　秋
田
　
国
の
通
知
内
容
や
県
内

市
町
の
年
額
報
酬
状
況
を
踏
ま

え
、
大
半
が
交
付
税
単
価
の
額

を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
執
行

部
の
説
明
で
は
年
額
報
酬
の
改

正
、
改
定
案
に
つ
い
て
は
幹
部

会
議
等
で
消
防
団
に
説
明
さ
れ
、

提
案
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
は

議
会
と
し
て
重
要
視
す
る
必
要

が
あ
る
。
修
正
案
反
対
の
立
場

で
討
論
と
す
る
。

　

田
邊
　
こ
の
度
、
国
か
ら
消
防

団
の
報
酬
基
準
が
示
さ
れ
た
。

あ
く
ま
で
も
基
準
な
の
で
自
治

体
で
報
酬
金
額
を
決
め
る
こ
と

も
で
き
る
。
修
正
案
で
は
消
防

団
の
活
動
や
総
意
の
調
査
、
団

員
へ
の
説
明
を
し
て
い
な
い
状

態
で
あ
り
議
論
で
き
な
い
。
原

案
は
報
酬
の
根
拠
は
団
員
へ
説

明
・
聞
き
取
り
さ
れ
、
活
動
実

績
は
把
握
し
て
い
る
状
態
。
仕

方
な
い
と
い
う
形
で
も
一
定
の

理
解
を
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

消
防
団
と
し
て
の
総
意
と
考
え

る
。
以
上
の
こ
と
で
原
案
に
賛

成
す
る
。

　南
澤
　
団
の
体
制
強
化
、
士
気

高
揚
が
提
案
理
由
だ
が
、
団
員

は
「
報
酬
の
た
め
に
消
防
団
活

動
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
」
と
言
う
方
ば
か
り
で
あ
る
。

ま
た
「
合
併
時
定
め
た
額
が
最

適
」
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は

常
備
消
防
も
広
域
組
合
も
な

か
っ
た
向
原
町
の
報
酬
額
が
突

出
し
て
高
く
、
そ
の
他
５
町
と

の
報
酬
の
均
衡
を
図
る
た
め
の

額
で
あ
る
。
業
務
負
荷
や
職
責

を
勘
案
し
た
形
跡
は
見
受
け
ら

れ
な
い
。
ま
た
市
の
面
積
を
分

団
数
で
割
っ
た
値
も
県
内
で
は

平
均
的
で
あ
る
。
修
正
案
に
よ

り
県
内
一
高
い
報
酬
額
と
な
る

が
、
そ
の
正
当
な
理
由
が
な
い
。

加
え
て
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、

議
会
主
導
で
執
行
部
提
案
よ
り

年
額
約
1
4
2
万
の
負
担
増
を

強
い
る
修
正
案
で
あ
る
。
議
会

の
責
任
は
重
く
、
議
員
定
数
や

報
酬
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
申
し
伝
え
修
正
案

反
対
と
す
る
。

　熊
高
　
原
案
賛
成
修
正
案
反
対

の
討
論
を
さ
れ
た
お
二
人
は
消

防
団
員
で
消
防
団
精
神
を
鑑
み

て
発
言
さ
れ
た
と
思
う
。
旧
町

か
ら
消
防
団
は
指
揮
命
令
系
統

が
し
っ
か
り
と
し
、
意
識
が
高

い
。
さ
ら
に
合
併
後
も
そ
の
精

神
を
受
け
継
い
で
い
る
。
修
正

案
は
消
防
団
の
誇
り
を
傷
付
け

る
よ
う
な
内
容
で
あ
る
こ
と
を

私
は
感
じ
る
の
で
原
案
賛
成
修

正
案
反
対
で
あ
る
。

　■
修
正
案
に
賛
成

　大
下
　
消
防
団
は
生
命
・
財
産

を
守
り
、
市
民
の
た
め
の
消
防

団
で
あ
る
。
国
は
非
常
勤
消
防

団
員
報
酬
で
上
位
階
級
に
あ
る

者
等
は
「
市
町
村
で
業
務
の
負

担
や
職
責
等
勘
案
し
均
等
の
と

れ
た
額
を
定
め
る
」
と
し
、
現

在
部
長
以
上
の
報
酬
は
合
併
時

に
均
衡
の
原
則
に
基
づ
き
定
め

て
い
る
。
処
遇
改
善
の
趣
旨
、

均
衡
の
原
則
の
観
点
、
今
後
の

団
員
確
保
の
観
点
か
ら
修
正
案

に
賛
成
す
る
。

児
玉
　
各
市
町
に
よ
っ
て
は
国

の
交
付
金
に
沿
う
よ
う
見
直
さ

れ
て
い
る
が
、
対
象
と
な
る
地

域
の
面
積
、
隊
員
の
人
数
、
災

害
発
生
件
数
、
危
険
個
所
数
等

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
条
件
が
異
な

る
た
め
、
県
内
一
律
に
考
え
る

必
要
は
な
い
。
ま
た
、
幹
部
は

規
律
を
維
持
し
た
組
織
づ
く
り

に
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
月
額
1

万
円
も
満
た
な
い
報
酬
の
カ
ッ

ト
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下

が
危
惧
さ
れ
る
。
地
域
の
た
め

の
自
己
犠
牲
の
精
神
に
基
づ
く

活
動
は
誰
も
が
敬
意
を
示
し
報

い
る
社
会
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
そ
の
報
酬
は
市
民
の
感
謝
の

気
持
ち
の
表
れ
で
あ
り
、
減
額

の
必
要
は
な
い
。

　■
委
員
会
修
正
案

　賛
成
９
　
反
対
６

　■
修
正
案
除
く
原
案
賛
成

　賛
成
15
　
反
対
０

　

※

賛
成
・
反
対
の
議
員
名
は
賛
否
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。（
22
ペ
ー
ジ
）

主
な
審
査

修正案可決
（原案一部修正）

認定

可決

可決

承認

不認定
総務文教常任委員会　委員長報告（一部抜粋）
【原案に対する議論】※答弁は執行部
Q報酬額は合併時の協議で額を決定している。過去の経緯を踏まえて、この度報酬改定するのか。
A合併の際、旧6町が合意できる年額報酬を採用した、というのが過去の経緯。これまで報酬額の改定がなかっ
たが、この度、初めて消防庁が年額報酬の基準を示した。各自治体がそれに基づいて報酬改定をしており、
本市もその方針に従っていきたい。
Q年額報酬の標準額が示されたのは団員で、それ以外の役職は示されていない。報酬を下げるのはなぜか。
A 国が示した団員の報酬額は、交付税単価と同額である。団員以外の役職については「市町村において業務
の負荷や職責等を勘案して、標準額と均衡のとれた額を」という通知内容である。それに従って、この（交
付税単価に沿った）改正を行っている。

【修正案に対する議論】※答弁は修正案提出議員
Q 国の示した基準に沿って合理的な判断をした場合、執行部の原案になるのではないかと思うが、この（修
正案の）額にする合理的な理由は。
A報酬は合併時、旧6町の報酬の歴史などを吟味して決められており、当市に一番適当だという考えのもと、
今日まで改定されていない。国の基準が示されたから改定する、という独自性のない自治体運営ではいけ
ない。合併した経緯を考慮すれば、減額すべきではない。他市に合わせることなく、独自に考えて据え置
くべきである。
●審査の結果、「修正案」ならびに「修正案以外の原案」は賛成多数で可決すべきもの
と決した。

開会日▶

◀閉会日



〈
発
行
責
任
者
〉  

　
　
　
　
　 

議
　
　
長
　
宍
戸 

邦
夫

〈
議
会
広
報
特
別
委
員
会
〉

　
　
　
　 

　
委
員
長
　
新
田 

和
明

　
　
　
　
　 

副
委
員
長
　
南
澤 

克
彦

　
　
　
　
　 

委
　
員
　
田
邊 

介
三

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
山
本 

数
博 

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
武
岡 

隆
文

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
芦
田 

宏
治

　
改
選
か
ら
2
年
、
任
期
4
年
の

折
り
返
し
地
点
を
迎
え
て
い
ま
す
。

条
例
で
は
委
員
会
任
期
を
2
年
と

定
め
て
お
り
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
で

の
編
集
も
一
区
切
り
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
間
、
私
た
ち
広
報
委
員
は

議
会
基
本
条
例
第
６
条
４
項
に
基

づ
き
「
議
員
の
活
動
に
対
し
て
市

民
の
評
価
が
的
確
に
な
さ
れ
る
よ

う
情
報
の
提
供
に
努
め
」
て
参
り

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
通
常
の

紙
面
に
加
え
、
予
算
決
算
委
員
会

ペ
ー
ジ
の
Q
&
A
式
を
記
名
式
へ

変
更
、
賛
否
表
の
導
入
、
一
般
質

問
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
、
動
画
等

の
Q
R
コ
ー
ド
添
付
を
行
い
ま
し

た
。

　
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

議
会
が
住
民
福
祉
に
資
す
る
存
在

で
あ
る
よ
う
引
き
続
き
精
進
し
て

参
り
ま
す
。
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営農法人による刈取り作業風景（吉田町丹比地区）

吉　田

八千代産直市（10月16日）

神楽門前湯治村にて（9月24日）

美土里 心を一つに 限界突破

高宮小学校運動会（9月25日）

高　宮

あのナシ採って～

家族で楽しむ梨狩りの様子

甲　田 新米巫女さん誕生！

国貞山神社大祭（9月18日）

向　原

収穫の秋　大型コンバインで刈取り

美土里神楽発表大会

八千代 ぷらっとマルシェ
特産品と地域活動の紹介

第75号 ２０２２（令和４）年１１月１５日発行

9月定例会
第2・3回臨時会
常任委員会報告
一問一答 
13人が市政を問う

地域懇談会について

賛否表
あんな  こんな

地域のかがやき 安芸高田市
市議会のページ
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人がつながる田園都市

あきたかた

第50回　高宮神楽まつり　県立吉田高校神楽部「厳島合戦」（令和4年10月8日）

今回の題字は、 さん（八千代小学校6年生）  です。

そ　が ゆ う な




